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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ずっと、ずっと、いつも思っていました。

　なぜ、自分は、あの人ではないのでしょうか。

　なぜ、自分は、自分であらねばならなかったのでしょうか。

　なぜ、自分は、あの人になれなかったのでしょうか。

　自分でも知っています、この感情の名前を。それは、美しくないものです。

　けれど夢を見ました。

　美しい夢でした。その夢の中では、美しくないものを全すべて捨て去り、ただ美しいものだけを求めていられました。とてもとても、甘かん美びな夢でした。







　一花　七夜の姫君




　その言葉を耳にして、思考が停止した。しかしそれは、わずか瞬またたき一つの間で、千せん樹じゆはすぐに烈れつ火かの勢いで喚わめいていた。

「宮みや入いりの儀ぎって、仮かり妻づまってどういうこと!?」

　憤ふん然ぜんと立ちあがり、目の前の貴人に詰つめ寄った。相手の身分をわきまえて、胸むなぐらこそ摑つかまなかったが、その綺き麗れいな顔の鼻先に嚙かみつかんばかり。

　綾あや津つ島しまと呼ばれる島国の、東の地を支配する上かみの東とう国ごく。その支配者である上じよう主しゆの一いち之の御み子こ、すなわち次期上主となるべき身分の者を曉あかつき宮のみやと号す。それは一之御子が曉宮と呼ばれる宮に住まいするからで、そして今、千樹がいる場所こそ曉宮。

　そして千樹が詰め寄っている青年が宮の主、曉宮。名を刀とう火かという。

　気の弱い男なら泣き出しかねないほどの形相で詰め寄られていても、刀火は至って冷静。

　脇きよう息そくを引き寄せ、いかにも大たい儀ぎそうな、しらけた表情ながら、彼の姿は他人に妖あやしい欲よく望ぼうを抱いだかせるほどに魅み惑わく的だ。軽く束ねた髪かみが肩かたに落ちかかる様も、片かた袖そでを脱ぬいで狩かり衣ぎぬを着き崩くずした様も、その首に連なる多た彩さいな珠たまの輝かがやきも、すべてが憎にくらしいほど、彼の艶あでやかさに結びつく。

　ひときわ人を魅み了りようするのは、その緑がかった黒い瞳ひとみ。秘ひめた緑の色の分だけ、底が知れず、だからこそ人を惑まどわす。だがその美しい色の意味を、千樹は知っている。

　緑の瞳を持つ者は、身内に魔ま王おうの種を宿す者なのだ。

　貴人中の貴人であり、そして恐おそろしい魔ま性しようを抱かかえている人物で、彼の中にある魔性が目覚めれば国が滅ほろびるという物ぶつ騒そうさ。しかし、とりあえず今はその問題は関係ない。

　千樹に告げられた事実こそが、今は大問題だ。

「おまえは今日、わたしの仮妻として宮入の儀を済ませたことになっている。おまえは、わたしの仮妻になった。そう言っただけだが？」

「だけ!?　とんでもないことを、さらっと言わないで。あなたが絵師を雇やといたいと言ったから、わたしは常じよう宮ぐうに来たの。絵師として来たのよ」

　食ってかかると、傍かたわらに座っていた高たか月つき雅まさ近ちかが、取りなすような愛あい想そ笑わらいで、目の前にあった干ひ菓が子しの器うつわを千樹の方へ押しやる。

「まあまあ、千樹姫ひめ。とりあえず落ち着かない？　どう、甘いものでも」

「この状じよう況きようで落ち着いてたら、かなり頭がゆるいですよ、雅近様。仕事に就つくつもりで来てみたら、おまえは妻になったんだと言われているんですよ？」

　横目で睨にらみつつ呻うめくと、雅近は垂れ目の目め尻じりを下げる。刀火の側そば仕づかえである彼は、主人とは正反対の人好きのする軽い笑え顔がおの青年だが、結局は主人の意向を通すことしか考えていない、ある意味あっぱれな忠義者。しかし千樹にしてみれば、その忠誠心も厄やつ介かいだ。

「そうですかって流してくれれば、助かるんだけど。俺は今夜、逢おう瀬せの約束があるから、そろそろ帰りたいんだよね。君と曉宮様が揉もめると、帰るに帰れなくなっちゃうじゃない」

「雅近様の逢瀬のために、勝手に婚こん姻いんさせられたことを流せというなら、絶対にごめんです。とことん、ごねてさしあげます」

「性格悪いね、千樹姫」

「どちらがですか」

　一つだけ開いた蔀しとみから、廂ひさしに冷たい風と共に雪せつ片ぺんがちらちらと舞まい込んでいる。

　真冬の夕暮れは短く、瞬く間に庭先は暗くなっていた。相変わらず人ひと払ばらいがしてあるらしく、物音ひとつしない。しかも三日前から降り続いた雪が庭を埋うめ、小こ笹ざさのような背の低い草木は雪の中だ。建物は全て、屋根の上に分厚い雪の衣ころもを幾いく重えにも着せかけられたような有り様。

　雪が宮の周囲の物音を吸い取っているかのように、一層静けさが増す。

　火の気のない室内で、指先はとっくに冷たくなっていたが、そんなことはかまっていられない。千樹が再び刀火を睨ねめつけると、彼は煩わずらわしげに眉まゆをひそめて答えた。

「忘れたか？　先の屛風びようぶ絵えの騒そう動どうの折、父、上主と対面したとき、おまえはわたしの仮妻と、公おおやけの場で認められている」

「あれはあなたのついた大おお噓うそで、その噓は事が終われば撤てつ回かいしてくれる約束だったでしょう」

[image: ]

「気が向いたらすると、答えただけだ。約束はしてない」

「ああ、もう！　だからってなんで、仮妻としてわたしを宮入させるの!?　この機会に上主様の御ご前ぜんで『あれは方便でした』って軽く否定して、わたしを絵師として召めし抱えればいいじゃない!?　もしかして、わたしに気があるの!?　そうなの!?　そんなわけないわよね!?」

　苛いら立だちと怒いかりのために、髪を搔かきむしりたくなった。

「おまえのような、姫君成分が蒸発した出がらしの、散らかし魔まを、誰だれが好きこのんで仮妻に迎むかえる？　そのような奇き特とくな者には、会ってみたい」

　呆あきれたように答える刀火に、千樹は歯ぎしりしながら膝ひざで詰め寄った。

「目の前に、出がらしの散らかし魔を仮妻に迎えた方がいらっしゃるみたいなんですけれど、わたしの気のせいかしら？」

「好きこのんでのことではない。無論、わけあってのこと」

　その時、背を向けていた簀すの子この方から、さらさらと衣きぬ擦ずれの音がした。刀火の視線が簀子の方へと向かう。

「理由の説明はあとだ。おとなしく支し度たくをして帰ってくれば、話してやる」

　刀火の視線を追ってふり返ると、簀子にひれ伏ふした、年配の侍じ女じよの姿が三人ある。顔を伏せたまま、侍女が告げる。

「お支度は、如何いかがいたしましょう」

　普ふ段だん刀火は、曉宮に人を置かない。朝と夕に、食事と夜具の準備で侍女たちがやってくるが、彼女たちは決められた仕事を黙もく々もくとこなして出て行くだけ。こうやって刀火に声をかけることは、ほとんどない。どうしたのだろうかと千樹が目を丸くしていると、

「慣例どおり。任せる」

　と、刀火が答えた。すると三人の侍女は、今一度、深く頭を下げた後に立ちあがり、中に入ってきた。そしていきなり千樹の腕うでを両りよう脇わきから、二人がかりでがっちりと摑む。

「お支度を、姫様」

「え？　なに？　支度って、なんの？」

　きょとんとして侍女たちを振ふり仰あおぎ、そして刀火と雅近に目顔で問うと、

「とりあえず行け。支度をして帰ってくれば、理由を説明してやる」

　追い散らすように、刀火は手にある扇おうぎを振り、雅近も満面の笑みで言う。

「行ってらっしゃい、千樹姫」

「さあ、お支度を」

　侍女たちが、「手間を取らせるな」と言わんばかりの顔で睨むので、ちょっと恐ろしくなる。

　長年常宮に仕える侍女たちには、特有の迫はく力りよくがある。千樹も幼い頃ころは、年配の口うるさい侍女たちが苦手だった。その彼女たちに似た雰ふん囲い気きを醸かもし出す侍女二人組に腕を摑まれていると、幼い頃の刷り込みのせいで、従わなくてはならないと観念してしまう。

　──支度とやらをすませれば理由を話すと、あの人は言ってるし。

　千樹の抵てい抗こうする気力が萎なえたと見て取るや、侍女たちは摑んだ腕を引っ張り上げて無む理り矢や理り立たせた。そのまま二人の侍女に連行される形で、東の対たい屋のやへ引きずって行かれる。残った一人の侍女は、いそいそと室内を整えている様子だった。

　吹ふきこんでくる雪のために、ひんやりと冷たく湿しめっぽい簀子の板目を踏ふみつつ、侍女たちに連行されていると、なんとも情けない気分になってくる。

　──ああ、しょっぱなから、とんでもないです、彩さい遊ゆう先生……。

　と、唯ゆい一いつ無二の師し匠しように向かって、内心愚ぐ痴ちる。







　迫力ある侍女たちに捕とらえられ、歩かされていると、思い出すのは今朝のこと。

　今朝、屋や敷しきを出る千樹を見送った彩遊は、半泣きだった。

「千樹、達者でねぇ」

　寒さに弱い彩遊は、綿を入れた衣きぬを幾重にも重ね着し、首にはどこぞから引っ張り出したらしい皮かわ衣ごろもの襟えり巻まきを巻きつけ、さらに野の良ら猫ねこぷくを、火ひ桶おけがわりに抱えていた。

　洟はなをすすり上げながら今生の別れのように告げる彩遊を、千樹は牛ぎつ車しやに乗り込みながら、呆れてふり返ったものだ。

「お嫁よめに行くわけじゃないんですよ、先生。曉宮に仕えるだけですから、時折戻もどってきます」

　その時、そう答えた自分の間ま抜ぬけさに、歯がみしたくなる。

　そしてかつて貴族の屋敷に頻ひん繁ぱんに出入りしていた彩遊は、千樹よりもよく、貴族のやり口をわかっていたのだろう。ひどく心配げだった。

「そんな簡単にいくものかね。千樹。体には気をつけなさいね。ああ、そうだ」

　着ぶくれた袂たもとからくしゃくしゃの紙切れを一枚取りだし、彩遊はそれを千樹の手に握にぎらせた。

「これを持っておゆき。常宮には、わたしの兄あに弟で子しがお抱え絵師としてお仕えしているから。困った事があったら、ここに書いてある彼を訪ねなさいね。良い人だから、きっと力になってくれるよ」

　手て渡わたされた紙には、『賢けん夕ゆう』の文字が書かれていた。絵師の雅が号ごうだろう。

　彩遊は数歩後あと退ずさると顔を歪ゆがめ、抱えていたぷくの前足を握り、自分の手の代わりに振ってみせる。ぷくはひどく迷めい惑わくそうな顔で、長い尻尾しつぽがぴくんぴくんしていた。

　三日前から降り続き、やっと今朝方止やんだ雪は、彩遊の屋敷のみならず、上東国の都、永なが冶や全体を覆おおいつくしていた。雪に反射する陽光が眩まぶしく、目を開けていられないほどだった。

　冬に入り、雪が降り始めてから半月あまり。都人たちは雪かきに精を出し、せめて都大路だけは路面を雪の中から掘ほり起こし、人や荷の行き来を安全にしようと、けなげに努力していた。

　しかし三日前から続いた雪はもはや、それらの抵抗を許さないほどの量だった。都を貫つらぬく路みちは、どこもかしこも白一色。都大路の左右に軒のきを連ねる家々もまた、雪に押しつけられて、うずくまっている印象を受けた。その景色を左右に見ながら、千樹は常宮までやって来た。

　そして曉宮に到とう着ちやくするなり、刀火に言われたのだ。

「よく来た。おまえは今日、わたしの仮妻として宮入の儀ぎを済ませたことになっている。おまえは、わたしの仮妻になった」

　と。







　思い出すだけで喚わめき散らしたくなったが、左右に侍女たちがいるので堪こらえた。あまりにも理り不ふ尽じんで頭が沸ふつ騰とうしそうだが、だからといって千樹には、刀火の元を離はなれるという選せん択たく肢しはない。

　そんな選択肢があれば、そもそもここには来なかった。

　かつて成る絵をものした天才絵師、彩遊は、幼い千樹が犯おかした禁きん忌きによって視力を奪うばわれ、絵を描えがけなくなった。鬼おにを封ふうじるための桜の屛風絵を巡めぐる事件の中で、やっとそのことを思い出した千樹は、彩遊にそれを告げ、申し訳なさに頭こうべを垂れた。

　しかし彩遊は、取りあわなかった。『そんなことも、あったかな？』と笑って受け流し、そそくさと座を立ってしまったのだ。照れくさかったのか、あるいは千樹が自分のことを気に病やむのを望んでいないのか。どちらにしても、それは彩遊らしい優やさしさと、こだわりのなさ。

　だがその優しさも、千樹にとってはつらい。いっそ「おまえのやったことは、いくら謝ろうが贖しよく罪ざいをしようが、変わらないことなのだ」と言って、叱しつ責せきして欲しかった。罰ばつを受けたかった。だが彩遊はけして、そんなことはしないのだ。

　彩遊がそんな態度だったから、結局千樹は、そのことについてはその後は触ふれなかった。

　──でも、だからといって、わたしが犯した禁忌の罪が消えたわけではない。わたしは、先生がかつて口にした望みのように、一いつ花かを成すために生きなくてはならない。

　視力を奪われた直後、血の涙なみだを流しながら、彩遊は千樹に告げたのだ。

『わたしのかわりに、一花を成しておくれ』

　と。それはあの瞬しゆん間かん、彩遊が思わず漏もらしてしまった、本音に違ちがいない。

　それが唯一、自分の犯した罪を償つぐなうためにすがれる言葉。償いというものが、ただの自己満足だったとしても、だ。

　千樹は成る絵を描けるようになった。描くことに没ぼつ頭とうし、丹たん念ねんに描けば、千樹の描く絵はほとんど成る。しかし彩遊の言う一花とは、単純に成る絵を描けるようになる、ということではあるまい。彩遊は、絵の魔ま力りよくを知り尽つくし操あやつる、稀き代たいの絵師になれと言っていたのだから。

　成った絵の魔力がどのように作用するのか、どんな種類のものがあるのか、どうやったら操れるのか、千樹は知らない。

　おそらくこの世の誰だれも知りはしないはず。いまだに誰も知り得ぬ事を知り、操ることが、彩遊の言った『一花を成す』ということになるのだろうと思う。

　一花を成すために、様々なものをその目で見て、描く。

　魔ま王おうの種を宿す刀火の側そばにいることで、市し井せいでぬくぬくと過ごしていたのでは見られないものを、見られるはず。それを期待して刀火に仕えると決心をしてここに来たのだから、いくら刀火のやり口に腹が立とうが、彩遊の屋敷に逃にげ帰ることだけはしないと心に決めていた。

　さしあたり、支し度たくとやらを終えて、仮妻云うん々ぬんの件を刀火に問い質ただすのが最優先だ。

　なにが始まるのかわからないままに、侍じ女じよたちに連行されて東の対屋に到着すると、

「失礼いたします」

　と言われ、水すい干かんの胸むね飾かざりの紐ひもを解ほどかれた。さすがに飛び退のいて悲鳴をあげる。

「なにをなさるんですか!?」

「お召めし替かえにございます。七なな夜やの初はつ夜やでございます」

「七夜？」

　目を瞬またたくと、年配の侍女は二人ながら驚おどろいたような顔をしたが、すぐに顔を見合わせ、仕方ないというような、どこか砕くだけた優しい笑え顔がおになった。その笑顔には、幼い頃ころ見知っていた侍女たちにはない慈じ愛あいがあったので意外な感じがする。

「姫ひめ様。姫様が十の年に、上かみ北のほく国こくは滅ほろびたとお聞きしています。ですから常宮内の、大人の常識を御ご存ぞん知じなくても当然ですね。七夜は、新しく宮入された仮妻の姫様が、七日間、欠かさず毎夜、上主様……このたびは曉宮様ですが。その宮様の元へ、侍はべることですよ。初夜、二ふた夜や、三み夜やと続き、七夜まで。一夜ごとにお召し物も決められており、毎夜違います。今夜は初夜ですから、白の薄うす衣ぎを肌はだに直接身につけて頂きます。その上から、こちらの白の袿うちきを二枚重ねます。そして髪かみには、赤い花。この季節には椿つばきです」

　一人の侍女が説明している間に、もう一人が、千樹が身につける衣装を目の前に広げる。

　蠟ろう燭そくの薄明かりの中、目の前に広げられた薄衣の絹は、蜘く蛛もの糸を織り込んだような滑なめらかな光こう沢たくで、しかも手にする侍女の指の形が透すけて見えるほどに薄い。白の袿は、一枚は純白の絹。そしてもう一枚は、白地に白糸で、複雑繊せん細さいな草模様が刺し繡しゆうされた袿。白一色ながら、蠟燭の明かりを受けると、草の可か憐れんな模様が浮うき出る、上品で凝こった仕立て。

「綺き麗れい……」

　思わず呟つぶやくと、侍女たちはにっこりした。

「さあ、お召し替えを」

　年配者らしい迫はく力りよくはあるが、それでも親切で優しい侍女たちは、てきぱきと千樹を着き替がえさせてくれた。七夜を過ごすというのは結局、夫と妻の契ちぎりをかわすということで、先刻から刀火や侍女たちが『支度』と言っていたのは、そのための支度なのだ。

　幼い頃の記き憶おくを辿たどってみると、上主や曉宮の仮妻になった女は、儀ぎ式しきめいた夜を重ねて正式に仮妻になっていたことを思い出す。そして仮妻になった女は、基本的にその夫である人の住まう宮から、外に出ることはない。籠かごの鳥になる。

　──姉ねえ様さまが、そうだったみたいに。

　ときおり常宮内の決められた場所を散歩する程度で、ほとんど外に出してもらえない窮きゆう屈くつな生活。もし千樹が七夜を受け入れてしまえば、彼女もまた、同じように曉宮からは自由に出られない立場になってしまう。

　刀火の仮妻になるという屈くつ辱じよく以上のものがあることに気がつき、蒼そう白はくになる。とんでもないことになった。

　しかしここで拒きよ否ひしてしまうのも、まずいだろう。

　刀火が考えがあってこのようなお膳ぜん立だてをしたのだとしたら、ここで千樹が騒さわぎ立てて拒否すれば、彼の近くにいられなくなる可能性もある。

　刀火のことだ。支度をして帰らなければ、理由さえ話してくれないかもしれない。とりあえずここは支度だけして刀火を納なつ得とくさせて、理由を聞き出す。それから仮妻になったのは間ま違ちがいでしたと訂てい正せいすることは、可能なのだろうか。

「あの、伺うかがいたいんですけれど。七夜を過ごしてから、やはり婚姻を止やめますというのは、可能ですか？」

「はっ!?」

　侍女たちが同時に、千樹を振ふり仰あおぐ。その仰ぎよう天てんした顔に圧あつ倒とうされ、たじろぐ。

「いえ、その。そのようなことは可能なのかと……ただの疑問で」

　しどろもどろに答えた様子を、侍女たちは、初夜が不安で緊きん張ちようしていると受け取ったらしく、「まあっ」と言って軽く笑った。

「曉宮様が仮妻を迎むかえられるのは、初めてのことなんですよ。お気楽に。お二人とも初めてなのですから」

　と、気持ちをほぐそうとするかのように言ってくれた。するともう一人の侍女が、帯を締しめながら相づちを打つ。

「そうですよ。十八歳まで仮妻を一人も持たないのは、本当に珍めずらしいのです。まあ、曉宮様は様々に変わっておいでですが、ただお世よ継つぎのことがあるので、皆みな、気を揉もみましたのよ」

　喋しやべりながらも、侍女たちの手て際ぎわのよさは変わらない。千樹は見る見る、初夜の姫ひめ君ぎみに仕立てられていく。

　袴はかまも単衣ひとえも身につけず、いきなり肌に薄衣を着る。薄衣には軽い絹の帯。純白の袿は腰こしの位置を細い銀糸の帯で留め裾すそを開く。さらに地模様が刺繡された白の袿はさらりと羽織り、さらにこちらも、裾は軽く開き後ろに流す。

　膝ひざから下は薄衣が見え、ほんのりと足の形が透けていた。清せい楚そでありながらも妖よう艶えんな衣装は、まさしく初夜の姫君だ。

「ええ、ここだけの話。曉宮様は男色ではないかとか、不能ではないかとか、様々な噂うわさまであって。でも姫様が宮入されて、皆が安あん堵どしておりますよ」

　ははっと、乾かわいた笑いで千樹は応こたえた。刀火が侍女たちの噂話の中で、様々に言われていることは愉ゆ快かいだが、それよりも肝かん心じんなことが聞きたい。

「それで、初夜を過ごした後でも、婚姻を止めることは可能なんですか？」

　問うと、侍女たちは首を捻ひねる。

「そうですねぇ、そのような前例はありませんけれど。理り屈くつからすれば、七夜が終わってはじめて正式な仮妻になるとされていますから、可能かもしれませんね。けれどそれも身分的に、姫様から申し出ることは不可能ですから、宮様が止めると仰おつしやれば、止めることになるかもしれませんね」

　要するに七夜は、お試ためし期間という扱あつかいなのだろう。お試しとはいえ、数日夜をともにして、男の方から放ほうり出すような無む慈じ悲ひな真ま似ねはしないはずだが、不可能ではない。

　逆に女の方から、お断りというのは、身分を考えれば絶対不可能。

　絶望的な展開を予想し、千樹は項うな垂だれた。あの意地悪男のことだ。婚姻を止めて欲しければ、ああしろこうしろと、またとんでもないことを要求するはず。

　自ら罠わなに飛びこんだ、兎うさぎの気分だ。

　──けれどどうして、今まで仮妻を持たなかったんだろう？

　年とし頃ごろになれば、周囲は矢の催さい促そくで仮妻を持てと言うだろうし、それは曉宮として義務の一つだ。義務と思えば刀火は、色事すらも淡たん々たんとこなしそうだ。それなのに、面めん倒どうな催促を受け続けながら頑かたくなに仮妻を持たなかったというのは、彼らしからぬ行動に思える。

　最後に、髪を丹たん念ねんにとかされ、椿を飾かざられた。

　妖艶な薄衣を裾に見せながらも、袿は純白で汚けがれなく、清楚な光沢。髪を飾る赤い花だけが唯ゆい一いつの色しき彩さい。その瑞みず々みずしい赤は愛らしく、初うぶな乙おと女めの恥はじらいと、ときめきのように花弁が揺ゆれる。

　支度が済むと、明かりを持って先を歩む侍女の背後に従い、渡わた殿どのを通り、寝しん殿でんへ戻もどった。

　降りしきる雪が風をともない吹ふきつけ、簀すの子この端はしをわずかに濡ぬらしている。その道すがら、侍女たちは作法を教えてくれた。

「良いですか、姫様。室の正面に来ましたら、お一人で中へお進みください。中の準備は整っておりますので、そのまま曉宮様の御ご前ぜんに行き、ひれ伏ふしお待ちください。そうすればあとは、宮様が良いようになさってくださいます」

「あなたたちは？」

「わたくしどもは姫様が中に入られましたら、蔀しとみを閉じて、宮からおいとましますわよ。本来ならば廂ひさしの間で控ひかえて、お二方のご様子がつつがないかを確かく認にんするのですけれど、曉宮様はそれを禁じられましたから。まあ、お気持ちはわかりますわよ。お邪じや魔まですもの」

　侍じ女じよたちはくすくすっと、顔を見合わせて意味深に笑った。彼女たちがなにを想像しているのかがうっすら理解出来て、千樹はさらに落ちこんだ。

　刀火の室の正面まで来ると、千樹は気き恥はずかしさと落ち込みから俯うつむいて立ち止まる。すると、ついてきた侍女たちも簀子で立ち止まり、その場にひれ伏す。

「姫様のお支し度たく整いましてございます」

　その後、侍女たちが無言の圧力で千樹の背中を押すので、仕方なく中に踏ふみこみ、刀火の前にひれ伏した。

「他ほかの者、下がれ」

　刀火が命じると、千樹の背後で蔀が閉じられた音がした。

　雅近は何ど処こに行ったのか、姿が見えない。

　室の中は、ほんのりと暖かい。顔をあげて周囲を見回すと、部屋の隅すみに二つ火ひ桶おけがあるのが目に入る。中央には、向かいあわせで三つずつの膳ぜんも並べられ、几帳の向こう側に半分見えている寝しん所じよには、夜具が二つ並んでのべられている。そして室内に薫かおる香こうは、いつもよりも格段に甘ったるく、そわそわと気持ちをかき立てるような華はなやかさ。

　まさに婚姻の夜のしつらえに、顔が強こわばる。

　──いやだ、なんだろう。なんだかどきどきする。わたしのことをゲテモノ扱いしてるこの人と、なにも起こるわけはないのに。

　いかにも秘ひめやかな何事かが始まりそうな雰ふん囲い気きを追い散らすように、千樹はなるたけ、いつもと変わらない調子で訊きく。

「火桶どうしたの？　わたしは、ありがたいけれど」

　身を律するために、刀火は火桶など使わないのが常。

　しかし質問された刀火は、先刻と変わりなく几き帳ちようの側そばにゆったりと座っていたが、すこし意外そうな顔をして千樹の姿をまじまじと見つめている。返事をする気配がない。

「なに？　どうしたの。なにかご不満でも？」

「この花……」

　つと刀火が手を伸のばし、千樹の髪かみにある赤い椿つばきの花弁に触ふれた。

「ひゃっ！」

　思わず妙みような声が出て、身をそらして刀火の指から逃のがれる。

「なな、なにをするのよ……」

　自分の鼓こ動どうが驚おどろくほど速いので、怒ど鳴なることも出来ずに、息も絶え絶えに抗こう議ぎする。刀火は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「その花が生花か作り物か、気になっただけだが？　初夜の装い。意外にも、おまえにふさわしいので、興味がわいた」

「それは……この衣装が似合ってるとか、そんな意味なの？」

「そうだが？　普ふ段だんの珍ちん種しゆぶりが噓うそのようだ。美しいとさえ思う」

　気負いなく答えるので、逆に千樹の方が赤面した。

　肌はだに直接身につけた薄うす衣ぎは、普段着ている綿の感かん触しよくと違ちがって、柔やわらかく優やさしく、全身を撫なでられているようで、今まで感じたことがないほどに気持ちがいい。刀火に見つめられると、その肌に身につけた薄衣の感触が、彼の視線そのもののような気がして落ち着かない。

　刀火の視線を気にし始めると、さらに鼓動が速まる。己おのれのおかしな変化に、いい加減腹が立ってくる。

　──この人相手にどきどきしているなんて、信じられない。なんで、どうして？　わたし体調が悪い？　なんにしても、この人相手にときめくのは屈くつ辱じよく。しっかりしろ、自分。

　俯きつつも、両頰ほおをぎゅっと力任せに引っ張って気合いを入れる。

「どうした？　百面相の練習か？」

「そんなわけないでしょう」

　両頰はひりひりしたが、その刺し激げきで妙な胸の高鳴りが治まったので、顔をあげた。

「あなたが妙なこと言うからでしょう。う……美しいとか。いつもおかしな顔だとか、珍ちん妙みようだとか言うくせに」

「いつもは紛まぎれもなく、おかしな顔だし、珍妙だ」

「悪かったわね！」

「喋しやべると台無しだが、今は綺き麗れいな姫ひめ君ぎみに見える。不思議だ」
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　喋ると台無しは、まるまるお返ししたい台詞せりふだが、もしやこれは褒ほめ言葉なのかもしれない。

　失礼な台詞に怒おこるべきなのか、失礼ながらも褒めてくれたことに礼を言うべきなのか。己の態度に迷い、千樹は顔をしかめる。とりあえずこの話題は避さけるべきだと判断し、千樹は火桶を指さした。

「ところで、答えてくれてないじゃない？　火桶どうしたの」

「仮妻は七夜、決まった衣装でやってくる。この寒空、その白の袿うちきの下は薄衣だろう。さすがに室内とは言え、火桶がないと風か邪ぜをひく」

「雅近様の姿がないけれど？」

「そわそわと目め障ざわりだから、帰らせた」

　いかにも嫌いやそうに答えた刀火は、雅近からよほど、早く帰りたいと訴うつたえかけられたに違いない。今夜の逢おう瀬せの相手は、かなりのお気に入りなのだろう。

「勧すすめられたとは言え帰宅するなんて、雅近様は、わたしとあなたが揉もめる心配はないと見て取ったのかしら？　こうやって支度もしてきたのだから、こんななりをしなきゃならない理由を聞かせて。なぜわたしは絵師ではなく、仮妻としてあなたの側に侍はべることになってるの？」

　本題に入ると、刀火は「ああ、そのことか」と、些さ細さいなことを思い出したように頷うなずく。

「正式に曉宮に仕える絵師として抱かかえるのは、わたしの一存では不可能だからだ。おまえを側に置くためには、仮妻にするのがもっとも楽で確実な方法だ」

　あっさりと告げられた事実に、目を丸くする。

「どういうこと？　あなたの宮に仕える絵師でしょう？　あなたが選べないの？」

「わたしの宮に仕える、わたしの絵師ではある。だがわたしの宮もわたしも、常宮の中に含ふくまれる存在。すなわち、父上主の支配する常宮という組織の中にある。曉宮に仕える絵師だとしても、常宮内にある限り、その絵師は祭さい司し寮りようの諸しよ事じ方がたに所属する常宮お抱え絵師の一人であり、常宮絵師として管理されねばならない。それをわたしが、曉宮で借り受けているという体てい裁さいになる。そうでなければならないのは、わかるだろう？」

　問われれば、気づかされ、理解出来る。

「あなたや他の御み子こや姫ひめ御み子こが、勝手気ままに絵師や楽師を雇やとってしまえば、常宮内の秩ちつ序じよと品位が乱される。そういうこと？」

　答えると、刀火は「お利口だな」と、小こ馬ば鹿かにするような褒め言葉をくれた。

　常宮の中に抱える絵師を、勝手気ままに選定出来ないのは道理。そんなことをすれば、得体のしれない「自じ称しよう絵師」や「自称楽師」がわんさかと増え、風紀が乱れる。常宮が整然と管理されており、政まつりごとの組織には規律がある限り、手順を踏む必要はある。

「しかも、仮妻にすると良い点がある。おまえを仮妻にしてしまえば、誰だれにも奪うばわれることはない。そもそも、この宮からは自由に出歩くこともままならない立場になるからだ」

　静かに、そしてどこか甘く刀火が囁ささやくように告げる。正式な仮妻となれば、外出もままならないのも、計算に入っているのが冷れい徹てつだ。

　出会ったときから、刀火は千樹を、役に立つ道具として扱あつかう。しかしそれを百も承知で、千樹もここにやってきた。

　千樹も、刀火の姿や身の回りで起こる出来事をこの目で見て、己の一花を成すために役立てようとしているのだ。お互たがい様だ。

「先の屛風びようぶ絵えの一件で、おまえの力に目をつけた輩やからは多いはず。幻げん繕ぜん御ご法ほうなどその最たる者で、おまえの力に興きよう味み津しん々しんだ。わたしとて、おまえの力には可能性を感じるし、使い方によっては役に立つだろうと思うから、おまえを召めした。そのおまえを、誰にも渡わたすつもりはない」

　まるで強ごう引いんな愛情表現にも聞こえるが、これは正しよう真しん正しよう銘めい、役に立つ武器を他人に手渡すまいとする、実利一いつ辺ぺん倒とうの台詞なのが罪作り。千樹はそれを理解しているのが、救い。

　──なるほど、さすが。利用するにしてもぬかりなく、といったところね。

　刀火の立場であれば、そう考えても当然だろう。しかし千樹は、単純に道具扱いされることを黙だまって受け入れられるほど、誇ほこりを失ってはいない。

「わたしは一花を成すために、様々なものをこの目で見て描えがくために、ここに来た。あなたがわたしを利用したいというなら、わたしもあなたを利用したいの。お互い様。だから逃にげ帰ることはしたくないけれど、形だけとはいえあなたの仮妻となるのも納なつ得とく出来ない。描くために、身売りをする気さえする。だからわたしは絵師として、正式に雇われたい。正式に雇われるためには、どうすればいいの？」

「身売りと言うか」

「違う？」

　挑いどむように、真っ直すぐ見つめる視線を受け止め、刀火はにやりと口元で笑う。獲え物ものを見つけてほくそ笑えむ、端たん麗れいな獣けもののようだ。

「おまえを正式に曉宮のお抱え絵師にするためには、まず、わたしから祭司寮に、曉宮に絵師を置きたい旨むねを告げる。わたしが、現在の常宮お抱えとなっている絵師では不満だと言うと、祭司寮の諸事方から、絵師を一人増やすという触れが出る。その触れに応じて名乗りをあげた絵師の中から、わたしと、主しゆ一いち位い絵え師しの二人の合意で絵師を決定する。二人の意見が一いつ致ちしない場合は、新しい絵師は選定されずに終わる」

「では、お願い。曉宮に絵師を置きたいけれど、現在の常宮お抱え絵師では不満があると、祭司寮に申し出て。そしたら、わたしは名乗りをあげる」

「おそらく、他ほかにも名乗りをあげる絵師は出るぞ？　そうなった場合、主一位絵師の判断は、わたしが操あやつれないものだ。わたしがおまえを選んだとしても、主一位絵師がおまえを選ばなければ、おまえは正式に常宮お抱え絵師にはなれない。そうなったら、どうする？」

「そうなったら観念して、形だけの、あなたの仮妻になるしかないでしょうけれど……」

　一いつ瞬しゆん、静せい寂じやくが落ちた。部屋の四よ隅すみに置かれた燭しよく台だいに燃える蠟ろう燭そくの炎ほのおが、じりじりと音をたてるのが耳につく。

「絶対に、あなたの仮妻なんかにならない。失敗することを考こう慮りよして挑もうなんて、思わない」

　睨ねめつけた刀火の影かげが、四方の床ゆかに折り重なるように落ちて、揺ゆれている。千樹の覚かく悟ごを、まるで面おも白しろがるようだ。暫しばらくして、静かに刀火は口を開く。

「強気なものだ。ならば明日の朝、祭司寮に申し出よう」

　その言葉が、信じられなかった。「えっ？」と目顔で問い返すと、彼は再び言った。

「明日朝、曉宮に絵師を抱えたいと祭司寮に申し出る。早ければ明日中には触ふれが出る。そうなればおまえは祭司寮に名乗り出ればいい。そして三日間の猶ゆう予よがあった後、四日後に、名乗り出た者が集められ、わたしと主一位絵師の判断を受けることになる。六夜の日だ」

　そこで刀火はちらりと笑う。

「もしおまえが六夜の日に、常宮お抱え絵師として認められれば、その時点で七夜は中止する。そして仮妻としてではなく、おまえを正式に絵師として雇う。それで文句はないな？」

「ええ……文句ない、それで」

　どうして彼は、千樹に、絵師として仕えるための機会を与あたえてくれる気になったのか。

　単純に、面白がっているだけなのか。しかし面白いというだけで、彼が、自分に不利益になる条件を吞のんでくれるとも思えない。これは、なんの気まぐれなのだろうか。

「ただ言っておく。おまえが他の絵師と競きそったとき、わたしが他の絵師の絵を気に入れば、わたしはその者を絵師として抱える。おまえは、興味深い成る絵を描えがきはするが、絵師として抱えられることはなく、形だけの仮妻としてわたしのものになる」

「それは、わたしへの嫌がらせで、他の絵師を選ぶ事もありうるって言いたいの？」

「わたしが曉宮の絵師として相応ふさわしいと思い、なおかつ、周囲からも認められる者でなければ、正式には抱えてやれないということ。わたしが公正な目で見て、おまえではなく他の者を選ぶ可能性もあると言っただけ」

「当然ね。あなたは、わたしのことを絵師としてではなく、便利な道具の一つと思ってるみたいだから。だから余計に、絵師だと認めさせたい。絵の魔ま力りよくに興味があるだけなんて、描く者としては不満だわ。魔力ではなく、絵そのものが気に入ったって言わせてみたい、あなたに」

　刀火が興味あるのは、あくまで成る絵の魔力。絵そのものの美しさや、魅み力りよくや、それを見つめて得られる心の高こう揚ようや安らぎなどを求めて、千樹を自分の側そばに置こうとしているわけではない。それは絵師としては、悔くやしい。

「意外だな。婚こん姻いんが、面白い催もよおしになりそうだ」

「婚姻も、あなたにとっては娯ご楽らくの一つなの？　わたしにとっては一大事なのに、面白がるなんてね。知ってたけど、あなたは、とんでもない悪人。たいした曉宮様だわ、まったく」

　刀火は唇くちびるの端はしを吊つり上げて笑う。それは貴人にあるまじき、悪あく辣らつな微び笑しよう。

「お褒ほめにあずかったか？」

　涼すずしい顔で立ちあがると、刀火が手をさしのべる。

「来い、夕ゆう餉げだ。朝までは長い、ゆっくりとくつろげ。わたしの姫ひめ君ぎみ」

　差し出された手を無視し、むっとしながら立ちあがり、千樹は膳ぜんに向かった。刀火はくすくすと面白そうに笑い続けている。

　夕餉の膳に向かってむっつりと座ったが、向かいあわせに座った刀火が、ふと眉まゆをひそめて天てん井じようを見あげる。つられてその視線を追うと、彼の目は天井の板目ではなく、さらにその上の、見えるはずのない雪の降りしきる闇やみ夜よを見つめているような気がした。

「どうしたの？」

　問うと、刀火は軽く首を振ふる。

「囁く声が、聞こえた気がした……。風の音かもしれない」

　いつのまにか雪も風も強まっているのだろう。雪で厚く覆おおわれた曉宮の屋根の周囲を、未練がましく巡めぐるように、甲かん高だかい葬そう送そうの笛の音のような風が渦うずを巻く。




　　　　○




　暗くら闇やみに吹ふきすさぶ雪せつ片ぺんは、その者の全身を襲おそった。手指も足先も、髪かみの根元さえも冷え切って、体の動きは鈍にぶい。だがその者は、杉すぎ木こ立だちの中の開けた場所に這はいつくばり、鈍い動きで、しかし必死に、降り積もった雪面を手て探さぐりしている。

「狂くるっている。馬ば鹿かげている」

　その者は己自身を罵ば倒とうするようにずっと呟つぶやき続けていたが、緩かん慢まんな動きは止まることがない。

　凍こごえた指先が、こつりと硬かたく滑なめらかな感かん触しよくに触れた途と端たん、その呟きが止まる。

　指に触れたのは塗ぬりの箱だ。それを手探りで確かめると、しゃにむに雪から掘ほり起こす。掘り起こされた黒い塗りの箱にしがみつき、それを封ふうじてある紐ひもを解ほどき蓋ふたを開く。

「ああ、あった」

　恍こう惚こつとしたような、吐と息いきが漏もれた。

　しばし呆ぼう然ぜんと雪の中に跪ひざまずき、開かれた箱を見おろしているうちに、雪がわずかに弱まってくる。強い風に押し流されるように厚い雪雲が切れ、一瞬だけ、月光が雪面を照らす。

　その時、月光をはじき返す刃やいばが閃ひらめく。

　呻うめき声が上がった。ぱたぱたと、真っ白い雪面に深しん紅くが落ちる。ぬめるような赤は雪に染しみこみ、鮮あざやかな跡あとを残す。

　鮮やかな色しき彩さいをかき消すように、再び雪を含ふくんだ風が強く吹き、月の表面は雲で覆われた。そしてまた、暗闇となる。







　二花　魔は再び目覚めしか




　夕餉が済むと、千樹は絵の道具を刀火の室に持って来たいと願い出た。

　だが初はつ夜やは、七なな夜やの内でも特別な夜だという。そこに絵の道具を持ち込むことは不可能だと断られた。その代わりに彼は、文ふみを書くために室に常備されている巻紙と筆を二本、そして硯すずりと墨すみを出してくれた。

　それさえあればとりあえず、墨の濃のう淡たんで絵が描ける。退たい屈くつしのぎになるし気が紛まぎれる。

　千樹はいそいそと墨をすり、巻紙を広げた。

　御み簾すを巻き上げた寝しん所じよの夜具の上に刀火は寝ねそべり、手て枕まくらをして千樹の様子を興味深そうに遠目に見ている。彼が自分の背後で悠ゆう然ぜんと静かにしていると、気高い猛もう獣じゆうを室の中に飼っているかのようだ。

　──なにを描えがこうかな。

　筆を手にして思い巡らす。気分がくさくさしているので、今日一番面白かったものを描こうと決意した。今日一番面白かったのは、彩遊に抱だかれた野の良ら猫ねこぷくの迷めい惑わくそうな様子だ。

　着ぶくれた彩遊の腕うでの中にいたぷくを、描き出す。ふわふわの三毛の毛並みに、胴どうと首と顔の区別がつかない、丸い体。不ふ機き嫌げんそうな目と口元。ぴくぴくしている、尻尾しつぽ。

　描きながら思いだし、ふふっと思わず笑ってしまう。

「成っているな」

　刀火がそう言ったので、千樹は良い気分の笑え顔がおのままで彼をふり返った。

「なに？　なにか言った」

「その猫ねこの絵は、成ってる」

　言われて自分の手元を見おろすと、巻紙の上、墨の濃淡のみで描いた猫の尻尾が、ぴくんぴくんと動いている。はっとして思わず身を引く。

　──成らせようとしたわけではないのに……。

　手て慰なぐさみに描いた絵が成ってしまった事実に、自分の描く力の危あやうさが垣かい間ま見みえた気がした。

　こんな自分では、気を抜ぬいてしまえば絵に魅み入いられかねないと悟さとり、ぞっとする。

　一花を成すためにとここにやって来たが、そもそも、絵の魔力を知り操あやつる前に、自分のこの危うさをなんとか律しなければならないのだろう。

「頼たのめるか？　千樹」

　と、刀火が訊きく。楽しい気分に水を差されてしまったので、不機嫌に問い返す。

「なにを？」

「鬼おにの右みぎ腕うで。覚えているか？　それを描け」

「なんでよりによって、そんな気味の悪いものを!?　嫌いやがらせ!?」

「あれのありかが、わからないからだ。おまえの絵が成るのであれば、今、鬼の腕が何をしているのか、その動きでわかるかもしれない」

　先の屛風びようぶ絵えの一件で、刀火は神話の鬼、春しゆん鬼きの右腕を斬きり落とし、それを箱に入れて封じた。その鬼の右腕は、屛風絵が封ふう印いんされるどさくさの中で何者かに盗ぬすみ出され、行方ゆくえが知れない。

「気になってるの？　あの、腕のこと」

　問うと、刀火の表情が曇くもる。

「あの状態では、たいした力がないのは確か。だがあれは鬼の腕。なにが起こっても不思議はない。行方がわかるのであれば、探っておきたい」

　積極的に描きたいものでもないが、確かに、探り出せる可能性はあるかもしれない。

　以前、刀火の絵を成らせたとき、その絵は現実の刀火と同じ動きをしたのだ。うまくすれば鬼の腕の動きから、所在を推測できるかもしれない。

　──なんて素す敵てきな初夜。初夜に鬼の腕ね。

　内心文句を言ってみるが、素す直なおに筆を手に取った。刀火の提案を、少なからず面おも白しろいと思っている自分がいる。

　深呼吸して、鬼の腕を思いだそうと試みる。あの時の鬼の声、斬り飛ばされて宙を舞まった白い右腕。対たい峙じしたときの、白い鬼の顔。あの白木の彫ちよう像ぞうのような鬼の、右腕。思い出そうとすると、あの時の恐きよう怖ふが蘇よみがえり、そして同時に、その恐怖の正体を自分の前に引き据すえて、紙の上に縛しばりつけたくなる、興奮に似た衝しよう動どうがある。戦いくさに向かう武辺の者が、ぎらぎらと目を底光りさせている、腹の中から湧わくような衝動は、これと近いかもしれない。

　鬼の腕を想像して昂たかぶるのは、真っ当ではないだろう。

　──気をつけないといけない。うっかり、絵に魅入られないように。どんな絵を描くときも、どんな罠わなや魔ま力りよくが、絵には潜ひそんでいるかわからないもの。

　筆を紙に滑すべらせた。

　腕は滑らかな曲線を描えがき、掌てのひらは男性らしく大きく、だが指は繊せん細さいで細い。鋭するどい刃は物もののような爪つめが指先に光る。一気に形を描き出し、墨をぼかして濃淡を加えた。その瞬しゆん間かん、びくんっと、絵の中の鬼の腕が痙けい攣れんするように動いた。思わず悲鳴をあげ身を引いた。あまりの勢いに体勢を崩くずし、背後に倒たおれそうになったが、その背を刀火が抱だき留とめた。

　いつの間にか刀火は寝所を出て、千樹の後ろにいたらしい。

　千樹の背を支えつつ、刀火は彼女の肩かたの上から巻紙を覗のぞきこむ。

「これは、なにをしている？」

　紙の上に描かれた鬼の右腕は、人差し指と親指で、何かを摘つまんでいるようだ。そして腕全体が、くねくねと微び妙みような動きを続けている。

「なんだろう。この動き方、知っているような」

　千樹の呟きと被かぶせるように、いきなり刀火が低く呻く。千樹の背を抱いていた腕に思いがけない強い力が加わり、びっくりしてふり返ると、刀火の瞳ひとみが鮮やかな緑色に変化していた。

　怯おびえる間もない。刀火は千樹を突つき放し、背後の床ゆかに手をついた。片手で顔を覆おおい、耐たえるように喉のどの奥で唸うなる。

　背筋を駆かけあがったのは恐怖だった。彼のただならぬ様は、以前、目にしたことがある。

　──魔ま王おうの種が!?

　鬼の出現する屛風絵は封印し、刀火の中に眠ねむる魔王の種を揺ゆり起こそうとする鬼は、もはやこちらに出てこられないはず。なのに、なぜ。

　なにをどうすればよいのか分からず、千樹は身を強こわばらせた。

　刀火が動いた。あっという間に千樹に飛びかかり、両りよう肩かたを強く摑つかむと背後に押し倒す。白の袿うちきを肩から引きずり落とし、真上からひたと千樹を見おろす。緑の瞳が千樹の引きつった顔を映していた。楽しむふうでもなく、無表情なのが尚なお恐おそろしい。

　──なぜ、こんな、いきなり！

　もがきながら、千樹は顔を左右に振ふり向けた。押し倒されたのは巻紙の上で、手の届くところに、硯と筆が転がっている。千樹の顔の真横で、鬼の腕がひくひくと、楽しげに踊おどっている。

　──まさか、これが原因!?

　刀火の手が首を締しめあげようとするかのように、千樹の肩から首の方へ向けて動いた。千樹は手をいっぱいに伸のばし硯を摑んだ。それを蠢うごめく鬼の腕の絵に向けてぶちまけ、そして、

「曉の！」

　悲鳴のような声で呼んだ。刀火の手が動きを止めた。千樹も、身動きどころか瞬まばたきもできず、覆い被さる刀火を見あげる。無表情な美しい目が、じっと千樹を見おろしていたが、その鮮やかな緑は徐じよ々じよに黒の色彩の中に沈しずんでいく。それにともない無表情だった刀火が、わずかに眉まゆをひそめる。そして深く息を吐はくと、力ちから尽つきたように千樹の首筋に顔を埋うずめた。

　それきり動かない。

　首に刀火の吐と息いきが触ふれる。耳に聞こえるのは、全力で駆けた後のように激しい呼吸音。

「……正気に戻もどった？」

　恐おそる恐る問うと、かすれた声が返ってきた。

「今は、……そのようだ」

　安あん堵どのため、千樹も力が抜ける。

「鬼の腕を描いたから？　それを近くに感じてしまったから？　でも本物の鬼の腕が近くにあっても、以前は、あなたは平気だったのに」

「鬼の腕の力が強くなっている。おまえの描いた腕から、鬼そのものが生まれてくるようだった。気配が大きく、……生々しい」

「まさか、なんで」

「わからない。だが……早々に、鬼の腕のありかを見つけなければならないようだ」

　ゆっくりと上体を起こすと、刀火は乱れた髪かみをかきやりながら軽く息をつく。首に連なる珠たまが、澄すんだ音を立てて揺れる。

「無礼を働いた。しかも袿を汚よごしてしまった。それはわたしの仕し業わざだと、朝、侍じ女じよに伝えよう。そうすればおまえは、叱しかられずに済む」

　墨すみをぶちまけた紙の上には、千樹の髪に飾かざられていた椿つばきが、ぽつりと赤く落ちている。

「初夜に墨まみれになって、なにをしていたのか怪あやしまれるわね」

　あの侍女たちは、墨で汚れた袿から、あれこれとんでもないことを想像して言いふらして歩くかもしれない。なにしろ曉宮の刀火をつかまえて、男色だとか不能だとが、陰かげで囁ささやいているのだから。

　千樹もようやく体を起こし、純白の袿に散った墨を見おろして、仕方がないかとため息をつく。が、次の瞬間息が止まるかと思った。二枚重ねた袿は肩から引き下ろされていたので、肩から胸にかけてが丸見えになっていた。下に身につけているのが薄うす衣ぎなので、肌はだが透すけている。

　ばっと袿を肩まで引きあげ、胸を隠かくした。

「見た!?」

　刀火は立ちあがりながら、あっさり頷うなずく。

「見た。だが安心しろ、たいしたものではない」

「なんてこと！」

　千樹は恥はずかしさのために、その場に突っ伏ぷして再び動けなくなる。何をどう安心しろというのか、力ちから一いつ杯ぱい罵ののしりたかったが、顔をあげることすらできなかった。

　その夜は、刀火の視線を避さけるようにして夜具に潜もぐりこむと、彼に背を向け、頭まで夜具をひっかぶって、ふて寝ねした。







　翌朝、千樹を迎むかえに来た侍女たちは、彼女の姿に仰ぎよう天てんしたようだが、そこは長年常じよう宮ぐうに仕えた侍女らしく、平然とやり過ごし、千樹を東の対たい屋のやへ導いた。普ふ段だんの袿に着き替がえるように勧すすめられ、着替え終わると、朝あさ餉げの膳ぜんを置いて侍女たちは宮を出て行った。

　七夜の朝は、男女別々に朝餉をとり、昼間は双そう方ほう、寝て過ごすのが常らしい。

　東の対屋で一人もそもそと朝餉を食べていると、御み簾すを下ろしてある廂ひさしに、誰だれかが踏ふみこんできた。その気配の主が御簾の向こうから、さも面白そうな口調で言う。

「昨夜ゆうべは、曉宮様と奇き天て烈れつなお楽しみにいそしんだようで、お喜び申し上げるよ。千樹姫ひめ」

　軽い声は、高月雅近だ。

「この上なく面白がっていらっしゃいますよね、雅近様」

　怒いかりを抑おさえるのに、箸はしを持つ手が震ふるえる。

「侍女たちが、きゃあきゃあ大はしゃぎしながら、聞かせてくれたからな。曉宮様と千樹姫の初夜は、常人では想像もつかないようなお楽しみだったのではないかとね」

　許しもなく御簾を潜くぐって、軽けい薄はくな笑え顔がおと共に現れた雅近は、千樹の前に腰こしを下ろした。

「なんなんですか、想像もつかないようなお楽しみって。失礼な」

「あれこれ推測していたよ？　具体的に言うと、君と宮様は……」

「具体例は結構です！　そんなの聞いたら、本格的に立ち直れません！」

　ぴしゃりと断り、箸を置く。

「いったい何をしにいらしたんですか、雅近様。わたしをからかうなら、その前にあの人をからかってきてください。これであの人に関しての、男色と不能の噂うわさは消えるでしょうからね」

「そんな恐ろしいこと、できるわけないじゃない？　曉宮様が本気で怒おこったら、俺にだって参さんをけしかけるし。君をからかうのが、最も安全で楽しいんだ。まあ、そのためだけに来たわけじゃない。幻げん繕ぜん御ご法ほうがおみえになっているからね、呼びに来た。君にも会いたいそうだし」

「幻繕様が？　いきなり、なぜですか」

「昨夜の墨まみれの真相は、宮様から聞いたよ。幻繕御法は、宮様の周囲に呪じゆを張り巡めぐらしているからね、怪しげな気配を察したらしい。すぐに治まったから良かったものの、その真相を確かめに来たといったところだな。しかもなにやら今朝は、常宮内に異変があったとかで」

　雅近のふざけた目の色が、急に鋭するどく変化した。

　自ら呪のろいと呼ぶほどに、雅近は刀火の身を守ることが使命なのだと、魂たましいに刻み込まれてしまっている。彼は、ようやく屛風びようぶ絵えを封ふう印いんし、刀火の中にある魔王の種を封ふうじ込めたと安堵していたことだろう。だから息いき抜ぬきに、逢おう瀬せを楽しむ気分にもなっていたに違ちがいない。

　それなのに再び刀火の身に、魔王になるかもしれない予兆が現れたことに、焦あせりを感じないわけはない。

「君が見た感じは、どうだった。曉宮様のその時のご様子」

「わたしが鬼おにの腕うでの絵を描えがいたら、それに反応したようでした。瞳は鮮あざやかな緑。無表情で、気配は恐ろしかったです。鬼の声を聞いた時と、よく似ていました。間ま違ちがいなく鬼の影えい響きようがあると思われます」

「だがあの腕には、なんの力もなかったはずだろう」

「力が強くなっていると、あの人自身が言ってました」

「曉宮様の異変の原因が鬼の腕であるとしたら、厄やつ介かいだ。腕そのものが発見されていないし、なぜ急に力が強くなったかもわからない。面めん倒どうなことになれば、幻繕御法はなにを考えるか、それも気がかりだな」

　刀火の身内に魔ま王おうの種が封じられているからこそ、彼は曉宮でいられるし、命も長らえているのだ。もしその封じ込めが不安定で、彼に怪しげな予兆があるとわかれば、どうなるか。

　曉宮の地位を狙ねらっている二に之の御み子この綾あや峰みねは騒さわぎ出すだろうし、上主さえも、刀火の処しよ遇ぐうについて再び考え直すかもしれない。

　刀火の異変が、簡単に御せるものであれば問題ない。だが、もしその異変が御しきれない場合は、また幻繕は刀火に刃やいばを向けかねない。幻繕は、その見み極きわめのために来たのだろうか。

　立ちあがりつつ、雅近が軽く舌打ちした。

「昨夜、ここに泊とまればよかったな。俺がいないところで、異変が起こるとは」

　そして御簾をまくり上げて出て行きざま、足を止めふり返った。

「千樹姫。わかっているよな。昨夜の曉宮様の異変は、他言無用だ」

　雅近は、黒くろ鞘ざやの太た刀ちの柄つかに触れる。言外に、喋しやべれば斬きると言いたげな視線に、千樹は頷く。

　千樹とて、刀火の立場や生命が、再び危険にさらされることを望んではいない。彼の姿は、まだ描き足りない。

　無言のうちに二人、互たがいの意思を確かく認にんし合って目線をかわすと雅近は去った。

　千樹も立ちあがり、いつも身につけている水干に着替えた。袿うちきですごしてもいいのだろうが、ここ五、六年、水干で通しているので、こちらのほうが格段に肌に馴な染じむ。

　刀火の室に踏みこむと、面おも白しろいことを探し歩いているような目をした、黒衣の老人がいた。首には幾いく重えもの珠たま飾かざりをさげ、腰には黒鞘の太刀。刀火の師し匠しようであり、常宮内では上主にさえ対面出来る特別な地位にある法ほう術じゆつ士し、幻繕だった。

　刀火と向かいあわせに座った幻繕は、入室した千樹を、好こう々こう爺や然ぜんとした笑顔で迎える。

「おお、千樹姫。今、宮から、笑えぬ冗じよう談だんを聞いた所じゃ」

「冗談？」

　首を傾かしげながらも、雅近に誘ゆう導どうされるままに刀火の傍かたわらの円座わろうだに座った。すると隣となりの刀火が、

「わたしは本気だ、御法。十八で仮妻を持つというのは遅おそいくらいだろう？」

　と、真顔で答える。干ひ菓が子しを口に放ほうりこんだ幻繕の口が、への字になる。

「宮がその気になるのが、解げせんと言っておるのじゃ」

「失礼だぞ、御法。わたしの仮妻に。わたしが千樹を、仮妻にするのが解せないか？」

「ちょっと、それに関しては！」

　うまくすれば、七夜が終わらないうちに仮妻ではなくなるはず。それなのに、仮妻仮妻と呼ばれることに抗こう議ぎの声をあげようとした途と端たん、刀火の手が千樹の顎あごをがっつり摑つかんだ。

「どうした？　恥ずかしがることはない、千樹。わたしたちの秘ひめ事は、羞はじるものではない」

　息がかかるほど顔を寄せると、とろけそうに甘い声で囁く。だが顎を捉とらえた指の力は「とりあえず、黙だまってろ！」と言わんばかりの、優やさしさの欠片かけらもない、有う無むを言わせない強ごう引いんさ。

　──この大おお噓うそつき！

　幻繕は驚おどろきに目を見開いた後、一いつ瞬しゆん胡う散さん臭くさそうな顔をしたが、刀火が、

「御法にも、もう隠かくす必要はない。宮入の儀ぎは済ませた、おまえはわたしの妻だ」

　と、もっともらしく言う。それで幻繕は二人の様子を、本気で睦むつみ合っていると勘かん違ちがいしたらしい。何気なく視線をそらして咳せき払ばらいし、自分は見ていないという態度を取るので、声を荒あらげる気が起きなくなるほど恥ずかしい。

　雅近は、笑いだしそうに震える口元を、必死で引き締しめようとしている。

「桜の屛風絵の一件で共に過ごすうちに、成りゆきで千樹を妻にした。父上主の前でもそう言ったと思うが？　お忘れか御法。事実として仮妻にしたのだから、きちんとした形で仮妻として迎えた。そうだな、千樹」

　鋭い目配せには含ふくむところがある。幻繕に対してというより、全すべての人間に対して、刀火は千樹を仮妻として認識させたいらしい。千樹の力に興味を持って近寄ってくる者を牽けん制せいする意図があるのだろうが、千樹としては不本意このうえない。

　しかし昨夜、刀火が約束したとおり、もし千樹が常宮のお抱かかえ絵師と認められれば、この茶番もきっぱり否定出来る。それまでの我が慢まんだろうか。

　この状態から早く抜ぬけ出したくて、渋しぶ々しぶ頷うなずく。刀火は微笑し、顎を摑んでいた指を離はなすが、手を離しざま、なだめるように顎の下をするりと人差し指でくすぐった。その感かん触しよくがあまりにも気持ちよくて、背筋がぞくりとした。

　──なんたる余計な事を！

　悔くやしいが、耳が火ほ照てってしまったので俯うつむく。こうやって千樹が俯くことを計算に入れて触ふれたのならば、相当にたちが悪い。自分の振ふる舞まいや容姿が、他人にどんな影響を与あたえるかを熟知し、さらにそれを悪用することにためらいがない。

　赤面した千樹の様子を恥はじらいと取ったのか、幻繕は「おおっ！」と、心底驚いた声をあげる。穴があったら入りたいどころか、自分で穴を掘ほりたい。そして埋うまりたい。

「それで、初夜を終えたわたしと千樹の元に、のこのこ顔を出したのは、どういう用件だ？　御法。わたしは眠ねむい」

　と、さも意味ありげに千樹の髪かみを一ひと房ふさ手に取り、弄もてあそびながら言う。

　幻繕は刀火の態度には半信半疑、しかし千樹の反応がそれらしいので、判断に迷っているような顔をしていたが、気を取り直したらしく肩かたをすくめる。

「まあ、よいわ。宮の色いろ恋こいは、わしが気にかける範はん疇ちゆう外じゃて。わしが気にかけるのは、宮の中にあるものが、おとなしくしてくれているか否いなかだけじゃ。しかし昨夜、よからぬ気配を感じたぞ、宮。なにかあったかの？」

「盗ぬすみ出された鬼の片かた腕うでを、悪戯いたずら心で千樹に描かせた。それが成る絵であったためか、わたしの中の魔王の種が反応した。絵を消せば、治まったがな」

「あの腕にそのような力があるか？」

「なかったはずだ。だが、あれの力は強くなっている。理由はわからないがな」

「危あやういの、それは……」

　皺しわ深い額に、さらに深い皺を寄せて幻繕が呟つぶやく。

「力が強くなった理由がわからぬのが、さらに危うい。鬼の片腕、はやく見つけ出して封じなくてはならぬな」

　心配と警けい戒かいの入り交じった目で刀火を見やる幻繕を、横合いから雅近が、鋭い目で見つめていた。幻繕の出方を、用心深くうかがっている。しかし当人の刀火は微笑するのみ。

「そうだな。また御法に命を狙われるのは、鬱うつ陶とうしい。早々に探す手立てを考えるが、御法も力を貸せ」

「それはお貸ししますじゃて。わしとて宮を、殺したくてうずうずしておるわけではないからのぉ。と、言うことじゃから、そんな怖こわい顔をするでないぞ、太だ政じよう大だい臣じん殿どのの嫡ちやく子しよ」

　雅近に向かって幻繕はひらひらと手を振り、そして、

「しかし宮の異変、もしや昨夜ゆうべ、常宮で起こった異変と関かかわりがあるかもしれませんぞ」

　と、鋭い目の輝かがやきで言う。

「昨夜の常宮の異変とはなんですか？」

　千樹が思わず問い返すと、幻繕はうむと腕うで組ぐみした。

「今朝方、衛え士じ府ふの頭かみが、わしのところに相談に来た。奇き怪かいなものが常宮内で見つかったゆえ、これはいかなる凶きよう事じの前まえ触ぶれかと」

　常宮には、上主を頂点とした政まつりごとの組織がある。上主の直下に太政大臣。そしてその配下に同列に、左右の大臣。その左さ大だい臣じん配下に、衛え士じ府ふ、衛え門もん府ふの二に府ふ。右う大だい臣じん配下に、大おお内うち蔵くら寮りよう、地じ所しよ寮りようなどの八はち寮りようが存在する。

　左大臣配下の衛士府は、常宮と、都である永冶の警備と治安維い持じを司つかさどる。

　その衛士府頭が幻繕に知らせる凶事となると、盗みがあったとか、賊ぞくが侵しん入にゆうしたとか、そんな単純な事ではないだろう。

「衛士府頭がじきじきにとは、穏おだやかじゃないですねぇ」

　雅近の言葉に、幻繕は眉まゆ根ねを寄せる。

「今朝、祭さい司し寮りようの近くで、切り落とされた、肘ひじから先の右みぎ腕うでが見つかったからじゃ」

　右腕と聞いて千樹は真っ先に、鬼おにの片腕を連想した。刀火も雅近も同様に、鬼の腕を思い出したらしく、二人ながら表情が険しくなる。

　弄んでいた千樹の髪を放すと、刀火が低く問う。

「その腕、どこにある」

「衛士府に保管してあるそうじゃ。しかし腕を落とされるような凶事に出くわした者の報告がないので、その腕の持ち主がわからんという。このような異変が起こったのじゃ、衛士府頭は大おお慌あわてで、上主様をはじめ、曉宮様、御み子こ様方、姫ひめ御み子こ様方の安全を確認しておきたいと走り回っておる。衛士府頭が泡あわを食って上主様の元に来たところに、わしが居合わせてな、曉宮様の所へはわしが行くと買って出た。宮様の異変の原因は知らなんだが、右腕と聞いて、鬼の右腕を連想したからのう。宮様の異変の原因が鬼の右腕と関わりがあるのならば、これは放置しておけまいて。調べる必要がある」

　雅近が、嫌いやそうな顔をしながらも顎を撫なでる。

「腕を落とされた者は、名乗り出ていないわけか。となるとその腕、曉宮様が斬きり落として、盗まれた、鬼の腕である可能性は？　どうなんですか、御法」

「それを確かめるために、これからわしは衛士府へ行くのじゃ」

「わたしも、ともに行く。案内しろ御法」

　刀火が言うと、幻繕も頷うなずく。

「よいじゃろうて。府ふ内ないのこと故ゆえ、見苦しいじゃろうが、宮に最も関わりのあることじゃ」

　幻繕は先に立ち、簀すの子こを巡めぐって階きざはしから庭に降りていった。それに続いて刀火も立ちあがり歩き出しざま、思い出したように背後の千樹をふり返る。そして、

「そうだ。おまえの望みは、ひとつ叶かなえた。礼を言え」

　と、尊大な要求をする。千樹は呆あきれかえって、

「なにを叶えてくれたの？　あなたが親切でいたわりに満ちた人格になったようには、見えないけれど？」

「そちらの願いは、叶える用意がない。だが、祭司寮に使いをだして、絵師を抱えたい旨むねを伝えた。今度はおまえが祭司寮へ、名乗りをあげろ。常宮お抱え絵師となり、曉宮に仕えるのこそ我だとな。祭司寮の諸しよ事じ方がた、主しゆ一いち位い絵え師しに宛あてて、その旨を書いた文ふみを渡わたせば済む」

　昨夜約束してくれたことを、彼が早さつ速そく、本当に実行してくれたことに驚きつつも、

「あ、……ありがとう。名乗りをあげるわ」

　素す直なおに礼を言う。

「せいぜい、努力しろ」

　刀火は微笑を返したが、訝いぶかしげな声で雅近が割って入った。

「待ってください、曉宮様。今のは、なんのお話ですか？」

「祭司寮に、曉宮で絵師を抱えたいと申し出た。千樹が絵師として名乗りをあげる。お抱え絵師と認められれば、千樹との七夜は中止する」

「千樹姫ひめを絵師として？　なぜです。仮妻として曉宮にとどめ置いた方が、はるかに我々には都合が良いはずでは。なんの気まぐれですか、曉宮様」

　千樹を見やった雅近の視線は、冷れい徹てつそのもの。彼は表面の愛あい想そのよさとは裏腹に、冷れい酷こくな面がある。利用価値のある者は、閉じこめておけという無む慈じ悲ひさ。

「わたしは、姫ひめ君ぎみに身売りをさせる趣しゆ味みはない。ただ力およばなければ、その身を売ってもらう。それだけのこと。わたしが決めたことだ、口を出すな。行くぞ」

　うるさげに答えると、刀火は室を出て行った。雅近は舌打ちし、千樹に向かって顔をしかめる。余計な事をしてくれたな、という顔だったが、千樹はあっかんべを返した。







　去って行く二人の足音を聞きながら、千樹は独りごちた。

「意外ね……」

　刀火が、千樹に絵師として仕える機会を与えたのは、面おも白しろがっているのみならず、千樹の誇ほこりを、ある程度守ろうとしてくれたからなのだということが、今の言葉でわかった。

　そのことが意外だった。

　理り不ふ尽じんで横暴で尊大で、嫌いや味みで、意地悪で、噓うそつき。だが人間として大切なものは、安易に踏ふみにじろうとしないのかもしれない。ただ己おのれの矜きよう恃じを守れるほどの力が己になければ、それを踏みにじると宣言する程度に、冷静で冷徹でもある。

　──厳しいな。

　誇りを言うならば、それを守るほどの力を持てと言われている気がする。しかしその厳しさがあるからこそ、彼は魔ま王おうの種を抱かかえながらも、こうやって生きているのだろう。

　──応こたえよう。あの人がせっかく、わたしに機会を与あたえてくれたんだから。

　千樹は、我こそ曉宮の絵師なりと名乗りをあげるため、文をしたためた。その文は誰だれかに託たくして祭司寮に渡せば良いのだろうが、不幸にもこの宮には、侍じ女じよも従ず者さもいない。

　まだ七夜は終わっておらず、千樹は仮妻と呼ばれてはいるが、正式な仮妻ではないという宙ぶらりんの立場だ。しかし宙ぶらりんであるからこそ、勝手気ままもできるというものだ。

　懐ふところに文を入れると、自ら祭司寮に向かった。

　祭司寮がどこにあるのか見当もつかなかったので、曉宮の門を守っている衛え士じに聞くと、案内してくれた。彼らは、七夜の途と中ちゆうとは言え、仮妻（と、彼らは思っている）の千樹が侍女も連れず、一人で宮の外に出ることに驚おどろいたらしいが、曉宮の許しは得ているというと納なつ得とくしてくれた。

　曉宮は、他ほかの宮とは様々に有り様が違ちがっているために、衛士たちも例外的な物事に慣れがあるようだった。

　常宮の森もまた永なが冶やと同様、雪に覆おおわれていた。常宮と外の世界を繫つなぐ御お渡わたり橋ばしや、宮や寮を行き来するための路みちは、雪が踏み固められて歩きやすくなっていた。坂道を上ると、立ちならぶ杉すぎの幹の合間から境さかい川がわが見下ろせる。川の両岸は雪に埋うめられ、川かわ幅はばが狭せまい。

　鼻の先に、ふわふわと雪せつ片ぺんが舞まい落ちる。

　──静かで、穏やか。

　歩き始めてすぐに雪ゆき沓ぐつの先は濡ぬれて冷たくなったが、さほど気にならない。

　幼い頃ころに見知っていた雪の世界は、冷たさと薄うす暗ぐらさばかりが印象に残っている。けれど上東国の雪景色は、穏やかな静けさと、白の美しさが際きわ立だつ。

　役所である祭司寮は、八つの建物が開けた場所に整然と並び、それが渡わた殿どので繫がれている。

　開けっぴろげな感じの造りは、常宮そのものが境川で守られているために、警備に念を入れる必要がないからだろう。

　祭司寮の取り次ぎに文を渡すと、曉宮に向かって引き返そうとした。

　しかし暫しばらく歩いていると、不安になって立ち止まり周囲を見回す。

　常宮は巨きよ大だいな杉の森の中に、宮や寮が点在し、いくつもの道がうねうねと交差している。森の中であるから見通しが悪いうえ、目印も少ない。しかも今は雪に覆われているので、景色は全すべてが白くのっぺりとしていて、特とく徴ちようがない。

「しまった……迷ったかも……」

　曉宮の衛士を、先に帰してしまったことを後こう悔かいした。引き返すだけだからと高をくくっていたが、逆方向から歩くのでは、景色もまた違って見えるらしく、いつの間にか迷っていた。

　どうしたものかと、考え込んでいると、

「おい、おいっ！　おまえ！」

　背後から大声で呼ばれた。ふり返ると、見覚えのない少年がこちらに向かって駆かけてくる。

　年とし頃ごろは、千樹と同じくらい。細身で中背。黒目がちな綺き麗れいな目をしていたが、それがきゅっと吊つり上がっているので、どことなく若々しい野の狐ぎつねのような雰ふん囲い気きだった。青い直垂ひたたれが、清すが々すがしくてよく似合う。

　誰だろうかと首を傾かしげていると、彼は千樹の近くまで来ると、いきなり足を滑すべらせてばったりと顔面から雪の中に転んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　仰ぎよう天てんして駆け寄ると、彼はまさに俊しゆん敏びんな狐きつねのように跳はね起きて、ぱっと手を突つき出して千樹を押しとどめた。

「かまうな！　とりあえず、俺は転てん倒とうしていない！」

「え、でも……」

　彼は立派に転倒した。睫まつげと髪かみの毛、直垂には雪の結けつ晶しようが張りついてきらきらしている。あっぱれなほどの強がりに目を瞬またたいていると、いきなり彼は偉えらそうに腕うで組ぐみして千樹を睨にらみつけた。

「おまえ、さっき祭司寮諸事方、主一位絵師宛てに、文を託した者だな？　あれは曉宮様が絵師を抱える選定に、己が相応ふさわしいと名乗り出る文。そうだな？」

「そうだけど」

「あれは何ど処この絵師からの文だ」

「わたしよ。わたしが名乗り出たの。ところで、あなた何処のどなた？」

「おまえなのか!?」

　相手は驚いたらしく、まじまじと千樹の身なりを上から下まで見やると、肩かたをすくめ、ふっと余よ裕ゆうの笑えみを漏もらす。

「勝ったな、俺の方がいい男だ」

「あの……いきなり本気で失礼なんだけれど？　もしやわたしのことが男に見えてる？」

　くるりと、狐目が驚いたように動く。

「おかまじゃないのか!?」

「…………どうしよう……名前も知らない相手なのに、ひっぱたきたい……」

　呻うめくと、彼は千樹の顔を覗のぞきこみ、うむと、納得しかねるような顔ながら、頷うなずく。

「女、か。まあ、そうかもな。水干なんか着て、妙みようになよなよしてるからてっきり」

「二柱の大だい祖そ神しん様。名前も知らない相手を、蹴けり倒たおして踏みつけるのは、罪でしょうか……。このまま続いたら、ちょっと我が慢まんする自信がありません」

　口の中で呪のろいの言葉を呟つぶやいてみたが、相手は千樹の様子などまったく頓とん着ちやくしていないようで、ふんと鼻を鳴らすと、傲ごう然ぜんと言い放つ。

「まあ、いい。よし、女。おまえの名前は？　俺は純じゆん鉄てつだ」

「純鉄。よくよく覚えておくわ。こんなに頭にきたのは、あの人との初対面以来よ。わたしは千樹。なんなの、あなた、誰なの」

「俺は祭司寮諸事方絵師主一位である、賢けん夕ゆう先生の一番弟で子しだ。先生のお供で、祭司寮への出入りも許されている。俺もおまえと同じく、曉宮様が抱えられる絵師となるべく、名乗りをあげたんだ。まあ、競きそうべき相手だからな。とりあえず挨あい拶さつしておく」

「あ、そうなんだ」

　答えた声に、がっかり感が滲にじんでしまう。

　競う相手が出現するのは当然だが、どうせならば、刀火の意地悪さが知れ渡わたっていて、誰も名乗りをあげずに、競わずして千樹がお抱え絵師となれるのが最も理想だった。だが、そう旨うまくもいかないだろう。

　目の前の野狐のような少年は、常宮お抱え絵師の中でも主一位の、賢夕と呼ばれる絵師の弟子。ともなれば、それなりに腕うでは立つはずだ。しかも弟子が参加するとなれば、賢夕とやらも、弟子に甘くなるのではないか。

　競う相手としては、まずいな、という気がした。

　──でも賢夕って、どこかで。

　自分の記き憶おくをひっくり返してみて、思い当たるものがあった。

「あ、もしかして。主一位絵師の賢夕先生って、彩遊先生の兄弟子の？」

　彩遊の名を出した瞬しゆん間かんだった、純鉄の表情が曇くもった。

「おまえ、彩遊の知り合いか？」

「知り合いも何も、彩遊先生はわたしの師し匠しようよ」

「なんだって……」

　声に滲むのは、嫌けん悪おだろうか。純鉄の表情が歪ゆがみ、そして千樹を見る目が先刻とは明らかに変わる。

「おまえ、彩遊の弟子か。半月前に桜の屛風びようぶ絵えを成る絵で封ふうじたという、あの女なのか？」

「そうだけど。それが、どうしたの」

「挨拶なんかするんじゃなかった。おまえなんかが、常宮お抱かかえ絵師として名乗りをあげる資格はない。取り下げろ」

　突とつ然ぜん吐はき捨てるように言うと、純鉄は、これ以上言うことはないとでもいうように、背を向けた。千樹はかっとして、その二の腕を摑つかんで引き留めた。

「待ちなさいよ！　どういうことなの、それ。喧けん嘩か売ってるの？」

「事実だ。邪じや道どうの絵師が、常宮のお抱え絵師となるなど、ありえない！」

　放たれた耳慣れない言葉に力が緩ゆるみ、純鉄に腕を振ふり払はらわれたのは、その言葉が、いかにも不ふ吉きつな響ひびきだったからだ。

「邪道の絵師？　なに、それ。誰のこと」

　純鉄は真っ直すぐ千樹を指さした。

「おまえたちのことだ。おまえと、その師匠、彩遊だ。おまえの師匠の彩遊は『邪道の天才』と呼ばれていたんだぞ」

「邪道？　あの温ぬるみきった桶おけの水みたいな、彩遊先生が？」

「彩遊は成る絵をものした。成る絵を描えがく絵師は、邪道の者。しかもおまえは自在に、成る絵を描くらしいじゃないか！　自在に魔ま力りよくを操あやつるのは魔ま物ものだ。人でありながら魔力を操る、魔物だ」
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　魔物の言葉に、ぎくりとした。

　一いつ瞬しゆん、彩遊の視力を奪うばった時の記憶が脳のう裏りをかすめる。あれは確かに、魔ま性しようの者が生み出した奇き怪かいで恐おそろしい光景と言われれば、そのとおりかもしれなかった。

「屛風絵を封じたって？　しかしそもそも、過去に成る絵をものした絵師があんな屛風絵を描かなければ、鬼き界かいと人界の境を壊こわすようなことはなかったんだぞ。成る絵を描いた絵師がいたからこそ、ああなった。正しよう真しん正しよう銘めいの邪道だろう。しかもそれを封じた？　鬼を封じ込めるとは、鬼を封じられるほどの、鬼と同様の魔力を扱あつかうということじゃないか！　法術にさえ、鬼を足止めする力はないのに！　成る絵をものする絵師は、魔物だ。違ちがうか!?」

　一気にぶちまけると、純鉄は千樹を睨めつけた。耳を伏ふせ牙きばを剝むき出し、こちらを警けい戒かいする野狐そのもの。嫌悪よりも、恐れの方が強く見て取れた。

　すこし雲が出てきた。雪がちらちら降り始める。

　ぶつけられた感情に呆ぼう然ぜんとしたが、彼の言葉が少しずつ胸に染しみこんでくると、頰ほおと鼻先に次々降りかかる雪の冷たさを感じた。そしてその冷たさが、胸に染みこんだものを際きわ立だたせ、千樹を冷静にさせる。

　──ああ、そうか。だからか。

　心の中、目をそらしていた真実が、あるべき場所に落ちた。それを射落としたのは、純鉄の言葉だ。

「違わないわね」

　諦あきらめたような苦く笑しようがもれると、その反応が意外だったのか、純鉄は不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「なんて言った？」

「あなたの言うことは違わないな、と言ったの」

「魔物と認めるのか？」

　わずかに怯おびえたように確かめる言葉に、千樹は頷く。

「違いますって、言えるだけの自信がないわ」

　落ち着いた目で答えると、純鉄の恐きよう怖ふと警戒の気配が揺ゆらぎ、徐じよ々じよにしぼんでくる。そして戸と惑まどったように目が泳ぐが、言葉だけは容よう赦しやなく続く。

「本物の絵師とは、常宮お抱え絵師主一位の、賢夕先生のようなお方なんだぞ。先生は正道の絵師だ。だからこそ常宮お抱え絵師なんだ。おまえたちのような邪道な者は、絵師ではない。俺は認めない。特におまえは邪道以下だ。魔物だ」

　言い張る言葉には、師匠への敬愛がある。わかりやすい奴やつだと思う。そんなふうに感情をすべて表してしまう、子供のような素す直なおさは嫌きらいではなかったが、突きつけられた言葉は、千樹の胸に食い込む。

「そうかもね。あなたの態度は腹が立つけれど、なんとなく自分自身にもやもやしていたものが、わかった気はするわ。そのことにはお礼を言う。ありがとう。でもね」

　千樹は軽く握にぎったげんこつで、とんと軽く、純鉄の肩かたを押しやった。精せい一いつ杯ぱいの意い趣しゆ返がえしだ。

「わたしは、邪道であれ魔物であれ、曉宮の絵師になるために、名乗りをあげる。悪いわね。そうでないと、わたしは籠かごの鳥になっちゃう。一花を成すためとはいえ、やっぱり籠の鳥は願い下げたいから。じゃあね」

　彼の横をすり抜ぬけ、歩き出す。

「おい！　おまえ。待てよ」

　呼び止める声が背中にあたるが、千樹はふり返らず足も止めず、片手だけをあげて、ひらひらと振って応こたえた。

　雪は徐々に激しくなっており、視界は良くない。

　──魔物。

　そうかもしれないという思いは、屛風絵の事件に関かかわる中で何度か、胸をよぎることがあった。刀火に共感し、彼を守りたいと思ったのも、結局は自分も彼と同じ魔物の一味だからだ。

　鬼界と人界の境を曖あい昧まいにしたり、それを封じたり。人ならざる力を、光の奔ほん流りゆうとして引き寄せてしまったり。それらは間ま違ちがいなく魔力で、それをやってしまった千樹は、魔物であると言われて当然だ。しかも自分は、「一花を成す」という言葉で、それを自在に操ろうと決意した。

　──そもそもわたしは、魔ま王おうの娘むすめじゃないか。

　幼い頃ころ、阿あ樹じゆとともに逃にげ惑まどった戦火の中で聞いた怨えん嗟さの声が蘇よみがえる。千樹も阿樹も、民衆と同じで魔王の存在に怯え続けていたと言ったところで、憎ぞう悪おをたぎらせた群衆には通じるはずがなかった。それは群れで襲おそってくる、感情という熱風からも感じ取れた。

　そして実際、自分の中には魔王となった父の血が流れているのだから、言い訳はできない。

　もしかすると、自らの中に流れる魔王の血が、己おのれを魔性へと導くのか。

　薄うす々うすわかっていたとしても、それを他人に、しかも同じ絵を描く者に指し摘てきされると、格段に衝しよう撃げきが違う。胸の中に重く、のしかかってくるような事実になる。

　激しい雪の中、目を細めながら進んでいく。道は定さだかではなかったが、だいたいの方向で見当をつけて歩いていた。しかし、

「なんだか……本格的に迷子になりそう」

　気弱に呟つぶやいたとき、路みちの脇わき、杉すぎの木立の合間にちらりと動くものが見えた。人ならば、曉宮への帰り道を聞けるかもしれない。そう思い立ち止まり、降りしきる雪の向こうを確かく認にんする。

　それは狩かり衣ぎぬを着た人物だった。その人は道から外れた杉の林の中で、膝ひざまで雪に埋うもれながら雪を両手で搔かき分け、必死に何かを探しているようだ。遠目でもわかる上等な狩衣を身につけた人間が、供の一人もなく、雪を掘ほり返す姿は異様だった。

　声をかけようかどうしようか迷っていると、肩が細い杉の枝に触ふれ、枝に積もった雪がドサリと落ちた。その音で、杉林の中にいる人は飛びあがらんばかりに驚おどろき、恐怖に近い表情でこちらをふり返った。ふり返った顔を認め、千樹は目を瞬またたく。

「綾峰様？」







　三花　雪中に落つる赤




　綾峰は「しまった」と言いたげな狼狽うろたえた表情になったが、すぐに躾しつけられた、しかし空々しい笑えみを唇くちびるに浮うかべる。

　甘やかで柔にゆう和わな、上品に整った目鼻立ち。彼は刀火と十五日しか生まれた日が違わない、異母弟である二に之の御み子こ、名を綾峰という。彼は刀火の存在を快く思っておらず、刀火を廃はい宮ぐうとし、自身が曉宮として立とうと画策している人物だ。

「これは千樹姫ひめ。伺うかがいましたよ。正式に、刀火様の仮妻として曉宮に入られると。おめでとうございます、歓かん迎げいいたしますよ」

　言いながら雪を踏ふみ分け、千樹の立つ路まであがってきた。平静を装ってはいるが、着付けは乱れ、腰こしから下と袖そでの半分は、雪で濡ぬれている。足に履はいているのも、底に鮫さめの革かわを張り、なめした革で踝くるぶし上までを覆おおう雪ゆき沓ぐつではなく、平素の革の沓くつだ。

「ひとかけらも、おめでたくはありません」

　不ふ機き嫌げんそのもので答えた千樹に、綾峰は小首を傾かしげる。

「もしやあなたは、刀火様の仮妻になったのがお嫌いやか？」

「ええ。正式には仮妻ではありません。七夜も終わっていませんから。仮妻にならずに済むように、努力はしていますが」

「ではあなたは、お嫌なのだな！　あなたは、刀火様のものにならない可能性もある」

　綾峰の声が弾はずむが、それはなにか、思わぬ拾いものをして興奮しているような喜びぶりで、そこまで彼が嬉うれしがるのが奇き妙みようだった。

「そんなに嬉しいですか？　ところで、なにをなさっておいででしたか？　こんなところで」

　いきなり千樹は斬きりこんだ。不意打ちで問うことで、相手の反応を確かめたかった。すると綾峰の表情が強こわばる。訊きかれたくなかったことなのだろう。

「この雪の中。二之御子様が従者一人、侍じ女じよ一人も連れず、何をしておいでなのですか？」

「わたしとて、常じよう宮ぐうの中であれば一人歩きするのですよ。刀火様も一人歩きはなさるでしょう」

「あの人は、常に雅近様しか連れ歩きませんから、あの人が一人歩きしていても驚きません。けれど綾峰様は、常に幾いく人にんもの従ず者さと侍女をお連れになっている。常つね日ひ頃ごろの有り様が違いすぎるのに、いきなりあの人と同じと仰おつしやられても不審なだけです」

　助けを求めるように、綾峰の視線は反射的に周囲に向かうが、今は、日常的に連れ歩いている者たちはおらず、助け船を出してくれる者がいない。すると傲ごう慢まんな感じの漂ただよう端たん整せいな面おも立だちが、ふと子供のような頼たよりなさに変わった。

「失礼いたします千樹姫、用を思い出しましたので」

　余よ裕ゆうのない態度でいきなり言うと、彼は身をひるがえした。

「綾峰様!?」

　声をかけるが、彼はふり返りもせずに早足で遠ざかっていく。あからさまに逃げ出した不審さに、千樹は眉まゆをひそめ、綾峰が雪を掘り返していた場所をふり返った。

　激しく降り出した雪のせいで、そこになにがあるのか判然としない。このまま雪が降り続けば、綾峰が何をしていたにしろ、痕こん跡せきは消えてしまうだろう。

　──一人で何を？　怪あやしすぎる。

　綾峰は刀火を廃宮にしようと画策しているのだ。その彼が何をしていたのか確認しようと思い、千樹は、綾峰が搔き分けた雪の痕跡を辿たどって杉林の中に入った。

　綾峰がいた辺りは、広こう範はん囲いに雪が掘り返されていた。道具を使わず手のみで掘り返していたらしく、掘られた穴はさほど深くない。両手で闇やみ雲くもに、周囲の雪を探さぐっていたのだろう。

「なにかを……探していた？」

　降りしきる雪の紗しや幕まくを通し、ゆっくりと周囲に視線を巡めぐらすと、白一色の中に、真っ赤な色しき彩さいが落ちていた。杉の巨きよ木ぼくの根元だ。

「……血」

　雪の中に染しみこんだそれは、黒っぽい赤。鮮あざやかさを保てているのは、雪の冷たさのせいか。それは間違いなく血で、しかも雪の中に深く染みこんでいるらしく、かなりの量だ。

　──これは、なんなの？

　立ち尽つくす千樹の両りよう肩かたが、背後から強い力で摑つかまれた。息を吞のんでふり返ると、目の前に緑を秘ひめた黒い瞳ひとみがあった。

「なにをしている？」

　呆あきれたように、刀火が訊く。

「あ……。あなたか。びっくりした」

　いつの間にか、雅近を従えた刀火が千樹の背後にいたのだ。彼らの気配に気づけなかったのは、血けつ痕こんに気を取られていたのと、降りしきる雪のせいだろう。

「驚くのはこちらだ。わたしの仮妻が、なぜこんな場所にいる」

「誰だれが仮妻!?」

　千樹は肩にかかった刀火の手を憤ふん然ぜんと振ふり払はらった。すると、

「君だよ、君。そういうことにしておけば？　楽ちんだよ」

　と、刀火の背後に立つ雅近が、さも嬉しそうに千樹を指さす。

「なにがどう楽ちんなのか、とっくり伺いたいです。どうでもいいですけれど、二人ともなんでこんなところにいるんですか？　わたしは祭さい司し寮りようから帰るところなんです」

「祭司寮から？　曉宮に帰るつもりならば、方向逆だけど？」

　雅近が首を傾げるので、自分の方向感覚の悪さに赤面した。

「ちょっと、迷って……」

「大だい迷めい走そうだな。挙げ句の果てに路を外れ、木立の中か」

　憎にくらしい刀火の言葉に、千樹はそっぽを向く。

「迷走は認めるけれど、道を外れたのは別の理由よ。綾峰様がここに入り込んで、一人で雪を搔き分けてなにか探してる様子だったの。わたしの顔を見たら、気まずそうに逃げ出しちゃったから、なにをしていたのか気になって見に来たのよ」

「羽虫が？　一人でか？」

　刀火は弟御子の綾峰を、羽虫と呼ぶ。由来は、うるさいからなのだそうだ。

「そうよ。あなたこそ、なんでこんなところにいるの。幻繕法ほう術じゆつ士しはどうなさったのよ？」

「御法は衛え士じ府ふに残って、右みぎ腕うでを検分している。特になにが出る気配もないが、法術で探っている。わたしの方は、右腕が見つかった場所を確かく認にんするために来た。その場所で、なにか手がかりを拾えないものかとな。現場は、あそこか」

　千樹の背後に目線をやり、刀火は杉の根元にある血痕を見ているらしい。

　雅近は刀火と千樹の脇を抜ぬけ、雪を踏み固めながら躊躇ためらいなく血痕に近づく。膝をつくと、周囲の雪の様子を眺ながめる。

「間ま違ちがいなさそうですね。雪が乱れて、踏み固められた上に新雪が載のってる。昨夜ゆうべここでなにかがあって、誰かが腕うでを落とされたのでしょうね」

「おそらくな」

　雅近の言葉に頷うなずく刀火を、千樹は見あげる。

「誰かが腕を落とされたって事は、見つかった右腕は鬼おにの腕じゃないの？」

「人間の右腕だった。だが、不ふ審しんではある」

　答えながら刀火は千樹の脇わきを抜け、雅近の隣となりに膝ひざをつく。千樹は血痕をなるたけ視界に入れないようにしながら、二人の様子に目をやる。大量の血痕は、気持ちのよいものではない。

「何が不審なの？」

「腕を落とされるような凶きよう事じにあったと名乗り出る者が、いないからだ。誰かが凶事に見み舞まわれたとしても、なぜその被ひ害がい者しやがいない？　ならばあの右腕は誰のものか、それを確かめようとして幻繕御法も、衛士府で呪じゆを使っている。わたしも、ここでなにかを拾えればよいが」

　刀火は首に連なる珠たま飾かざりを引き抜き、両手に絡からめると息を整えた。そして口の中で鋭するどく「集しゆう・現げん」と呟つぶやく。するとざわっと、血痕の周囲に積もる新雪と降りしきる雪が、雪面から風が吹ふきあがってきたかのように舞まった。膝をつく刀火と雅近の髪かみも、あおられて踊おどる。

　舞いあがった雪が地じ吹雪ふぶきのような音を奏かなで、その音に混じるように、一いつ瞬しゆんだけ声が聞こえた。

『描えがく魔ま力りよく……予言……』

　しかしそれは一瞬のこと。舞っていた雪がさっと地面に落ちるのと同時に、声も途と切ぎれた。

　一瞬聞こえた声は、かろうじて男の声だとわかったが、くぐもっていて、誰の声とは判別できなかった。しかし確かに聞こえたのは二つの単語だ。

　描く魔力。そして予言。

　刀火は深く息をつくと、珠飾りを鳴らして首に戻もどす。

「土ならばもうすこしはっきりしただろうが、雪面はよくない。残っているものが、ひどく脆ぜい弱じやくで曖あい昧まいだ……。ただ昨夜なにかが、ここではあった。それは間違いない」

　言いながら立ちあがると、刀火の視線は千樹を捉とらえていた。

「昨夜ここにいた者は、『描く魔力』と口にしている。そして『予言』ともな」

　見み据すえられた千樹の方は、なんとなく薄うす気き味み悪わるさに一歩足を引く。

「なんなの、それが？」

「二つの言葉の関連がわかるか？　絵師の間で囁ささやかれる噂うわさや、過去の事件や、掟おきてや言い伝え。そんなもののなかに、この言葉がないか？」

「わからない。彩遊先生はあまり、絵師の噂話とか、過去のあれこれや、掟や言い伝えなんかを、まめに教えてくれる人ではないから……」

　切り落とされた人の腕が落ちていた場所。その場所で囁かれた単語が、どことなく恐おそろしかった。なぜこんな凶事があった場所で、よりによって『描く魔力』という言葉が出てくるのか。

　そもそもなぜ、人の右腕などが切り落とされたのか？　腕を切られたのは、誰だ？　切ったのは誰か。

　そして最も気になるのは、いまだに行方ゆくえのわからない鬼の右腕だ。ここにあったという人の腕も、右腕。鬼のものと同じ右腕というのが、ひっかかる。果たして鬼の右腕は、この一件に関かかわりがあるのか？

　わからない事ばかりで、不安がざわざわと首筋を撫なでる。

「『描く魔力』と『予言』か。一度、祭司寮の絵師に、その二つの言葉の関連を聞くべきかもしれない」

　しばし沈ちん黙もくして考え込むふうだったが、刀火はすぐに唇くちびるに、面おも白しろがっているような冷たい微び笑しようを浮うかべる。相変わらず凶事や怪かい異いを目にしても、どこか楽しむ様子すらあるのが不敵だ。

　雅近も立ちあがり、肩かたをすくめる。

「まあ、ここで羽虫様が怪しい行動をしていたというし。毎度の事ながら、あの羽虫様が、なにか画策しておられるのですかね？」

「そうかもしれないし、違ちがうかもしれない。帰るぞ。おまえも一いつ緒しよに帰れ、千樹。その様子では、わたしとはぐれたら今夜いっぱい曉宮に戻れなくなるだろう」

　歩み出した刀火は、千樹の側そばをすり抜けざまに言う。

「仰おつしやるとおり……」

　反論の余地はなかった。悔くやしいことに。

「恋こいに迷ったのならば、俺が導いてあげるんだけどねぇ。どう？　いっそ俺の恋人になって、俺との逢おう瀬せを便利にするために、曉宮様の仮妻に納まるっていうのは理想的じゃないかな」

「どこをどう捻ひねったら、そんな破は滅めつ的に馬ば鹿か馬ば鹿かしい理論が出てくるんですか」

　雅近はとにかく、千樹を刀火の仮妻にして、曉宮に閉じこめてしまいたいらしい。それが手っ取り早くて、楽で、有益な方法だからだ。将来、上主とともに政まつりごとを進める男としては褒ほめられる資質かもしれないが、千樹にしてみればいい迷めい惑わく。

　鬱うつ陶とうしい背後の雅近の気配を蹴け散ちらすように、ずんずんと早足で刀火の背を追う。すると不意に、純鉄の口にした『魔ま物もの』という言葉が耳に蘇よみがえる。

　自分が魔物と呼ばれる生き物かもしれないと思うと、己おのれの皮ひ膚ふの下になにかが潜ひそんで蠢うごめいているような気がして、気味が悪い。その気味悪さを感じていると、先を歩く刀火の、迷いのなさそうな背中が信じられないほど強く見える。彼こそ、魔物そのものを抱かかえているというのに。

　──あの人はずっと、こんな気味悪さを己に感じ続けていてもいいはず。

　けれど彼はそんなそぶりを、けして見せることはない。意地が悪く噓うそつきで傲ごう慢まんで勝手な人だが、そのことだけは称しよう賛さんに値あたいする。

　だが、彼のことだ。もしかすると、あたりまえに感じるような気味の悪さなど、これっぽっちも感じないのかもしれない。

　──どちらなのか、知りたい。感じていないのか、それとも、感じていながらあんな風に振ふる舞っているのか。知りたい。







　日が傾かたむき、降りしきる雪も手伝って、すぐに周囲は暗くら闇やみになった。

　曉宮に帰ると、程ほどなく幻繕もやってきた。そして例の右腕を法術で探さぐったが、右腕そのものが、呪のろいの道具として機能しているわけではなく、純じゆん粋すいに、人間の腕というだけらしい。

　誰だれの腕なのかわからないのが気味悪い。だが、それが刀火に、なんらかの影えい響きようを及およぼすものではないと幻繕は結論づけ、新しん宮みやの、上主の元へと帰って行った。

　見つかった右腕に怪あやしげな仕し掛かけがないとわかった時点で、雅近は、落ち着かないそぶりを見せ始めていたが、幻繕が去るとそれが一層目立った。今夜も逢瀬の約束があるらしいと、言われなくともわかる。

　しかしそうやって、そわそわしながらも刀火の側を離はなれようとしないのは、主人の身を案じているからだった。しかし逆に、そわそわしながらつきまとわれる刀火の方がうんざりしたらしく、目め障ざわりだと言って雅近を追い返してしまった。雅近は「明け方には参ります」と約束し、後ろ髪がみを引かれる様子ながら、同時にうきうきしているという妙みような態度で帰宅した。

　そして昨夕と同様侍じ女じよが三人現れ、千樹を東の対たい屋のやへ連れて行き、着き替がえさせて飾かざり立てた。

　二夜の装いは、初はつ夜やと少し違う。

　肌はだに直接薄うす衣ぎを身につけるのは同じだか、薄衣の色はほんのりと薄い藍あい、そして袿うちきは、紅と浅せん紅こうの二枚になる。

　羽織る袿にのみ白糸で細かな刺し繡しゆうがある。施ほどこされた刺繡は、衣全体を覆おおう無数の小花。薄衣と併あわせると、霞かすみを纏まとった、柔やわらかな乙おと女めの頰ほおを想起させる清せい楚そな装い。

　髪には銀製の、小花を集めた繊せん細さいな細工の飾り物を、両耳の後ろから後頭部を覆うように、背に向けて垂らす。後ろ髪に銀の星の滴しずくが流れるように、きららかだ。

　刀火の待つ室に帰ると、昨夜ゆうべと同様の甘い香かおりの中に、刀火はゆったり待っている。

「今夜は、絵はなしにしろ」

　と、千樹の顔を見るなり釘くぎを刺さした。千樹も頷く。

「そうね、さすがに。魔物呼ばわりされた日は、筆を手にする気力もなくなるわね」

　刀火の斜ななめ向かい側にある円座わろうだに腰こしを下ろし、所在なく目を伏ふせ、板目を眺ながめる。

　今夜も、甘やかな香こうの薫りが強い。その中で彼の視線にさらされていると思うと、昨夜同様、妙に鼓こ動どうが速くなる。

　──ああ、まただ。また妙な気分。またこの人にときめいたりしたら、今度こそ自分の頭を疑うわ。別のことを考えないと、別のこと。

　すると昼間、彼に聞いてみたいと思ったことを思い出す。

「ねぇ。あなたに、訊ききたいことが」

　顔をあげると、思いがけず刀火と目が合う。彼は千樹の姿を、まじまじ見つめていたらしい。

　目が合ったのが気き恥はずかしく、それを振り払はらうように千樹はいつもどおり、突つっかかるように訊く。

「なに？　なにか言いたい？　昨日と同じ、似合ってる？　とか。まさかね」

「そうだな。そのまさかだ。似合っていると思っている。自分でも意外だ」

　最後の一言は余計だが、あまりに素す直なおに認めたので、訝いぶかしんで眉まゆをひそめるのだが、耳がちょっと熱くなった。

「昨夜一回なら、なにかの奇き跡せきかとも思うけれど、二日も続くと怪しいわ。まさか本気じゃないわよね。なんの策略があってそんな噓つくの？」

「おまえを褒めて得られるものは、まったくない。策を巡めぐらせる価値がないので、無む駄だな噓は言わない。わたしとて、美しいものは美しいと認める。珍ちん妙みようなものは、珍妙という」

「じゃあ普ふ段だんは心から珍妙だと思ってるわけ!?」

「当然だ。心から真実、珍妙だと思ってる」

「……殴なぐりたい」

「だから今も、心から美しいと思っている」

「……え……」

「今夜も美しい。それだけだが？」

　緑を秘ひめた瞳ひとみは、まっすぐに千樹を見つめている。その視線に耐たえられなくなって、恥はじらいに目をそらしたのは千樹の方だった。

　──そんな目をして、なんてこと言うの。

　どうしようもなく、耳が熱い。胸の鼓動も倍増しだ。

　こんな噓つき男の言葉などまともに取りあう方がどうかしていると思う。だが彼の態度や言葉に、いつもの策略や意地悪の香りを感じ取れない。巧こう妙みように噓を隠かくしているだけかもしれないのに、昨夜も、今夜も、彼の言葉を本気かもしれないと思ってしまう。

「おまえが恥じらう様を、初めて見た。そういえば、昨夜も最初だけは妙な態度だったな」

　いつの間にか、刀火が千樹の傍かたわらに膝ひざをついていた。顔をあげて間近で視線が絡からみ合うと、まるではじめて会った人のように、なんのこだわりもなく、刀火を見つめられた。

　──なぜだろう。なんだか気持ちが、変だ。

　長い睫まつげが頰に落とす影かげも、緑を秘めた瞳も、頰の線も滑なめらかな肌も、なにもかも端たん麗れいで、胸の底から、この姿を描えがいてみたいという衝しよう動どうが湧わく。思う存分、彼に触ふれるかのように描けば、どれほどの悦よろこびを得られるのか。彼の意地悪さや抜ぬけ目なさなど、すっぽりと頭の中から抜け落ちるほどに、描くことを想像すると純粋に興奮する。そしてそれ以上に、時折、彼が千樹の頰や髪かみに気まぐれに触れるように、今、触れて欲しいような気までする。

「恥じらうと、可愛かわいい」

　何気ない調子で刀火が口にしたので、千樹は顔から火が出そうだった。だが赤面しながらも、なぜか視線をそらすことが出来なかった。

「か、可愛いって……あなた、なにそれ」

「可愛がろうか？　抱だきしめて、触れて。そうすればもっと可愛らしい様子になるならばな……見てみたい」

「そ、それはちょっと」

「なぜ？」

　と不思議そうに問われても、なんだか頭の中が煮に溶とけたようになっていて、思考が言葉としてうまくまとまらない。問いかける彼の表情は、なぜ彼女が拒こばむのか理解出来ないと言いたげで、どこか純粋で、少年のようにすら見える。

　口を何度か開こうとするが、ぱくぱくと空気を吞のみこんだのみ。

「やはり、媚び薬やくは効くものなのか？」

　小首を傾かしげつつ、刀火はさらに問う。まるで珍めずらしい現象を観察するような目だ。

「……へ？」

　陶とう然ぜんとしていたので、刀火の言葉の意味がよく分からず、目を瞬しばたたく。

「昨夜も今日も、室に入ってすぐに態度が妙になる。昨夜、暫しばらくすれば平然としていたところを見ると、香をかいだ直後、短時間ならばかなりの効力があるようだ。この程度では、わたしには効かないが、当然、人によって効力が違ちがうというわけだな」
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「媚薬……。媚薬って……媚薬!?」

　仰ぎよう天てんして、恍こう惚こつ感かんが吹ふっ飛んだ。

「媚薬って何よ!?　まさかそんなものを、どこかに仕込んでいるの!?」

　あまりの驚おどろきに、思わず刀火の袖そでを引っ摑つかむが、刀火は平然と、千樹の横、二、三歩の距きよ離りの場所に鎮ちん座ざしている銀の香こう炉ろを指さす。

「七夜に焚たかれる香は、特別に調合された強い媚薬だ。昨夜もちゃんと、そこにあった」

　蝶ちようの模様が細工された銀の香炉からは、薄うすい煙けむりが立ちのぼっている。

「なんですって！」

　頭に血が上る。そのおかげで今までの妙な気分が綺き麗れいさっぱり消え去って、自分の有り様を冷静に理解する。妙にどぎまぎしたり、うっかり刀火の前で恥じらってしまったのが猛もう烈れつに恥ずかしいが、原因はこの媚薬だ。

「女に媚薬をかがせるなんて、なんてことするの、この悪党！」

　香炉から薫かおるものをなんとかしなければと、腹だたしさも手伝って、香炉に飛びつき、それを火ひ桶おけの中に投げつけようとした。しかし、

「千樹！」

　刀火は焦あせったように叫さけぶと、香炉を持って振ふりあげた千樹の右手首を握にぎった。

　もつれ合い体の均きん衡こうは崩くずれ、千樹の握っていた香炉の蓋ふたが飛び、千樹と刀火、二人の頭の上から香炉の細かな灰がわっと降ってきた。灰の中に混じる、真っ赤に燻くすぶる香の欠片かけらも降りかかってくるが、千樹を抱かかえ込んだ刀火の袖がその欠片を防いだ。刀火の袖がわずかに焦こげる。

　目つぶしもかくやという、もうもうたる細かな灰に咳せきこみながら、千樹は刀火に突き倒たおされるようにして床ゆかに転がった。刀火も千樹の上で、咳きこむ。

　灰が周囲の板目にうっすらと降り積もる頃ころに、やっと二人の咳せきも治まった。

「馬ば鹿か者め！　なんたる危ないことをする！　香炉の中で燻るものを浴びれば、肌が火ぶくれになる！　女の身で、馬鹿なことをするな！」

　咳が治まった途と端たんに、刀火が怒ど鳴なった。

「しかも七夜の香は、強い媚薬と言ったはず！　火桶に投じれば、一いつ瞬しゆんで大量の媚薬が燃える。香炉程度では効果がないわたしでも、獣けだものになるぞ！　おまえに何をしないとも限らない！」

　香炉の中に細かな灰がいっぱいに詰つめられていたのは、灰に香を混ぜて、一気に燃やすことなく、じりじりと燻るようにするためなのだろう。香炉の中が高温で、しかもそれをぶちまけてしまったら自分の身が危ないということをすっかり失念していた間ま抜ぬけさは反省すべきなのだろうが、自己反省よりも、媚薬をかがされていたという事実への怒いかりが勝っていた。

「あなたが、こんなもの置くから悪いんでしょう!?」

「よく聞け、珍ちん種しゆ！　七夜の香こうと言ったはず。これは七夜には必ず侍じ女じよの手で置かれるもので、わたしの意思ではない。そもそも嫌いやならば、香炉を簀すの子こに出せ！　火桶に投じるなどという野や蛮ばんな思考が、どこから生まれる！」

　怒鳴られて見おろされて、ぽかんとする。

　なるほど、と妙みように冷静に納なつ得とくしたのは、刀火が今まで見たこともないほど慌あわてているからだ。

　そのことに驚いたし、彼がこれほど慌てるのならば、やはり千樹の行こう為いは、かなり危なっかしかったということだろう。

　思い返せば刀火は「この程度では、わたしには効かないが」と言っていた。つまり自分に効かないから千樹も平気だと思っていたら、千樹が恥じらったりするものだから、内心驚いたのだろう。そもそも彼も仮妻を持つのは初なのだから、七夜も初だ。曉宮たる者、知識として様々に七夜のことは知っているだろうが、実際にやってみると驚きも発見もあるということ。

　しかし斬ざん首しゆになるかもしれない状じよう況きようですら一いつ片ぺんの動どう揺ようすら見せなかった彼が、七夜で動揺しているのが不思議この上ない。もしかすると彼は、過か酷こくな状況には慣れすぎる程慣れているのに、こんな、他愛たわいない珍ちん事じには不慣れなのか。

　──しかも、わたしを庇かばってくれたんじゃない？　これは。

　千樹が押し倒されている床の周囲には、灰に混じって、燃えさしの香の破片が散らばっている。よく見ると刀火の袖には、小さな焼け焦げがいくつかある。

「ごめんなさい。……ありがとう。……火傷やけどしてない？」

　ようやく冷静になり、自分の言うべき言葉を言えた。すると刀火もようやく深い息をつく。

「していない。袖で防いだからな。しかし袖は、このとおりだ」

　千樹から身を離はなし、刀火はその場に片かた膝ひざを立てて座ると、己おのれの片袖を広げてみせる。

「あの、あなた、妙な気分じゃない？」

　身を起こしつつ恐おそる恐る訊きくと、刀火は不ふ機き嫌げんそのものの表情をする。

「なにがだ？」

「この程度では媚薬が効かないと言っていたけど、本当に妙な気分じゃない？　ちょっと効いてたりするから、わたしが綺麗に見えたとかじゃない？　獣になったりしない？」

「……なにを気にするかと思えば。わずかな量では、特に変わった気分にはならないらしいから安心しろ。わたしは酒でも同様だ。ある程度までは、飲んでもまったくの素面しらふだが、一定量を超こえると、素面から途端に泥でい酔すいする。媚薬も似たようなものだろう」

「良かった……」

　脱だつ力りよく感で、その場にぺたりと座りこんでいる千樹を見やり、刀火がくっくっと、我が慢まん出来なくなったように笑い出す。

「二夜の姫ひめ君ぎみが灰まみれとは、散らかし魔まの面めん目もく躍やく如じよだ。わたしも、なんたる様だ」

　目を瞬き、千樹はその様をぽかんと見つめた。

　──笑ってる。

　馬鹿にするでもなくあざけるでもなく、ただ楽しくて笑っている。己の様が、愉ゆ快かいでたまらないらしい。いつもの刀火とは違う雰ふん囲い気きに戸と惑まどうが、嫌な気分ではない。

　いつも彼は、誰だれの前でも、冷静に冷れい徹てつに振る舞まっている。けれどこんなふうにも、笑える。

　万年雪に押しこめられて、凍こおった湖の氷の中に、思いがけずに美しい花が閉じこめられているのを見つけたような気がした。

　ひとしきり自分を面おも白しろがった後、刀火は灰の中から立ちあがり、千樹にも手をさしのべる。

「立てるか？　姫君？」

　つい手を取ってしまい、しまったと思った時には、引きあげて立たされていた。うっかり応じてしまったが、仕方がないので渋しぶ々しぶ礼を言った。

「ありがとう」

「誰かに魔ま物ものと呼ばれたか？」

　一瞬何のことかわからずきょとんとした。だがすぐに、自分が室に入ったときに「魔物呼ばわりされた」と口にしたことを思い出す。彼はそのことを訊いているのだ。

「呼ばれたわ。今日、祭司寮りように、曉宮の絵師になりたいと名乗りをあげる文ふみを持って行ったとき、同じように名乗りをあげるっていう、純鉄という絵師にね。成る絵をものするのは邪じや道どうの絵師で、特に自在に成る絵を描えがくわたしは、魔物だと」

「なるほど、絵師か」

　にやりと笑うと、刀火は千樹の手を放し、几き帳ちようの近くで狩かり衣ぎぬを脱ぬぎはじめた。灰まみれの衣ころもを着き替がえようとしているのだろうが、目のやり場に困って千樹は反対側を向く。

　衣きぬ擦ずれの音を背に聞きながら、訊いてみたかったことを訊く。

「あなたはどんな気持ちなの？　綾峰様に、魔物呼ばわりされたことがあるわよね」

「魔物呼ばわりなど、可愛かわいいものだ。わたしは昔、ある女に面と向かって『化け物』と言われたことがある」

「あなたに面と向かって？　勇気あるわね」

　曉宮に対して、化け物などと無礼千せん万ばんな言葉を吐はける人間が、いるのだろうか。

「わたしに向かって腐くされていると言ったおまえの方が、よほど勇ゆう敢かんだ。しかし魔物と呼ばれようが、化け物と呼ばれようが、わたしは、わたしだ」

「どんな気持ち？　そんな自分に、何を感じる？」

「特には、なにも」

　さらりと返った言葉。しかし、

　──噓うそだ。

　咄とつ嗟さに、心の中で反論していた。

　ついさっきまでならば、その言葉を信じたかもしれない。彼は生まれながらに心が凍っていて、あたりまえに人間が感じるだろうものを、あたりまえに感じないのだろう、と。

　だが刀火は、初めての七夜で思いがけない出来事に出会い、驚おどろき、慌てて、笑った。そんなふうにあたりまえの感情が、彼にもある。ただそれを己の意思で、深い場所に埋うめて氷づけにして、自らでさえも、そんなものがあるとは認めようとしないだけなのだ。

「生あい憎にく、姫君のための着替えは用意がない」

　ばさりと、頭の上に絹の狩衣が被かぶせられた。甘さの中に爽さわやかさのある香が焚たきしめられたそれは、刀火の衣。

「袿うちきを脱いで、それを身につけろ。灰まみれでは、身動きする度たびに灰が散る」

　ふり返ると、刀火は既すでに背を見せ、寝しん所じよの方へ向かっていた。

　──噓をつかないで。

　その背に向かって言いたかったが、なんとか口に出さずに済む。

　彼の口にする様々な噓は、千樹が、己の心を守るために自らの記き憶おくや描く情熱を封ふうじ込めていたことと似ている気がする。彼が噓をつくのは、彼自身の心を守るためだ。そんな気がする。そんな人に向かって、安易に、噓をつくなと言えない。

　彼が身につけた大噓は、彼自身を守るものだ。




　　　　○




　刀火は、夢を見ない。

　幼い頃ころは、記憶に残るような夢を見ていたが、法術士の修しゆ業ぎようをはじめてからは、眠ねむりは、意識を失って暗くら闇やみに落ちるだけの行為だった。幻繕に言わせれば、それは良い事なのだ。

　眠って無防備になる心に魔物が忍しのび込み、夢を見させる。法術士として精神を鍛きたえることによって、眠っている間でもそれらの怪あやしいものを寄せ付けなくなったのだと。

『魔ま王おう』

　真っ暗闇に響ひびく声に、刀火は眠りながらも驚いた。確かに自分は眠っているのに、真っ暗闇に声が聞こえる。幼い頃に知っていた、夢の感覚だ。これは夢だ。ただいかにも怪しげな夢だ。

　真っ暗闇の中に響く声が呼んでいるのは、刀火の中にある魔王の種だ。あたかもそれを目覚めさせようとするかのように、そそのかすように、甘く優やさしく、やわやわと水を与あたえて芽め吹ぶかせようとするかのように呼ぶ。

　──なぜ声が聞こえる？

　冷静に、刀火は怪しんだ。己の中にある魔王の種がいきなり目覚め、千樹に襲おそいかかったのは昨夜ゆうべだ。あの時は、成る絵で描かれた鬼おにの腕うでから、鬼そのものの気配が吹ふき出してきた。それをまともに食くらった瞬しゆん間かん、恍こう惚こつとなり、我を忘れた。

　──この声は、あの鬼の腕からか？

　囁ささやく声は、刀火の中にあるものを躍やく動どうさせるほどには、力がない。ただ夢の中に入り込んでくる程度には、力を増している。

『魔王』

　囁き声に、背筋が震ふるえる。怪しい指に肌はだを直接撫なでられる感かん触しよくがして、怖おぞ気けがたつのに、同時に甘かん美びでもある。

『魔王』

　──去れ！

　己の危あやうさを感じ、刀火は夢の中で鋭するどく命じると同時に、覚かく醒せいした。

　自分が横たわる夜具はいつもの柔やわらかな感触で暖かく、暗闇の向こう側から、さらさらと庭木の枝から雪が滑すべり落ちる音がする。隣となりからは健すこやかな、千樹の寝ね息いきが聞こえる。

　ため息をつき、安あん堵どした。隣に寝ている姫君がどれほどじゃじゃ馬で、生意気で、野や蛮ばんでも、彼女に襲いかかり、斬きり殺すような真ま似ねはしたくない。

　──早く、鬼の片腕を見つけなくてはならない。

　今はまだこの程度だが、少しずつ力が増しているのは確か。

　また己の身内にあるものと戦うことになるのかと、眉まゆをひそめる。しかしこれは慣れたこと。幻繕に、自分が抱かかえるものを知らされた時から、刀火は常に戦い抗あらがっている。

　ふと薫かおった、自分の髪かみに残っている媚び薬やくの香かおり。今夜の一件を思い出し、苦く笑しようする。

　千樹には利用価値があると思うから側そばに置こうと決意したが、彼女は刀火の日々を、いやでも乱してくれる。常に己おのれと戦い続ける刀火にとっては、千樹の存在は、ちょっとした余興になるとは思っていたが、実際は、刀火の予想を上回る珍ちん事じを引き起こしてくれている。

　灰まみれになったのもそうだし、また、彼女を絵師として正式に抱えるための手続きをとることになったのも、そうだ。

　絵師として雇やとわれたいと要求した千樹は、誇ほこり高い姫君らしい有り様だった。乗ってやるのも悪くないと思ったのは、面白い余興になるかもしれないという期待と、姫君の誇りを安易に踏ふみにじりたくなかったからだ。

　千樹は誇り高い。美しい絹を身に纏まとっているわけでもなく、仕草や身ごなしが姫君らしいわけでもない。だが今まで出会ったどんな姫君よりも、彼女は苛か烈れつなほどに己の矜きよう恃じを守ろうとする。住む場所も家族も、全すべてをなくした亡国の姫ひめには、誇りだけが唯ゆい一いつ、自分の手の中に残ったものだからかもしれない。

　吞のん気きに眠っている姫君は、身なり、思考、やることなすこと、姫君としてはかなり珍ちん妙みようだ。

　だがその珍種が昨夜と今夜、美しく見えたのはこの媚薬のせいだろうか。あの程度の量ではまったく効かないと思っていたが、わずかでも影えい響きようがあったのか。

　──影響があったにしろ、なかったにしろ、事実あの時の千樹は愛らしかった。

　自分が乱されるのは勘かん弁べんして欲しいが、千樹が恥はじらう様は悪くなかった。抱だきしめて可愛がりたいような、そんな気にさせられた。

「獣けだものになったりしない？」と、心配そうに問いかけてきた千樹も、普ふ段だんの強がりがなりをひそめていて、本心から不安げな顔をしていた。その様は、昔、曉宮に迷まよい込んできた仔こ猫ねこに似ていた。刀火はその仔猫が、可愛くて可愛くて、仕方がなかった。雅近に文句を言われながらも、その仔猫が大きくなって、ふらりと姿を消してしまうまで、ずっと夜具の中に入れて抱いて眠っていたのだ。その頼たよりない温ぬくもりが、愛いとしくて。




　　　　○




　彼は、震えていた。歓かん喜きにだった。

「ああ、なんと美しい」

　今まであったこだわりや、焦あせりや、自己嫌けん悪おからするすると解き放たれ、あこがれ続けた者に、自分が近づけるようだった。満ち足りていた。心の底から、満ち足りていた。

　蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺ゆれ、自らの影かげが壁かべに躍おどり、その影が蠟燭の揺らぎとは関係なく、奇き妙みように蠢うごめいているのにも気づかないほどに陶とう然ぜんとしていた。

「……魔王……魔王……魔王」

　うっとりとしながら、彼の口は呟つぶやいていた。しかし彼自身は、自分が『魔王』と口にしていることすら、自覚していなかった。別のもののように、口は勝手に動く。

「魔王」

　と、愛しい者を呼ぶように、唇くちびるが勝手に言葉を紡つむぐ。




　　　　○




　翌朝。

　刀火の狩かり衣ぎぬを身につけ、灰まみれになった袿を手にして侍じ女じよたちの前に現れた千樹を見ても、侍女たちは表面上は冷静に、澄すました表情でやり過ごしてくれた。そして千樹を常の袿に着き替がえさせると、彼女たちは宮の外へ、しずしずと出た。

　が、門から出た途と端たん、白しら板いた垣がきの向こうから悲鳴のような黄色い叫さけびがあがり、興奮してはしゃぎまわる甲かん高だかい喋しやべり声が、雪の上を渡わたってきた。

　千樹は脱だつ力りよくし、冷えた床ゆか板いたに両手をつく。

　初夜には、墨すみ。二夜には、灰。この二晩に、どんな変態行こう為いが行われたのかと、侍女たちは想像の翼つばさを思う存分に広げてくれるはず。刀火が変態呼ばわりされても痛くもかゆくもないが、屈くつ辱じよくなのは、その変態行為のお相手が千樹だと思われること。

　──わたしは、やってない！

　冤えん罪ざいで苦しむ人の気持ちが、痛いほどに分かる。声こわ高だかに否定したいが、否定すればするほど怪しげだ。しかし、

「曉宮様も、灰まみれの狩衣をお出しになったわよ！　しかもお袖そでは穴だらけ」

「七夜の香こうをお二人で浴びられたということ!?」

　白板垣の外で声高に立ち話している侍女たちの声が、嫌いやでも耳に入ってくる。

「まあ、なんてこと。そんなに興奮なさったのかしら」

「いやねぇ、興奮するために浴びるのじゃない！」

　限界だった。怪しかろうがなんだろうが、全力で否定したい。

　千樹は室を飛び出し、廂ひさしを抜ぬけて簀すの子こを走り、階きざはしを下りて雪ゆき沓ぐつに足を入れた。雪を蹴け散ちらす勢いで庭を横切り門に突とつ進しんしていると、その門の方から二人の人ひと影かげが入ってきた。その一方の人物を目にして、千樹の足は止まった。

「純鉄……。なぜ、ここに」

　若い野の狐ぎつねのように澄んだ目が、千樹の姿をとらえ、きゅっと吊つり上がる。

「おまえこそ、なんで曉宮に!?」

　声をあげると純鉄は、自分の先に立つ人の背中に向かって、吠ほえ立てるように訴うつたえた。

「賢夕先生！　こいつです。こいつが千樹という女です。昨日、文ふみをよこして、曉宮のお抱え絵師になりたいと名乗りをあげた」

「純鉄。黙だまりなさい。失礼だ」

　低く、錆さびを飲んだような声が、喚わめく声を遮さえぎった。静かに叱しつ責せきされ、純鉄は顔色を変える。

　純鉄を背後に従え、こちらを見み据すえるのは、濃こい茶ちやの狩衣を身につけた男。年の頃ころは、三十代半ばから後半といったところ。眉み間けんには、鋭い刃は物もので彫ほり込んだように深い皺しわが二本あり、不ふ機き嫌げんさの象しよう徴ちようのよう。目つきは鷹たかのように鋭く、用心深そうな光が宿る。

　純鉄の言葉から察するに、彼が、祭司寮りよう諸しよ事じ方がたの主しゆ一いち位い絵え師しである賢夕だろう。常宮で抱えられている絵師の中で、最も優すぐれていると認められている絵師ということだ。

　──そして彩遊先生の兄あに弟で子し。

　兄弟弟子であるにもかかわらず、賢夕と彩遊の雰ふん囲い気きはあまりにも違ちがう。

　彩遊の雰囲気は、おっとりとふわふわしていて、浮うき世よ離ばなれした絵師そのもの。

　賢夕は、厳しい修しゆ行ぎようを続けている流る浪ろうの武辺の者のよう。

「君が、昨日わたしに名乗りをあげる文をよこした、千樹か。彩遊の弟子とか？」

　問われれば、自然と頭をさげる必要を感じた。雪の上のこと、手をつくことはできないが、深く頭をさげる。

「はい。彩遊の弟子、千樹と申します。名乗りをあげました、曉宮の絵師になるために」

「君が彩遊の弟子、千樹か。噂うわさだけは耳にしている。先に、桜の屛風びようぶ絵えを封ふう印いんしたのは、君だと。しかし、なぜ君はここにいる？　彩遊の弟子であれば、彩遊の屋や敷しきにいてしかるべき。常宮内の噂に聞く、曉宮様が仮妻を置かれたという話が本当で、君がその仮妻であるならば、話は別なのだろうが？」

　仮妻と耳にした純鉄は、賢夕の背後で目を白黒させた後に、胡う散さん臭くさそうな顔になる。「あの麗うるわしい曉宮様が、こんな女を仮妻にするのか？」と、目が言っている。千樹もできるならば違うと否定したかったが、実際、七夜をはじめてしまっているのだから否定出来ない。

「それは、そのとおりです。今のところは、仮妻としてここに置かれています」

「しかし曉宮様の仮妻が、同時に絵師として抱えられるということは、身分に矛む盾じゆんが生まれる故ゆえに、不可能だ。君が名乗り出たこと、曉宮様は御ご存ぞん知じか？」

　淡たん々たんと、必要なことを確かく認にんする態度は威い厳げんに満ちている。さすがに常宮随ずい一いちの絵師。千樹は顔をあげた。

「御存知です」

「ならば、そのような矛盾をなぜ曉宮様はお許しになられた？」

「姫が絵師となれば、七夜は中断するつもりだからだ。結果、矛盾は生じない」

　不意に聞こえた刀火の声にふり向く。と、背後にあった正せい宮ぐうの簀子に、雅近を従えた刀火が衣きぬ擦ずれの音とともに姿を現した。

　曉宮の門前には広い庭があり、その正面に、儀ぎ式しきや客との対面に利用する正宮がある。正宮の背後に、常に刀火がいる寝しん殿でんが、東西の対たい屋のやを従えて建てられているのだ。

　正宮に出現するのに相応ふさわしく、刀火は法術士の衣装を、曉宮らしい整った身なりに替かえていた。賢夕は、「いきなりお出ましになられても困ります」と言いたげに眉まゆをひそめる。

　それを見て取った刀火は軽く手を振り、簀子の端はしに座る。

「堅かた苦くるしい作法は不要だ。二人とも、顔をあげたままで構わない。会話も許す」

　その言葉に賢夕は軽く頭をさげて応こたえたが、純鉄は反応することもままならないらしく、感動したように刀火の姿に見入っていた。

　身なりを整え、雪が跳はね返すきららかな日の光の中に現れれば、さすがに刀火は美しい。まばゆく高貴な、一之御子。その姿を目にすれば、絵を描えがく者、楽を奏かなでる者、文字を紡ぐ者など、様々に美しいものを求め続けている者ならば、心を奪うばわれて当然かもしれない。刀火の中身を重々承知の千樹でさえも、視覚に酔ようほどに美しいと思うのだから。

「曉宮様。お召めしにより参じました。賢夕です」

「朝から呼び立てた。許せ」

　賢夕と刀火のやりとりを聞いて、千樹は刀火と賢夕を見比べる。どうやら賢夕をここに呼び出したのは、刀火だったらしい。

　刀火が賢夕を呼び出す理由は、一つしか思い浮かばなかった。おそらく、刀火が雪の中で拾った切れ切れの言葉の意味を、確認するためだ。

「曉宮様。七夜を中止するとは、いかなる意味でございましょうか」

　賢夕の問いに、刀火は薄うすら笑う。

「言葉通り。千樹姫ひめがわたしと、そしておまえの目に適かない、曉宮の絵師となれば、七夜は中止し、わたしの仮妻にはせずに、絵師として側そばに置くことにする」

「そのようなこと、前例がないと思いますが」

「前例なくとも、理り屈くつでは可能。わたしも、千樹姫も納なつ得とくしている。おまえの案ずることではない、賢夕」

「そう仰おおせならば」

　あっさりと引き下がりながらも、賢夕は千樹に目で問いかける。それで納得しているのか、と。当然だろう。七夜を中断するということは、曉宮が手をつけた女を放ほうり出すということで、それは女としては屈辱的なはず。しかし事実は、かりそめの七夜を過ごしている千樹だ。問題はないので、「納得している」と示すために、深く頷うなずく。

　賢夕は、「ならば…」と小さく呟き、刀火の顔を正面に見据える。

「曉宮様が求められる絵師の選定、おそらくこちらの千樹姫と、わたしの弟子の純鉄以外には、名乗り出る者はあるまいと思われます。昨日から絵師の仲間へ知らせを回しましたが、他ほかには名乗りがありませんので。曉宮様と伺うかがって、腰こしが引ける者が多数いた様子です」

　刀火が、ちょっと変わった曉宮であるということは、常宮に出入りする者に聞けばすぐにわかるし、魔ま王おうの種の事件もある。あの噂を耳にすれば、それは腰も引けるというもの。

　その点、純鉄は刀火に対して一いつ切さいこだわりがないのだろう。

「二人もいれば、上々。だが、今日はそのことでおまえを呼んだのではない。聞きたいことがある。簡単な質問だ。宮に上がるまでもないだろう、この場で訊きく」

「なんでございましょうか」

　刀火はゆるりと体勢を崩くずし、簀子の欄らん干かんに頰ほお杖づえをつく。

「『描く魔ま力りよく』そして『予言』。その二つの言葉が使われる、なにか。過去の事件か、技法か知識か、あるいは口伝か。心当たりがあるか？」

　賢夕は軽く眉をひそめる。

「『描く魔力』と『予言』ですか？」

　しばらく考えるふうだったが、何かに思い至ったらしく、口を開く。

「絵師に代々伝えられる口伝の中に、予言めいたものが幾いくつかありますが、そのなかに描く魔力に関しての口伝が一つ。『いずれの時か、描く魔力の法ほうを知り、自在に操あやつる絵師現れむ。人々、常ならざらむと畏おそれむが、その者、なよやかなる女なり。千せん花かの者と人が呼ぶ。千花を得し者、綾あや津つ島しまの主あるじとなる。主にならんと欲ほつする者、千花を得るべし』と、このような口伝です」

　千樹は一度も耳にしたことのない口伝だったが、内容は理解出来た。

　いつの時かはわからないが、絵の魔力を知り尽つくして操る女絵師が現れるというのだ。そしてその女絵師は千花と呼ばれ、千花を手に入れた者は、だいそれたことに、綾津島の支配者になれると。綾津島の支配者とは、各国の上主の意味だろうか。

「千花……女か」

　ちらりと千樹の顔を見た刀火の視線に戸と惑まどう。雅近も、千樹の方を見ていた。

　──わたしも女だけれど、まさか。

　女絵師の数は多くない。女は年とし頃ごろになれば嫁よめに行くし、そうなれば家を守ることで精せい一いつ杯ぱい。嫁に行かず絵師として仕事を続ける者もいるが、その数は男に比べて極きよく端たんに少ない。

「たしかに千樹姫は、成る絵をものするのだな。彩遊と同じ」

　もの問いたげな表情で賢夕も千樹をふり返るので、慌あわてて首を横に振る。

「わたしは成る絵を描けますが、絵の魔力を知り尽くしてもいないし、自在に操ることもできません」

「しかしその予言を聞いたら、君のことだと思う輩やからは多いだろうよ、千樹姫。君が将来、千花と呼ばれるかもしれない」

　肩かたをすくめた雅近の言葉に、刀火は頷き、再び賢夕に視線を移す。

「その口伝、誰だれかに聞かせたことはあるか？」

「この弟で子しの純鉄には、聞かせてあります。絵師として一人前と認められた者であれば、ほとんどの口伝は教えられるはずです。師し匠しようがよほど、怠たい慢まんでない限り」

　ということは、この口伝を千樹に知らせなかった師匠、彩遊はよほど怠慢だったのか。それともこの予言と、女の子である弟子の能力に繫つながりを見いだし、千樹が怯おびえたり余計な心配をしないように、あえて伝えなかったのか。

　千樹が千花の者になるという確証は、今のところない。千樹自身も、自分が絵の魔力を知り尽くし自在に操るようになれるとは、まだ思えない。

　だが千樹は、絵の魔力を知り操りたいと願い、この場所に来たのだ。

　──なんだか気味が悪い。

　自分の心づもりを見み透すかされたような予言は、不安で、不気味だ。

　純鉄に、魔ま物もの呼ばわりされた事実が、この予言とあいまって、いやが上にも自分の有り様というものを考えさせられる。

　一花を成すと決意した自分は、もしかすると魔物に近づくことを決意したということなのだろうか。絵師として一花を成すことは、そういう意味なのだろうか。予言にもあるように、そうなった絵師を人は畏れるかもしれない。しかし同時にその畏れには、恐おそれも含ふくまれているのではないか。恐ろしい、魔物であると。

「絵師の口伝か。ならばあの場所で拾った言葉は、誰のものか……。絵師か？　しかし絵師には、さしたる価値のない口伝か。あの口伝に価値を見いだす者は、限られるはず」

　刀火の呟つぶやきに、雅近がはっとしたような顔になり、唸うなる。

「そうか。あのお方か。如何いかがしますか、曉宮様」

「別に、こちらから手を打つまでもないだろう。あれは、堪こらえ性しようがない」

　刀火と雅近の会話に、千樹は目を瞬またたく。彼らの会話の意味がわからない。

　刀火は賢夕と純鉄に向かって、曉宮らしく美しく微笑ほほえむ。

「賢夕、手間を取らせた。下がっていい。絵師の選定の段取りは、任せる」

「絵師の選定は曉宮様のお望みですので、こちらの宮で催もよおすのが良いかと思います。猶ゆう予よ期間として、二日間。三日後にはこちらの宮で選定を」

「それでよい。三日後だな。そのように取りはからえ。曉宮で選定をするがいい」

　立ちあがり背を向けようとした刀火を、

「お待ちください」

　賢夕が引き留めた。ふり返った刀火を、賢夕は鋭するどい目で見つめている。

「お許しを頂きたく存じます、曉宮様。千樹姫に、お見せしたいものがございます。それは三日後に選定を受けるのであれば、ご覧に入れなくてはならないもの。常宮内に持ち込むのが憚はばかられるものですので、わたしの屋や敷しきへ姫君をお連れしたい」

　刀火は暫しばし考える風だったが、ふとなにか思いついたように含みのある微笑を返す。

「許そう。千樹姫は七夜が終わるまでは、まだ正式な仮妻ではない。止めるつもりはない。雅近、三人のために牛ぎつ車しやを用意しろ。賢夕の屋敷へ送り出した後、こちらに戻もどれ。話がある」

　と告げると、簀すの子こを巡めぐって、奥へと姿を消した。
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　刀火の姿が角を曲がった瞬しゆん間かん、冷たい風が前から後ろへ、千樹の耳元をひゅっと吹ふきすぎた。目にもとまらぬ速さで、なにかが宙を駆かけ抜ぬけていったような気がして振ふり返るが、背後の松の小枝は小こ揺ゆるぎもしていなかった。

「突とつ然ぜん、申し訳ない。千樹姫。しかし君には、言っておかねばならないことがある」

　向き直った賢夕の言葉に、千樹は小首を傾かしげる。

「外へ出るのは、構いません。けれど、なぜ、なにを、わたしに？」

「君が彩遊の弟子だからだ」

　それだけ言うと、賢夕は、純鉄に目配せした。

「この人を屋敷へ案内する。良いか、無礼な振る舞まいは許さんぞ、純鉄。今はまだ曉宮様の正式な仮妻ではないが、いずれ、仮妻となるやもしれない方だ」

　釘くぎを刺さされると、純鉄は、しゅんと項うな垂だれ「はい」とおとなしく答えた。

　──賢夕先生は、わたしに何を見せようとしているの？

　歩き出した賢夕についていきながらも、どこか不安なのは、賢夕があまりにも折り目正しく、厳しそうだからだ。曲がったことを許さない、世の理ことわりを守り抜こうとする、万ばん龍りゆうのような気配がある。その気配に不安を感じるのは、己おのれが、魔ま性しようへ近づこうとする者だからか。







　四花　予言を求めし者




　賢夕の屋敷は、常じよう宮ぐうの外。御お渡わたり橋ばしを守る門が見える永なが冶やの都の北ほく端たんに位置し、貴族の邸てい宅たくが整然と並ぶ中にあった。賢夕の身分は平民だが、主しゆ一いち位い絵え師しは貴族と同様の扱あつかいであるために、屋敷も貴族らしく寝しん殿でん造づくりだ。彼は妻帯しておらず、独り身らしいのだが、屋敷には弟子たちがわらわらと住んでいて、造りは貴族の屋敷なのに、内情は絵師の画が房ぼうといった風ふ情ぜいだった。

　門を潜くぐり屋敷内に踏ふみこむと、「おかえりなさい」と、まだほんの子供みたいな少年たちが顔を出し、賢夕を迎むかえた。

　弟子を多く取る絵師の屋敷はこれほど賑にぎやかなのかと、羨うらやましかった。

　彩遊は千樹一人しか弟子にしなかったから、屋敷は常に閑かん散さんとして、寂さみしかった。彩遊と、ほのぼのとゆったりとした時間を共有出来たのは良かったが、こんな賑やかさも悪くない。

　賢夕の画室に案内されると、純鉄は茶さ菓かを用意すると告げ、姿を消した。

　画室に賢夕と向かいあわせで座った千樹は、物もの珍めずらしくて周囲に目をやっていた。

　賢夕の画室には塵ちり一つなく、大小の引き出しが並ぶ家具などがあり、整然としている。洗われて大きさの順番に並べられた筆や、きっちりと揃そろえられ、文ぶん鎮ちんで押さえられた紙束。人となりのうかがえる、落ち着いて整った室だ。

「無礼にも、君をこんな場所へ連れて来て悪かった。しかし、必要なことだ」

「いいえ。珍めずらしくて面おも白しろいですから。ですが、わたしに必要なことというのは？」

　賢夕は無言で立ちあがり、横よこ幅はばの広い、薄うすい引き出しが積み重なっている家具に近づいた。

　引き出しを開くと、岩絵の具の香かおりと墨すみの香りが強く薫かおった。絵を保管するための引き出しらしい。そこから二枚、大人が両りよう腕うでを広げたほどの紙を取り出し、千樹の前に並べた。

「これは、彩遊が修しゆ業ぎよう時代に描えがいたものだ。わたしにくれるというので、もらい受けた」

　一枚は、咲さき誇ほこる花の絵だった。春の野に咲く花々を、様々な種類集め、群れ咲かせたような華はなやかな絵。無む秩ちつ序じよに花は寄り集まっているようなのに、全体的には一つの、まとまった絵として見えた。絶ぜつ妙みような均きん衡こうを保って描かれている。

　もう一枚に目を移し、ぎくりとした。

　使われているのは、紙の中でも最も質の良いとされる万ばん代だい上じよう白はく紙し。年月を経へても黄ばみや変色のないその真っ白な紙面の中央に、ぽつりと描かれているのは、骨。頭ず蓋がいの形からすると小型の犬の骨か。

「こちらは普ふ通つうの絵だ」

　と、賢夕は花の絵を指さした。そして次には、隣となりの犬の骨の絵を指す。

「こちらは成った絵だ。これを君に見せたかったのだが、あまりにも不ふ吉きつな絵であるが故ゆえに、常宮内に持ち込むことは憚られたので、ここに来てもらった」

「これは、なんの絵なのですか？」

「愛らしい子犬」

「まさか」

「そうなのだ。これが描かれたのは、二十年ほど前。我々の修業時代だ。我々の師し匠しようが、可愛かわいらしい犬を飼っていた。彩遊はその犬をとても可愛がっていて、あまりにも可愛いからと絵に描いた。するとこの絵は、成った。絵の中で愛らしく飛び跳はねて、尻尾しつぽを振り、可愛い目でこちらを見あげていた。犬の成長とともに、成長した。現実の犬が死ぬと、この絵の中でも犬は死んだ。現実の犬は土の中に埋うめられたが、この絵の中の犬は、土の中に埋められた姿のままここにあり続けて、無残に変わり、一年ほどで骨になった。臭しゆう気きこそなかったが……あまりに醜しゆう悪あくな姿をさらす骸むくろが、やっと骨になったとき、わたしは正直ほっとした」

　成る絵の持つ魔ま力りよくと残ざん酷こくさ、気味の悪さ、そんなものを白々とした骨が語っている。それが骨になるまでにどんな姿をさらしたのか、想像すると全身がそそけ立つ。

　ぞっとしながらも、千樹はその絵を両手で持ち上げてみた。紙そのものが、深い場所から掘ほり起こした土のような冷気を纏まとってひんやりしている。

　骨から視線を引き剝はがし、千樹は顔をあげた。

「賢夕先生。成る絵をものする絵師は、邪じや道どうの者なのですか？　純鉄に聞きました。成る絵をものする絵師は、邪道の者だと。彩遊先生は『邪道の天才』と呼ばれていたと」

　賢夕は、慎しん重ちように言葉を選ぶようにして口を開く。

「成る絵は、強い魔力を持つほどに完成度を高めた絵だ。それほどの完成度になった絵を描けるということは、称しよう賛さんに値あたいする。成る絵をものする絵師は、おそらく最高の絵師。だが、それが正道かと問われれば、疑問を呈ていする者は多い。それは恐おそろしい魔力を秘ひめることもあり、このように気味の悪いものにもなり得るからだ」

　と、賢夕は白い骨の絵に目を落とす。

「彩遊先生は昔、一花を成すという言葉を使いました。賢夕先生はその言葉の意味を、どう受け止めますか？」

「絵師として大成せよ、ということではないか？」

「大成の意味はなんですか？　先生のように常宮に抱かかえられる絵師になることですか？」

「それは違ちがう。わたしのような者が、一花を成す者とは言えない。一花を成す者とは、彩遊のような技量を持つ者だ。彼は成る絵を描けた。絵の魔力の一いつ端たんに、手が届いたのだ」

　即そく座ざに、ひどく苦しそうに顔を歪ゆがめ、賢夕は否定した。

「でも彩遊先生は、先生自身が一花を成したと思っていない口ぶりでした」

「では彼の言う一花は、もっとその先だろう。彼を超こえるというなら、描く魔力の法を知り尽つくし、自在に描えがき、操あやつる、それこそ予言にある千花の者のようになることだ」

　賢夕の言葉は、千樹が彩遊の言葉から得た解かい釈しやくを裏付けるようだった。千樹は唇くちびるを湿しめらせ、わずかに躊躇ためらった後に、さらに問う。一番訊ききたかったことだ。

「そうなった者は、魔ま物ものだと思いますか？」

　賢夕は押し黙だまった。しかし千樹の真しん剣けんな目に促うながされるように、ため息と共に告げた。

「魔物に、最も近い者ではあるだろう。けしてその絵師自身が、醜しゆう怪かいな魔物へと変化するわけでもないはず。だがそんな力を操る者を、人は魔物と呼び恐れる。そしてそんな力を持った人間が、どのような存在になるかは、わからない。だからこそ不気味だという者もいる」

　千樹は膝ひざに置いた手を軽く握にぎった。

　──やはり、魔物になるということか。

　魔物に近い力を持つと言われれば、正直、気味が悪くて恐ろしい。自分の中に、好きこのんで猛もう毒どくを取り入れたい者はいない。

「君は一花を成すつもりなのか、千樹姫ひめ？　だからこそ言っておく。常宮に抱えられる絵師は、けして邪道の者であってはならないのだぞ」

　その声こわ音ねの強さに千樹は怯ひるんだ。骨の絵が千樹の手から滑すべり落ち、床ゆか板いたの上にぺたりと貼はりつく。

「わたしが、常宮お抱え絵師に選ばれた理由を知っているか？　八年前だ。当時の常宮のお抱え絵師、主一位にあたる身分の者が失職した。その代わりに主一位絵師を選定する必要があり、彩遊とわたし、二人が候補に上ったのだ。しかし上主様はじめ、選定に加わられた太だ政じよう大臣、左右の大臣全すべてが、迷わずわたしが相応ふさわしいと決した。その理由は、絵師選定の折に描いた絵だ。彩遊が描いた絵は、成っていたのだ。成るほどの絵を描けるということは、おそらく最高の腕うでがある証あかし。しかし成る絵の魔力は計り知れず、使いこなせる者も、その効力も、知り尽くす者も存在せず、操ることが困難なもの。現実に彩遊は選定の折、自ら描いた絵が成ったことに自ら驚おどろいていたくらいだ。だからだ……成る絵の魔力を知り尽くし操る者がいないからこそ、成る絵は忌き避ひされる。成る絵をものするのは、腕はよけれど邪道の者。清くあるべき常宮に、そのような不確かで恐ろしいものは持ち込めない」

「でも、わたしは……」

「だから君を呼んだのだ、千樹姫。君は曉宮の絵師になりたいのであれば、選定の時に成る絵を描いてはならない。描けば、わたしは無条件で君を選ばない。選べない。どんなに素す晴ばらしい絵でも選べないのだ。それを肝きもに銘めいじておくのだ。純鉄はわたしが、一番弟で子しと認めている。腕は良いぞ。その彼と競きそうのだから、最高の絵を描くのだ。ただし成る絵であってはならない」

「そんな……」

　心血を注ぎ込み、最高の絵を描こうとすれば、千樹の絵は成ってしまう。しかし成ってはならないという。成る寸前で、絵の完成度を止めてしまえば、それは未完。あるいは不満が残る。それなのに、それを最高のものにしなくてはならない。

　そんなことは無理だ。千樹には、加減というものがまったくわからない。

　──それじゃわたしは、あの人の宮で籠かごの鳥になるしかない？

　絶望的な顔をしたのかもしれない。賢夕は深いため息をつき、哀かなしげな表情で首を振ふる。

「君は、彩遊の言う一花を成すつもりだったのか」

「でも、それが、わたしの……」

　そこまで答えて、言葉が途と切ぎれた。

　これは彩遊の視力を奪うばったために、彼の望みのとおりになろうとする贖しよく罪ざいなのか。それとも、千樹の中にある欲よつ求きゆうなのか。

　どちらでもあるし、そしてどちらかと言えば、欲求の方が強い。刀火を描きたい衝しよう動どうも、様々な成る絵を描いてみたい衝動も、とても強い。現に千樹は刀火に望まれ、内心ではすこし悦よろこびながら、鬼おにの右みぎ腕うでを描いた。それが自分の衝動だと明言したら、自分が魔物のような不気味な存在になることを、認めるような気がする。

　だがそれが彩遊の望みだとすれば、千樹は迷いなく、彩遊のため、己おのれの欲求のために踏ふみ出すべきなのだろうか。しかし。

　──一花を成して……けれど、それで彩遊先生の力を奪った償つぐないになったなんて、まかり間ま違ちがっても言えない。

　いくら千樹が彩遊の望みに添そったところで、彩遊の目は戻もどらない。なにをしようが罪を消すことなどできない。ただ彩遊への償いと言いながら、己の衝動に従うのは、ただの自己満足だ。彩遊のためだと思っていれば、なにもしないよりは己の気持ちが楽だという程度。

　彩遊への贖罪の気持ちと、己の衝動。そして二つを抱えて進むべき、一花を成す道の果てにある、魔ま性しようへの門。それらが千樹の中で、混ざり合って混乱する。

　自分は、なにをどうするのが正しいのだろうか。

「よしなさい。一花など成す必要はない。彩遊の言うような一花を成すことを夢見るのは、魔物に近づくこと。それはとても恐ろしい衝動なのだ」

　胸に抱える痛みを思い出したように、賢夕の顔が歪む。

「賢夕先生は、その恐ろしさを御ご存ぞん知じのようです」

「かもしれない」

　と賢夕が答えた時だった。

「先生がそんな魔性の者のことを、御存知のはずないだろう！」

　背後から、純鉄の怒ど鳴なり声が降ってきた。手に茶さ菓かの盆ぼんを持った彼は、ずかずかと室に入ってくると、賢夕と千樹の前に茶と菓子を置き、憤ふん然ぜんと自分の師をふり返った。

「賢夕先生。このような話は、なさらないでください。主一位絵師たる先生が、邪道の天才のことなど、口になさらないでください。先生は正道の天才なのですから」

「純鉄」

　賢夕は静かにたしなめる。

　千樹は純鉄の嫌けん悪お感かんや怒ど気きが、なぜ千樹や彩遊に向けられているのか、この瞬しゆん間かんわかった気がした。純鉄は、師し匠しようである正道の天才たる賢夕が、邪じや道どうの者と一いつ緒しよくたにされたり、比べられたり、親しくするのが嫌いやなのだ。尊敬する師匠の穢けがれなさ、神聖さを壊こわされたくないのだ。

「先生は正道の絵師。俺は先生が邪道の者をあれこれとお構いになるのが！」

「純鉄!!」

　激しい叱しつ責せきとともに、賢夕の平手が純鉄の頰ほおを打った。打たれた純鉄は、はっと頰を押さえ、口をつぐみ、項うな垂だれた。そのつむじに向かって、賢夕はさらに怒鳴った。

「無礼だぞ、純鉄！　邪道の者は、邪道の者！　しかし成る絵をものするということは、その力量は最高の者なのだ！　そのような者たちを、侮ぶ辱じよくするべきではない！」

「……申し訳ありません」

　項垂れた純鉄は、その場に座ると、両手をついて頭を下げた。

「言い過ぎました。申し訳ありません」

　床ゆかについた手が、震ふるえていた。

　──良くないんだ。こうやって、正道の絵師の前に現れることも。

　素す直なおに、そんな気持ちが起こった。純鉄が持っている師匠への尊敬の気持ちを、千樹の存在が乱したのだ。

　天才と呼ばれながらも、なぜ彩遊が弟子も取ることなく過ごし、他ほかの絵師との接せつ触しよくもさけ、野の良ら猫ねこばかりを相手にしているのかが、うっすらと理解出来る。彩遊もおそらく、その存在で周囲を乱したのだ。心優やさしい彩遊だから、それが苦痛で、だんだんと人と距きよ離りをおいたのだ。

「ごめんね、純鉄。謝るわ」

　千樹が謝ると、純鉄は仰ぎよう天てんしたように顔をあげて目を丸くし、ふり返った。それを横目に、千樹は賢夕に頭をさげた。

「お邪じや魔まいたしました。早々にですが、引きあげます。見送りは結構です。帰りも、牛ぎつ車しやが外で待ってくれていますので、ご心配なく。ありがとうございました、賢夕先生。色々とよくわかりました。絵師の選定の際は……先生のお言葉を忘れないようにします」

　立ちあがり、千樹は室を出た。







「おい、おいっ！」

　庭を横切っていると、背後から純鉄の声が慌あわてたように追って来た。千樹は気がついていながら、ふり返らなかったし足も止めなかった。が、庭の中なか程ほどで追いつかれ肩かたを摑つかまれる。

「おい、待て、おまえ！」

　仕方なく足を止めると、純鉄は千樹の前にまわって立ちはだかった。

「おまえがなんで、謝る……」

　と彼は訊こうとしたが、その目が見る見る見開かれて驚きの表情になる。

「おまえ泣いてるのか？」

「そんなわけないでしょう。どいて、帰るから」

　確かに視界がぼやけてはいるが、涙なみだが流れているわけではない。自分が泣く理由にだって、心当たりがない。ただやはり自分の衝動が真っ当なものではなく、しかもそれを止められないと自分でわかっていることが、衝しよう撃げきだっただけだ。賢夕の言葉で、自分が向かおうとしている場所がわかったのだ。その上、目の前にいる純鉄と競う方法すらわからなくなった。

　純鉄は顔をしかめ、そして、

「ごめん」

　と、言いにくそうにぼそりと言った。いきなりのことで面めん食くらう。

「なに、それ。急にどうしたのよ」

「おまえも謝ったから。俺も謝らなくちゃならないと思っただけだ。俺の態度は悪かった」

　とても嫌そうに謝るその表情と態度がおかしくなり、千樹は吹ふき出す。

　──この人、素直の権ごん化げ。

　魔ま王おうの種を抱だいている誰だれかさんと、大おお違ちがいだ。

「何がおかしい!?　人が謝ってやっているのに、失礼だろう！」

　肩を怒いからせた純鉄の二の腕を、千樹はぽんと叩たたく。

「ごめん。おかしいのじゃなくて、なんだか、ほっとしたから。あなた山やま彦びこみたいよね。送った気持ちと、同じ気持ちを返してくれる。それが嬉うれしい」

　毛け嫌ぎらいして罵ば倒とうしてみたが、相手が思いのほか素直にしおれたのを見て、罪悪感に苛さいなまれたのだろう。そして素直な態度には、素直さを返してくれたのだ。

　純鉄は、照れくさそうにぷいっとそっぽを向く。

「俺はただ態度の悪さを謝っただけで、おまえたち子し弟ていの絵師としてのあり方は」

「認めないのよね。わかってる。魔ま物ものだものね」

　純鉄の素直さに応こたえるように千樹も答えると、彼は迷うように何度か唇くちびるを嚙かむ。言葉が見つからないのか、暫しばらく雪ゆき沓ぐつの先で雪の塊かたまりをざくざくと蹴ける。

「変な女だな。もっと力ちから一いつ杯ぱい、自分たちは間違っていないと、言い張れば良いのにな。どうしてそんなふうに、魔物だって言うんだ？　自分のこと」

「この前も言ったけど、違ちがうって言えるだけの自信がないからよ」

「自信がなくても、言い張れば良いだろう」

「ああ、そうねぇ。でもそうできるほど、自分が大好きでもないから」

「馬ば鹿かか、おまえ。俺はな、自分が大好きだ。おまえだって、そうした方がいい。自分を無条件で好きになってくれる奴やつなんて、自分しかいないだろう。親だって人によっては、子供を毛嫌いするんだからな。だから自分が自分を好きになってやらなきゃ、惨みじめだろうが」

「へぇ、そっか。なるほど」

　目を瞬またたいて純鉄の視線を受け止めたのは、純じゆん粋すいに感心したからだ。そんな考え方もあるのだ。そしてそれはなによりも、前向きだ。

「それは、いい考えね。わたしも、そうなれるように努力してみたいかも」

　言うと、純鉄はちょっと自じ慢まんげに胸を反らしたが、ふと、冬ふゆ枯がれの庭木の枝にとまった一羽わの雀すずめの姿に目をとめる。そしてなにかを思いついたような顔になると、いきなり腰こしをかがめ、踏ふみ荒あらされていない新雪の上に指を走らせ出した。

「俺はおまえに一つ教えたよな。だから代わりに……一つ教えてくれ」

「いいけど、なにを」

「俺は、動物を描えがくのが好きだ。山育ちだからな」

　ぼそりと言い訳のように言いながら、瞬く間に、指先一本で、真っ白できらきらした新雪の上に雀の姿を描き出す。羽根に空気を含ふくませて、むくむくと丸くふくれた冬の雀の愛らしさが、ひんやりとした雪の上ながらもよく分かる。

　指一本、しかも雪面。単純な線のみで描きながらも、愛らしさと丸みを表現する巧たくみさ。その巧みさに驚おどろくのと同時、雀の丸みの愛らしさにつられ、千樹は微笑した。

「可愛かわいいね」

「俺の技わざは、未熟だと思うか？」

　腰を上げた純鉄は、自信なさそうに問う。声には不安がある。彼は競きそう相手が成る絵をものする絵師であるということに、不安を抱いているのだろうか。

　不安が千樹への反発になったのだろうが、その反発力がしぼんでしまうと、途と端たんに強く不安が頭をもたげるのだろう。彼は自分の心を誤ご魔ま化かすことなどできないほどに、素直なのだ。

「思わない。だって、可愛いもの」

　自分とは確かに、なにかが違う。だがそれは技が劣おとっているといったような、そんな問題ではない。言うなれば、性質の違いだろうか。火と水が全く性質が違い、比べられないのと同様。

「俺は成る絵なんか描かない。自分のやり方で描く。それでおまえと競うんだ。俺はおまえと競えると、おまえは思うか？」

「賢夕先生は、常宮絵師の選定では、成る絵を描いてはならないと言った。その点、わたしはあなたより不利よ。わたしは美しく、細密に、完成度を上げて描こうとすれば、絵が成ってしまう。あなたのように、成らずに完成度を上げる方法が、わかってないもの」

「俺は、どんなに完成度を上げても絵が成ったことはない」

「なんなのかしら、その違い」

「知るかよ」

　ぶっきら棒に返事した後、純鉄はぼそりと訊きく。

「成る絵は……どうやったら描けるんだ。どんな気持ちなんだ？」

　成る絵が邪じや道どうのものだとしても、絵師であれば興味を持たないわけはない。純鉄も興味だけはあるのだろうし、それが素す直なおなだけに、思わず訊いてしまったのだろう。

「どうやったら描けるかなんて、本当にわからないの。わたしは描きたいものを熱心に描いてたら、成る。それだけ。描いてたら気持ちは昂たかぶる。それこそ魔ま性しようの証あかしかもね。賢夕先生もやっぱり、あなたと同じ、成る絵を突つき詰つめようなんていうのは恐おそろしい衝しよう動どうだと仰おつしやったから、賢夕先生の弟で子しのあなたに、これ以上話をするのは良くない気がする」

「おまえは、突き詰めるのか？」

「さあ、まだ、わからない。じゃあね」

　手を振ふり、純鉄の横をすり抜ぬけた。彼はただ戸と惑まどったように、千樹の背を見送ってくれた。

　門前に待たせてあった牛車に一人乗り込むと、ゆっくりと牛車は動き始める。雪を固めた路面は滑すべりやすいので、牛車はいつも以上にゆっくり、ゆっくりと進んでいた。

　塗ぬりの壁かべに頭をつけてもたれかかり、千樹はぼんやりしていた。

「もっと早く、進まないかな」

　我知らず呟つぶやいたのは、曉宮にはやく帰り着きたかったからだ。

　あそこには刀火がいる。

　なぜか今、あの憎にくらしい顔を見たい。魔性を秘ひめた、緑がかった瞳ひとみの色がほんのすこしだけ慕したわしかった。それはその瞳が魔性を秘めていながらも、揺ゆるぎなく、自信に満ちているからなのだろう。だからその色を見て、千樹は安あん堵どするのかもしれない。

　刀火のやることなすこと腹が立つのに、今そんなことを思ってしまうのは、魔物に近づこうとする衝動を抱かかえる自分と彼が、近しい存在だから。

　情けないことだ。己おのれの欲よつ求きゆうすら、己で認める度胸がない。

　魔性の者と呼ばれたくないという、いじましい気持ちが千樹の中にこびりついている。欲求は強いくせに、なんとも滑こつ稽けいだ。純鉄のように己を好きになる道は、遠そうだ。

　焦じれったいほどゆるりゆるりと歩み、牛ぎつ車しやはなかなか止まらなかった。壁に頭をつけたまま、うつらうつらしていると、がくんと車輪が止まった。

　常宮に到とう着ちやくしたのかと思いぼんやり目を開けると、いきなり出入り口の御み簾すが乱暴に巻き上げられた。そこにいるのは黒衣の男。顔に黒い布を巻き、手には太た刀ちの半分ほどの長さの刀を握にぎっている。驚きよう愕がくに、悲鳴をあげる間もない。男は一歩素す早ばやく踏みこんでくると、千樹の鼻と口に濡ぬれた布きれを押し当てた。刺し激げき臭しゆうに顔をしかめた次の瞬しゆん間かんには、意識がなくなっていた。







　──暖かい。

　瞼まぶたの向こうで明かりが揺れているのを感じ、覚かく醒せいした。

　自分の体を包むのは、心ここ地ちよい絹の肌はだ触ざわり。まるで貴人の褥しとねだが、刀火の夜具の薫かおりはしない。ここは何ど処こだろうかと考えはじめると、途端に、牛車の中に乱入してきた賊ぞくのことを思いだし、思考がはっきりした。ぱっと飛び起きて周囲を見回すと、そこは塗ぬり籠ごめの中らしく、真っ暗くら闇やみの中に一つ蠟ろう燭そくが灯ともっている。そしてその蠟燭の側そばに座るのは、

「綾峰様？」

　刀火の異母弟である二之御子、綾峰だった。上主の御子らしく、見み栄ばえのする刺し繡しゆうが施ほどこされた狩かり衣ぎぬに、そつのない躾しつけられた笑え顔がお。

「お気づきですか？　千樹姫ひめ」

　端たん座ざした彼は、おもねるような優やさしい声で問う。しかしその口元、目の奥には、わずかな怯おびえと緊きん張ちようがある。

　千樹は警けい戒かいしながらも、寝ねかされていた夜具の上に座り直すと、居住まいを正して彼と正面に向き合った。かがされた薬の影えい響きようか、頭がくらくらする。

「これは、どういうことですか？　綾峰様。わたしを攫さらったのですか？　言っておきますが、わたしはまだ、今のところは不本意ながら曉宮様の仮妻となるべく七夜の最中です。綾峰様は一いつ介かいの絵師を攫ったのではなく、これから正式に曉宮様の仮妻となる者を攫ったのですよ」

　牛車の中に飛びこんできた賊は、綾峰の手の者だったのだろう。彼が人を使って千樹を攫ってこさせたことは理解出来たが、さして恐きよう怖ふ心はなく落ち着いていられた。

　綾峰は二之御子だ。彼は以前、自分でも口にしたが、上主の御子として、御子らしくあろうと努力している様子がうかがえる人物。刀火を魔ま物ものと呼んで嫌きらう彼が、彼自身手を汚けがすような、非道な振る舞まいに出るとは思えない。

「存じ上げていますよ、姫ひめ君ぎみ。侍じ女じよたちは様々な噂うわさ話ばなしを持って来ますからね、刀火様があれこれと父、上主にご報告するよりも早く、わたしの耳には入ります」

　千樹は眉まゆ根ねを寄せて身構えた。

　綾峰が、千樹が刀火の仮妻になったのを承知で、あえてこんな行動に出たことが解げせない。

　御子として正しくあろうとしていた、またそれが自慢らしかった彼にそぐわない行動だ。行動が、以前の彼とは微び妙みように違ちがう。

　刀火の中に魔ま王おうの種があると公おおやけになっても、結局、刀火は曉宮としてあり続けている。そのことは綾峰にとっては誤算であったろうし、刀火を追い落とすのに、今までのやり方では駄だ目めだと気がついたはず。そこで彼は何を考えたのか。

　この行動は、彼なりの理論があり、そして覚かく悟ごがあってのことだろうか。

「どういうつりですか？」

　探さぐるように問うと、彼は微笑みを崩くずすことなく続けた。

「あなたを、わたしのものにしたいと思ったまでですよ、千樹姫」

　思いがけない言葉に、千樹は冷れい笑しようした。

「以前も言いましたが、曉宮様という魔物の妻は、魔物の一味ですよ？」

　以前、彼に同じことを言った時は、脅おどかすために言っただけで、自分自身が魔性に近い者になろうとする衝動があると自覚していなかった。しかし賢夕の言葉で鮮せん明めいになった己の有り様を、己自身に皮肉るように口にした。きっと今の自分は、不敵に歪ゆがんだ目をしている。

　一いつ瞬しゆんだけ、綾峰の頰ほおに恐怖心の表れのような引きつりが見えたが、それを押し殺すように唇くちびるを引き締しめると、彼は千樹を睨にらみつけた。

「それも承知していますよ、千樹姫。どうしてあなたは、そうやってわたしを脅そうとするのですかね？　でも、わたしも覚悟があってあなたを攫ったのだから、通用しませんよ」

「覚悟を持って攫うほどの価値がありますか、わたしに」

　すると、綾峰は低く探るように言う。

「あなたは絵師だ。絵師の口伝にある千花の者の予言、知らないはずはないでしょう。口伝の予言にある千花の者とは、あなたのことでしょう」

　その言葉に警けい戒かい心しんが強くなり、上うわ目め遣づかいに綾峰を睨む。

　綾峰は、絵師の口伝を知っている。すると刀火が雪の中で拾った『描えがく魔ま力りよく』と『予言』の言葉を呟いたのは、綾峰なのか。であるならば、あの雪の中、綾峰は何をしたのか。

　そして、もう一つ。綾峰は誰だれからその絵師の口伝を聞いたのか。

「わたしが千花だと、誰がそんなことを言いました？　なぜ絵師の口伝など御ご存ぞん知じなのですか」

「誰から教えられたかは、伏ふせておきます。だがあなたが千花であろうということは、わたし自身が推測したこと。あの予言を知って、それをあなたと結びつけない者はいないと思います。だから、わたしは、あなたを手に入れる覚悟をしました。千花の者を手に入れた者は綾津島の主になるという。それはすなわち、上主となる、ということでは？」

　確かに予言の後半部分は、そんな言葉で締めくくられていた。

　千樹にとってはおまけのような一文だったので気にとめていなかったが、確かに、次期上主となりたい綾峰にとっては魅み力りよく的な一文かもしれない。

　けれど千樹にしてみれば、絵師の口伝が、曉宮の仮妻を誘ゆう拐かいするという危険を冒おかすほど、信用するに足るものだろうかと勘かんぐってしまう。そんな予言を真に受けた綾峰は、素直なのか単純なのか。はたまたひどく、焦あせっているのか。

　どちらにしても彼が、正しい御子としての行いから外れた人攫いなどをしでかしたからには、簡単にはここから帰してくれそうもない。唇を嚙かみ、周囲の気配を探る。

　塗籠の中では、物音もろくに聞こえない。

　そもそもここは何処なのだろう。

　上主の御子は、一いち之の御み子こである曉宮にだけ、常宮の中に個人の宮を与あたえられる。

　他ほかの御子や姫ひめ御み子こたちは、上主の住まいである新しん宮みやの奥に付属している、宮みや裏うらと呼ばれる建物群の中に一室をもらい受ける。

　いくらなんでも誘拐した者を、宮裏に置いておかないだろう。ということは、ここは常宮の外。一番可能性があるのは、都の外れに御子や姫御子が所有する別べつ邸ていだろう。東ひがし山やまに別邸があると、綾峰は以前、千樹を誘さそったことがある。

「東山まで来るには、雪で難なん儀ぎしたでしょう？　綾峰様」

　かまをかけてみると、綾峰は目を見開く。

「なぜ御存知だ、あなた」

　当たりだったらしいので、意味深に微笑ほほえんで見せた。

　綾峰は顔色を変え、恐おそろしいものを見るような顔になるが、すぐに眉まゆを吊つり上げ立ちあがり千樹に近寄る。そして手にある扇おうぎで、ぴしゃりと千樹の肩かたを叩たたく。

「なぜあなたは、そうやってわたしを侮あなどるのですか！」

　打たれた肩は、痛くもなんともなかった。彼は無意識に手加減をしている。

　その無意識に育ちのよさと甘さを感じ、千樹は苛いら立だつ。人を攫うようなことをしておいて、一線を越こえる覚悟をしたと言いながらも、全すべてが半はん端ぱで手ぬるい。その手ぬるさは千樹にとって都合が良いが、まずい芝しば居いを見せられたような気分になる。

「甘いからです。なにもかも、あなた様は」

「魔物の一味の分際で」

「そうです。だからわたしは、こんなふうに振ふる舞います。魔物のなんたるかをご承知ではないのですか？　千花の者と仰おつしやいますが、千花の者は絵の魔力を知り尽つくし自在に操あやつる者なのですよ。魔物に近い者。千花の者を手に入れるのは、魔物を身内に取り込むことです」

　綾峰は呻うめき、今一度扇で千樹の肩を打った。今度はかなりの痛みが来たが、一瞬顔をしかめ、すぐにまた真っ直すぐ綾峰を見あげる。

「絵師の予言を綾峰様に伝えた者は、そうは言いませんでしたか？　いったい綾峰様はどうやって、絵師の予言など知りましたか」

「あなたには関係のないことだ！」

　綾峰は扇を床ゆかに投げ捨てると、千樹の前に膝ひざをつき、両手で、千樹の両手首を握にぎった。

「黙だまりなさい姫君。有う無むを言わさず、今あなたを、わたしのものにすることもできるのですよ」

「魔物を？」

　追い詰つめられたような綾峰の表情が怖こわかったが、千樹は怒いかりの力で自分の恐怖をねじ伏せ、挑いどむように身を乗り出す。

「魔物に触ふれるのすら汚けがらわしいそぶりをなさっていた、あなた様が？　魔物を身内に取り込む？」

「望みのためならば」

「身内に千花の者を、魔ま性しようを取り込んでしまえば、魔王の種を抱だいているあの人と同じですよ!?　違わないはず！」

「わたしは違う！　魔物を身内に取り込んだとしても、わたしには国を滅ほろぼす危険がない！」

　千樹の両手首を無む理り矢や理りねじって、綾峰は体を寄せてきた。千樹は渾こん身しんの力でそれを押し返そうとしたが、男女の体格差はどうしようもない。食いしばった奥歯が、きりっと音を立てた。

　魔物と蔑さげすまれ、汚らわしいと罵ののしられながら触れられるなど、屈くつ辱じよくこの上ない。そんなことは死んでも嫌いやだ。

　睨みつけてやると、綾峰は眉根を寄せながら、不ふ愉ゆ快かいとも違う、驚おどろきとも感かん嘆たんとも取れるような表情で見つめ返してくる。

「わたしをそんな目で見る女は、いない。魔性のはずが、美しく見える。刀火様と同様か……」

　抗こうしきれず、千樹は夜具の上に押しつけられた。悲鳴をあげるのも悔くやしくて、綾峰を睨み続け、歯を食いしばる。綾峰が、己おのれの行こう為いを嫌けん悪おするかのように、苦しげに囁ささやく。

「魔性とて、女なら。わたしのものに、できるはず」

　その時、ひやりと冷たい風が千樹の膝の辺りに吹ふきつけた。

「わたしの妻から離はなれろ。綾峰」

　塗ぬり籠ごめの戸が開き、冷たい空気と声がさっと流れ込んできた。その声に、綾峰は声をあげて驚き、千樹の上から飛び退のいて立ちあがると、塗籠の奥へ数歩後あと退ずさった。

「……刀火……様」

　綾峰が絶望的な声で、出入り口に立つ兄あに御み子この名を呼んだ。解放された千樹は慌あわてて夜具の上に起き上がったが、それ以上動けず、座りこんだまま刀火の姿を見つめていた。

　なぜここに彼が現れたのかという驚きと、そして窮きゆう地ちから脱だつしたらしいという事実から、一瞬頭が真っ白になって声が出ない。

　外は夜らしく、開いた戸の向こう側も暗かったが、月明かりが、刀火の姿をほんのりと白い輝かがやきで縁ふち取どっていた。その背後に付き従うのは雅近。

　刀火は腰こしにある太た刀ちを抜ぬきながら躊躇ためらいなく中に踏ふみこんでくると、へたりこむ千樹の脇わきを抜け、塗籠の最さい奥おうに張りついている綾峰の前に立った。そして左手で綾峰の胸むなぐらを摑つかむと、首元に太刀を突つきつけた。

　雅近も刀火の後に続くと、こちらは千樹の傍かたわらに跪ひざまずき肩を抱いた。「怪け我がはないか」と囁いてくれたので、頷うなずく。

「なぜここに？　お二人が」

　問うと、雅近は軽く片目をつぶり、

「君、背中になにが張りついているか、知らないみたいだね」

　と言うと、髪かみで隠かくれていた千樹の背中に手をやり、なにかをぺらりと引き剝はがし、目の前に突きつけた。それは刀火が法術で利用する『参さん』と呼ばれる紙人形だった。

　それが千樹の背に張りついていたおかげで、この場所がわかったのだろう。

　しかしいつ張りついたのか？　今日の出来事を素す早ばやく思い返し、気づくことがあった。

　賢夕と共に曉宮を出ることが決まったとき、耳元を鋭するどい風が吹き抜けた。あれは刀火が密ひそかに、千樹に向けて参を放った気配だったのだ。

「なんで、こんなものを」

「だって君。あの雪の中で拾った言葉は、千花の者なんていう絵師に関する予言だ。それを聞いたら、誰だれだって真っ先に君を連想する。そして常宮内で、あの予言の最後の一文に、最も魅力を感じるのは、誰かな？」

　からかうような質問で、やっと気がつく。

　絵師の予言を賢夕から聞いた刀火は、『あの口伝に価値を見いだす者は、限られるはず』とも、『あれは、堪こらえ性しようがない』とも言っていた。彼らはあの時から、どんな関かかわりかは不明だが、綾峰が関わりを持っているはずだと当たりをつけた。そして堪え性のない綾峰が、なんらかの行動を起こすと踏んでいたのだ。

「あの予言の言葉を呟つぶやいた者は、早晩、君になんらかの接せつ触しよくをすると思っていいからね、だから君に参をつけていた」

「ということは、わたしは餌えさ!?」

「ご明察。君は、餌」

　酷ひどい企たくらみを、にこりと笑え顔がおで告げた雅近を、その主共々まとめて吊つるしてやりたい。

　賢夕が千樹を連れ出したいと申し出たとき、刀火が躊躇いもせずに、千樹に牛ぎつ車しやを用意し、常宮の外にまで出してくれたのは親切心ではない。わざと隙すきを作って、襲しゆう撃げき者が現れるのを待っていたということなのだ。

「なんてお優やさしいの、二人とも。わたしは操みさおの危機だったのに!?」

　怒ど鳴なって背後の刀火をふり返ると、背を見せたまま、刀火はしらっと答えた。

「大事に至る前に来た。問題ない」

「問題大ありよ！」

「おまえの苦情は、三夜の寝しん所じよでたっぷり聞いてやる」

「さ、三夜の寝所って!?」

　なんの冗じよう談だんかと思ったが、よく考えれば目の前には綾峰がいるのだ。そのために刀火は、それらしく振る舞まっているらしい。猛もう烈れつに反発したいがそうもできず、千樹は呻く。彼女を黙らせると、刀火はふっと笑って綾峰に言った。

「わたしが慈いつくしんでいる妻を攫さらい、その操を奪うばおうとしたか？　この場でわたしに殺されても文句は言えない所業だな、綾峰？」

　告げた刀火の声は、優しいとさえ言える声こわ音ねだったが、それが逆に恐ろしい。綾峰は色をなくし、震ふるえだしそうなほどに身を強こわばらせていた。

「なぜここに？　別邸を守っていた衛え士じと、屋や敷しき内にいる従ず者さは……」

「わたしが通せと命じて、彼らが逆らえると思うか？　説明してもらおうか綾峰。なぜわたしの妻を攫った」

　冷れい笑しようで、刀火は答える。綾峰は何度が喉のど仏ぼとけを上下させ、

「あの者が千花であるならば、わたしは、たとえあの者があなたの仮妻になろうが、奪う必要があるのです。千花を得る者が上主になれると、絵師の予言は言っている。そうであるならばわたしは、千花の者を得る必要がある。わたしが上主となるために。国のために、わたしは。上主の御子として」

　口だけは気き丈じように答える彼に、刀火は薄うすら笑いで、小首を傾かしげてみせる。

「国のため？　なぜにおまえだ？　綾峰。聞かせろ。わたしが上主となるのでは不満か？　父上主が次期上主に相応ふさわしいと決めた、わたしでは不満な理由はなんだ？　わたしが納なつ得とくすれば、おまえの首は、胴どうと分かれずに済むかもしれない」

「あ、あなたは！」

　恐きよう怖ふに引き絞しぼられていた気持ちが一気に弾はじけたように、綾峰はひび割れた甲かん高だかい声で叫さけんだ。

「あなたが正しよう真しん正しよう銘めいの魔ま物ものだからです！　あなたは生みの母にすら恐おそれられた！　そしてその母を死に追いやった！　あなたの母上様は、白しら船ふね様は、とてもお優しいお方だったのに」

　白船の名を口にした瞬しゆん間かん、綾峰の唇くちびるがわななく。

「白船様を、あのお優しいお方を死に追いやった！　そんな者が上東国の上主になるなど、そんな恐ろしいことをわたしは認めない！　認めない！」

　綾峰を追い詰つめる刀火の無む慈じ悲ひさに圧あつ倒とうされていた千樹だが、綾峰の言葉に眉まゆをひそめる。

　──母を死に？

　それはひどい侮ぶ辱じよくの言葉だったのか、許せないとばかりに即そく座ざに反応したのは、雅近だった。ぎらりと目を光らせ、太刀の柄つかに手をかけて立ちあがろうとした。

　だがその前に、綾峰の胸ぐらを摑んでいた刀火の手に力がこもり、室が揺ゆれるほど激しく、綾峰の背を柱に押しつけた。

「母が？　わたしの母が、なんの関係が？」

「あなたは、曉宮で過ごされていたから御ご存ぞん知じないんだ。白船様は、宮裏で一番、お優しいお方だった。厳しい母の元から逃にげ出していたわたしを、必ずお袖そでの陰かげに隠してくださった。お優しいそのお方を、あなたは殺した。そんなあなたが上主になれば、いずれ国には恐ろしいことが起こる。そうに違ちがいない！　あなたは、白船様を殺したのだから！」

　蠟ろう燭そくの頼たよりない明かりが揺れる薄うす闇やみの中、突とつ然ぜん、刀火の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ濃こい緑に輝く。殺気が膨ふくれあがる。けして魔ま王おうの種が目覚めたとも思えないのに、闇夜に光る獣の目のような輝きを見せたことに、千樹は息を吞のんだ。
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　──駄だ目めだ、あの人は綾峰様を殺してしまう！







　五花　罪の枷なる棘なりや




　太刀を握にぎる刀火の腕うでに力がこもり、今にも刃やいばを引いて綾峰の喉のどを搔ききってしまいそうなのを見ると、千樹は咄とつ嗟さに立ちあがって雅近の脇をすり抜けた。そして刀火に追い詰められた綾峰の脇までくると、いきなり、綾峰の頰ほおを張り飛ばした。

　風のように駆かけつけて平手を食くらわせた行こう為いに、刀火が目を瞬またたく。綾峰は、なにが起こったのかわからなかったらしく、呆ぼう然ぜんとして、それからゆっくりと千樹に目をやる。

「曉宮様にたいして無礼きわまりない！」

　綾峰の頰を打った手はじんと痺しびれたが、両手を握りしめてやり過ごし、声を張り上げた。

「無礼を、お詫わびください！」

　言うと再び、綾峰の頰を力任せに打った。

「お詫びください、今、すぐに!!」

　綾峰はただ、驚おどろいたような顔をしている。

　千樹の剣けん幕まくに、刀火も綾峰もそろって、なんのつもりかと彼女を見つめている。二人ながらに訝いぶかしみ驚いているので、内心ほっとしていた。刀火の怒いかりの色が、薄らいでいる。

「……千樹に礼を言え、綾峰。命拾いしたな」

　太た刀ちを引き傍かたわらに下げ持つと、刀火は綾峰を突つき放す。

　あの一瞬、刀火は怒りのために、綾峰を殺しそうだった。いくら理由があるとは言え、弟おとうと御み子こを殺してしまえば大変な騒さわぎになるはず。それをすんでの所で回かい避ひ出来たのだ。咄嗟のことだったが、刀火の代わりに千樹が怒おこることで、彼は冷静になれたらしい。

　しかし綾峰を見つめる目には、まだ怒りが燻くすぶっている。

「やめて、妙みような真ま似ねは。あなただって、わかってるはず」

　危険を察し千樹が釘くぎを刺さすが、刀火は微笑した。

「わかっている、姫ひめ君ぎみ。おまえの平手は、わたしにも効いた」

　と返事をすると、今度は刃のような剣けん吞のんさを纏まといながら、静かな声音で綾峰に向かって言う。

「綾峰。魔物のわたしに上東国を渡わたしたくないというならば、おまえが曉宮となるか？　いいぞ、綾峰。なるがいい。わたしは曉宮の地位に固こ執しゆうするつもりはないし、わたしよりも相応しい者があれば、その者が曉宮となるべきだ。ただし曉宮をおまえに譲ゆずるためには、おまえがわたしよりも曉宮に相応しい人間だと、わたしが認める必要がある。おまえがそうなれば、わたしは喜んで廃はい宮ぐうとなってやる。曉宮の地位も、雅近も、仮妻も、全すべておまえに譲り渡し、わたしは上かみ北のほく国こくへでも行き、魔物が荒こう廃はいさせた地で、魔物らしく生きよう。それこそ魔物らしい生きかただ。荒あれ地の上主にでもなろう」

「なにを仰おおせですか!?　戯ざれ言はおやめください！」

　雅近は我が慢まんの限界だったらしく、刀火の言葉を責めるように声をあげると立ちあがり、刀火の背に近づく。

「曉宮様。綾峰様には、死んで頂きましょう。お気の毒だが、綾峰様、心配にはおよびません。あなた様は自らの行為を羞はじて自害したということにしてさしあげますよ。そうすれは曉宮様にもご迷めい惑わくはかからないし、あなた様自身も罪を償つぐなえる」

　腰こしにある無骨な黒くろ鞘ざやからすらりと太刀を抜ぬくと、雅近は底光りする目で構えようとした。その本気の殺気に、千樹は蒼そう白はくになる。

「なにをするんですか、雅近様！」

「君には関係ないことだ、千樹姫ひめ。黙だまっているんだ」

「黙るのはおまえだ、雅近」

　刀火が、背中越ごしに叱しつ責せきした。

「曉宮様？　なんのおつもりですか？　珍めずらしくお身内への配はい慮りよですか？　如何いかがなされた、宮様。宮様が躊躇ためらわれるのならば、俺がするまでです。そこをお退どきください！　白船様のことを持ち出すなど、もはや、そこのお方には我慢がなりません！」

「黙れ、雅近！　今は、わたしが綾峰と話をしている！」

「従えません。宮様がなさらないのなら、俺が斬きります！」

「止やめよと言っている！」

　怒ど気きとともにふり返った刀火は、一歩踏ふみ出し、雅近が構えた太刀の刀身を素す手でで握りしめた。

「宮様、なにを!?」

「柄から手を放せ、雅近！　わずかでも刃が動けば、わたしの指が落ちるぞ！」

　刃は真っ直すぐに握りしめるだけでは切れない。しかしわずかに角度が変わったり引かれたりすれば、刃は肌はだを舐なめ、すっぱりと裂さく。

　刀火が握り止めた刃が動かないように、雅近は息を詰め、慎しん重ちように柄から手を放す。刀火はその刃を握りしめたまま、綾峰にふり返った。そして彼の足元に、雅近から奪うばった太刀を投げ捨てる。

「綾峰、曉宮となりたいか？」

　そそのかすように、刀火は言う。

「わたしがひれ伏ふし、おまえが曉宮にふさわしいと言えるほどに、なるがいい。そうすればわたしは躊躇いなくすべてをおまえに譲り渡す。もしくは、この太刀を拾い、わたしを今この場で殺してみろ。誰だれかの手に頼り、わたしを亡なき者にしようとするな。殺したいならば、その手で殺せ。わたしを殺せるほどに、度胸と腕があるならば見せろ！」

　綾峰は何度も、刀火と太刀を見比べた。そしていきなりだった、床ゆかに転がった太刀に飛びつくと、重そうに両手で不格好に構えながらも、刀火に向かって斬りかかってきた。

「駄目！」

「曉宮様！」

　千樹と雅近が同時に悲鳴をあげ、千樹は両手で口を覆おおい、雅近は一歩踏み出しかけた姿勢で硬こう直ちよくした。

　両手で柄を握りしめ、闇やみ雲くもに刀火に向かって太刀を突き出した綾峰だったが、刀火はその刃を簡単にかわす。太刀の重さに引きずられ、たたらを踏んでよろめき、太刀の切っ先が床ゆか板いたをがりがりと引っ搔かくほどに前のめりになった綾峰の首筋に、刀火は片手で構えた太刀の刃をぴたりと添そえた。

「無様。これが今の、おまえの真の姿だ、綾峰」

　肩かたで息いきをしながら、柄を握りしめる綾峰の両手が激しく震ふるえた。と思うと、手から柄は離はなれ、太刀が床に落ちた。そしてその後を追うように、綾峰もまた、床の上に両りよう膝ひざをついた。

「己おのれの身一つ、守れない。不用意に感情のままに口にした言葉で、わたしの怒りをかい、危あやうく殺されかけた。そしてそれを、わたしの姫君に救われた。平手二つでな。おまえには、姫君の平手ほどの思し慮りよ深さもない」

　容よう赦しやない刀火の言葉を背に受けながら、激しく息を乱し、歯を食いしばり、綾峰は顔を歪ゆがめる。目め尻じりにうっすらと光るものがある。

　刀火と綾峰は、身を守る術すべ、戦う術、すべてにおいて力量が天と地程ほども違ちがう。思慮深さも、なにもかもかけ離れている。

　綾峰の矜きよう恃じが、根こそぎ砕くだかれたのを千樹は感じた。

　ここまであからさまに力の違いを見せつけられ、罵ののしられれば、もともと脆もろい精神ならば、完かん膚ぷ無なきまでに打ちのめされる。

　もはや抵てい抗こうの気力もないと見て取ったのか、刀火は太刀を鞘に収めた。冷然と綾峰の震える背中を見おろしながら、問う。

「誰だ、綾峰。おまえに絵師の予言などという、怪あやしげな話を吹ふきこんだのは。それを教えれば、この一件は不問に付してやる」

　力なく、綾峰は首を振ふる。

「わからないのです」

　呟つぶやいた声は弱々しく、抵抗するものではない。

「わたしの宮裏の室に、文ふみが置かれていました。鬼おにの腕と引き替かえに、次期上主となれる方法を教えてやると書かれていて、指定の場所に……」

「鬼の腕？」

　思わず千樹がおうむ返しにすると、綾峰の背中が怯おびえるように、びくりとした。

「い、いいえ、それは」

「わたしの宮から鬼の腕うでを盗ぬすんだのは、おまえか」

　心底呆あきれたらしく、刀火は嘆たん息そくした。

「尤もつともありそうなことだったが、本当にそうだったとはな。あの腕を盗んで、なにかの役に立つと思ったのか、愚おろか者が。あれには魔ま力りよくもなく、ただ気味悪いだけとわかって始末に困ったのだろうが、そこへ都合良く文か。それで指定の場所でなにがあった」

「なにもありません。祭さい司し寮りようの近くに鬼の腕を入れた箱を置くようにと書いてあったので、そこへ行くと、文の箱があり。それを開けると絵師の予言が書いてあり、『綾津島の主になりたいのならば、なすべきことはわかるだろう』と添え書きが。わたしは文と文ふ箱ばこを持って帰りました。鬼の腕を入れた箱は、約束どおりそこに置いて」

　そこまでの告白で、ようやく千樹は、あの雪の中での綾峰の奇き妙みような行動の意味がわかる。

「でも翌日に、あの場所辺りで、奇妙なものが発見されたと衛え士じ府ふの頭かみから知らされたんですよね。それで気味悪くなって、あの場にご自分が行った痕こん跡せきが残っていて、なにかしらの疑いをかけられやしないかと心配になった。そうなんですね？」

　こくりと綾峰は頷うなずく。

　綾峰は鬼の腕を盗み、誰ともわからぬ者の文に誘さそわれ、それを捨てるかのごとくに引き渡した。そしてその後、その場で凶きよう事じがあったと聞き、怖こわくなったのだろう。

　自分の身にあらぬ疑いがかかっては一大事と、こっそり証しよう拠こ隠いん滅めつを図った。

　しかしあの場所に彼がいたという証拠など、何も残っていなかったはず。怯えが強いゆえに念を入れて確かく認にんし、そうしたために、千樹に見つかるという事態になった。

　臆おく病びようだからこその、失態。だが臆病だということは、生き延びるのには必要な資質だ。

　戦いくさの混乱をくぐり抜けた経験がある千樹には、わかる。臆病であれば慎重になるし、危険を察する観察眼に長たける。戦い挑いどむ力に優すぐれているよりも、うまく逃にげ切る力があるほうが、生き延びられる。だからか弱い女や子供にさえ、生き延びる機会があるのだ。

　臆病は、悪くはない。ただ使い方だ。綾峰は自分の持つ力の使い方を知らない。

「その文の送り主の見当は？」

「わかりません。本当に」

　もはや反発する気力もないらしく、綾峰はすらすらと喋しやべる。その様子は観念した者の従順さで、噓うそ偽いつわりを言っているようには見えない。

「ここで、手て詰づまりか」

　わずかに悔くやしさを滲にじませて言うと、刀火は綾峰の前に回った。そしていきなり胸むなぐらを摑つかんで、彼を引きずり立たせた。引きずりあげられた綾峰は、恐きよう怖ふで全身を強こわばらせる。

「綾峰。我妻は連れ帰る。おまえの所業は、不問に付す。そして覚えておけ。わたしを含ふくめ、わたしの身の回りの者に二度と手を出すな。好きにさせていたが、いい加減鬱うつ陶とうしい。それよりもわたしが、おまえこそが曉宮に相応ふさわしいと言えるように、考え、身を律し、おこなえ。そうすればわたしは、おまえに曉宮を譲ゆずる」

　それは脅おどし文句ではなく、教え導く言葉のようだった。それに気がついたのか、綾あや峰みねは何度か目を瞬またたき、恐怖と驚おどろきの入り交じった表情で兄あに御み子こを見やる。

「それは……刀火様……わたしには意味が……」

「曉宮に相応しいと、わたしがおまえを認めれば、曉宮の地位などくれてやる。そう言った。わたしをひれ伏せさせてみろ、綾峰。わたしが心からおまえにひれ伏せば、おまえは、どれほど溜りゆう飲いんが下がることだろうかな？」

　最後に微笑すると、刀火は綾峰の胸に、左の人差し指をとんと突つき当てた。そしてその後、胸ぐらを摑んでいた手を放した。突き放された綾峰は、たたらを踏んで背後によろけたが、倒たおれることもなく、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　刀火は転がっていた太た刀ちを拾い上げると、それを雅近に渡わたした。

「帰るぞ」

「曉宮様。今、綾峰様に仰おつしやったことの真意を伺うかがいたいのですが？」

　太刀を受け取り鞘さやに収めつつ、雅近は詰きつ問もんするように言った。

「言葉どおりの意味。だからといって雅近、綾峰を斬ることは許さない」

「なぜですか。このお方は……」

「今はどれほど情けない人間であろうとも、あれは二之御子だ。わたしに何事かあれば、国を支える柱になるべき者」

「しかし」

「くどい、帰る。千樹も参れ」

　背を向け、刀火は外へ踏ふみ出したが、それを追う雅近は背後の綾峰をふり返り、忌いま々いましげに舌打ちする。刀火の目がなければ、今すぐにでも綾峰を斬きり伏ふせそうな気配がした。

　千樹も彼らを追うために踏みだしかけたが、魂たましいが抜ぬけたように立ち尽くす綾峰が目の端はしに留まると、気の毒になった。

　彼は彼なりの正義があり動いていたのだろうが、正義や悪や、理論よりも、圧あつ倒とう的に力が違うと見せつけられて、男としての矜恃は粉々になっているだろう。

「綾峰様」

　つい声をかけたのは、彼が「白船様」という、刀火の母の名前を口にしたときの必死さが、胸に焼き付いていたからかもしれない。その名を口にして刀火を罵ったとき、綾峰の中に、気弱な小さな男の子の姿が見えた。彼は刀火の母親である白船という人を、慕したっていたのだろう。

「あなたは臆病です。けれど臆病であることもまた、良き資質です。生き残るためには、臆病さは大切なんです。良き資質です」

　それだけ言うと、きびすを返した。

「……姫ひめ君ぎみ？」

　弱々しく問いかけるような声が背にあたったが、千樹はふり返らなかった。出いで行く直前、綾峰が床ゆかの上に膝ひざをついたのが気配でわかった。彼は声を殺して泣いていた。







　妙みような薬をかがされたので、千樹の足元はおぼつかなかった。それでも置いて行かれては一大事と、刀火と雅近の背を追い庭に出る。

　磨みがかれたような半月が皓こう々こうと夜空には浮うかび、一面の雪はその明かりを反射し、松明たいまつ一つないのに、散る息が白くきらきらと凝こるのが見て取れるほどに明るい。

　東山の山中らしく、低い垣かき根ねの向こう側は冬ふゆ枯がれの森だ。のっぺりとした雪面にはその影かげが並び、枯かれ木の森を雪面にくっきりと描えがいている。

　庭先に繫つないである二頭の馬も、月の光に照らされて、雪面に落ちる影は長い。

　刀火と雅近はその二頭の馬に乗ってきたらしく、柵さくにくくりつけてあった引き綱づなを解ほどくと、二人ながら馬上の人となる。刀火が馬上から手を差し出す。

「私の馬に乗れ、千樹。おまえのような珍ちん種しゆの姫君でも、今はまだ、わたしの仮妻だ」

「心温まるお言葉を、どうもありがとう。聞く耳があるかどうかは怪しいけれど、とりあえず注意しておくと、珍種はやめて」

　げんなりしながら近寄ると、馬上に引きあげられる。馬の鞍くらにくくりつけてあった皮かわ衣ごろもを肩かたに着せかけてくれたのが意外な心こころ遣づかいではあったが、どことなく獣けもの臭くさいのに顔をしかめる。背後から千樹を包むようにして、刀火は手た綱づなを握にぎる。

「時間をとられた。飛ばす。下へ手たに喋ると舌を嚙かむから、気をつけろ」

　ここが東山の山中だとすると、馬を飛ばしても常宮までは、かなりの距きよ離りがある。皮衣を着せてもらえたとはいえ、常宮に到とう着ちやくする頃ころには、体の芯しんまで冷え切っているだろう。

「どうせなら彩遊先生の屋や敷しきに泊とまりたい。あそこなら都の端だから、常宮より近いし」

「認められない」

　にべもない返事に、目を吊つり上げた。

「わたしは餌えさにされたあげく、怖い思いもした。少しくらいそれを労ねぎらって、わたしの望みを叶かなえてくれようっていう思いやりはないの」

「ない。そもそも、今夜は七夜の内の三夜。三夜をすっぽかす仮妻が、どこにいる」

「わぁ、それは面おも白しろそう。噂うわさになるわね。今度はあなた、どんな噂を立てられるのかしら。初夜で墨すみまみれになって、二夜で灰まみれになった仮妻は、三夜には逃げ出したってことになったら、あなたは、とんでもない変態じゃないかと侍じ女じよたちが噂してくれるかもね。変へん態たいの宮みや様だわ。男色で不能と、どちらがましかしら」

　無表情な刀火の口元が、微び妙みように引きつった気がした。

「つくづく思う。その口を縫ぬい付けてやりたい気持ちを、わたしはよく、耐たえている」

「その言葉、そっくりお返しするわ」

「さっきの注意は、取り下げる。馬を走らせるが、存分に喋れ。遠えん慮りよはするな」

　言うが早いか、刀火は馬の腹を蹴けり、いきなり駆かけだした。

　突とつ然ぜんの行動が腹立ち紛まぎれであるのはわかりきっていたが、悲鳴でもあげようものなら思うつぼだと、千樹は身を縮めながらも声を吞のみこむ。

　馬は一気に、東山の勾こう配ばいを駆かけ降りた。昼間、そのあたりは人々が山やま越ごえをするらしく、雪道は踏み固められており、馬は足を取られることなく駆けた。刀火と雅近は宣言どおり、馬を全力で走らせた。頰ほおをかすめる風は斬りつけるほどに冷たく、指先と足先の感覚は、たちまち鈍にぶくなった。刀火の口から漏もれる吐と息いきも白く、背後に流れる。

　暫しばらく順調に雪道を駆けていたが、なぜか刀火と雅近の馬二頭とも速度を落とす。馬は脚あし元もとを気にするそぶりで頭を振ふり、しまいには並足になり、立ち止まった。しきりに足あし踏ぶみする。

「何事だ？」

　なだめるように馬の首を叩たたきつつ、刀火は馬の脚元へ目を落とす。千樹もつられて馬の脚元に目をやって、ほっそりした馬の脚に絡からみつくものが目に入る。

「棘とげ蔓つる紅べにだわ」

　冬枯れた山道で、厄やつ介かい者と嫌きらわれる植物だ。

　春から夏にかけて、森の木々に絡みついて繁はん殖しよくする蔓つる草くさで、その期間はこれといった邪じや魔まにならない。しかし冬になると葉を落とし、そのかわりに細かく鋭するどい棘と、棘の根元に、紅色の小さな花に似た硬かたい実をつける。蔓そのものからは水分が失われ、金色を帯びた艶つややかな色に変化し、硬く、しなやかに、ちょっとやそっとでは断たち切れぬほどの強さになる。

　それだけならよいのだが、乾かん燥そうして軽くなった蔓は根元から抜けて絡み合って、ふんわりとした玉のようになり、風に転がり、道行く旅人や馬に絡みつく。

　無理に引き剝はがそうにも蔓は強くて容易に切れず、鋭い棘が肌はだに食い込む。これが足に絡まってしまっては、そうそう動けない。刃は物ものを持ち合わせていない旅人など、雪道でこれに足を取られ、動けなくなり、凍とう死しする者もいるほどだ。

　別名、罪人の枷かせともよばれるのは、絡みついたら容易に離はなれてくれないからとも、また遥か昔には、罪人を縛しばるために用いられていたからだとも言う。

　絵札に描かれるとき、これは縛いましめの象しよう徴ちようとされ、凶きよう事じの起こった家の戸口に貼はる絵札となる。その家から悪あしきものが這はい出てくるのを封ふうじる意味を持つ。

「やれやれ、面めん倒どうだねぇ」

　雅近は大たい儀ぎそうに馬から下りると、腰こしにある太刀を抜いて、刀火の馬に近づく。しかしその前に刀火も馬を下り、自らも太刀を抜いて、雅近を押しとどめる。

「よい、わたしの馬は、わたしが。おまえは、自らの馬を」

「しかし宮様、手が傷つきます」

「かまわない。それよりも、早く宮に帰る方がよい」

　言うと刀火は、馬上の千樹に手を貸し、馬から下ろした。

「二頭の馬をなだめていろ」

　命じられ、仲良く並んだ二頭の馬の前に立ち、交こう互ごに鼻はな面づらを撫なでてやる。濡ぬれたような目で千樹を見つめてくる馬が、痛みを訴うつたえているような気がして、せっせと撫でた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。すぐに、痛くなくなる」

　馬を撫でながら、黙もく々もくと蔓を切り取っている刀火と雅近の姿を見ていると、先刻、綾峰が口にして、雅近が激げき怒どした「白船」という、刀火の母親の名前を思い出す。

　美しい名前のその人は、刀火に似ていたのだろうと思う。刀火の父である上主も、それなりに整った容よう貌ぼうではあるが、刀火ほど浮き世離ばなれした美び貌ぼうではない。

　おそらく刀火の美貌は、母譲ゆずりだ。

　真冬の夜。月の位置からすると、さして深い時間ではない。皓々と輝かがやく月は、綾峰の別べつ邸ていからここまで、ずっといつまでも付いてきて、二頭の馬と三人を照らし、背後に長い影を落とさせる。あまりの月の明るさに、千樹は寒さに身を縮めながらも、

「天あま月つき大のおお神かみは、天あま日ひの大おお神かみの光を反射するだけの存在なのに、これほど明るく輝けるのが不思議。白くて、綺き麗れい」

　思わずそう呟つぶやいたのは、白い世界を照らす白い月光の美しさに惚ほれ惚ぼれしたから。それは完かん璧ぺきに独り言だったが、

「月の光は好きではない。月の光は人を狂くるわせる。わたしの母がそうだった。月夜は特に、調子を崩くずしたと聞く」

　素っ気なく答えたのは、刀火の声だ。驚おどろいて、千樹は馬の脚元を見やった。刀火が、馬の前脚の蔓に手をかけている。彼がちらっと顔をあげたので目が合う。しかし珍めずらしく彼の方から視線をそらし、また手を動かす。

「気になっているのではないか？　綾峰が口にしたこと」

「それは……」

「別に隠かくし立てしているでもなく、常宮では周知のこと」

「曉宮様」

　雅近が遮さえぎるように呼ぶが、刀火は無視した。

「わたしの母は、父、上主の仮妻になる前は、北きた山やまの神しん殿でんに仕える巫み女こだった。その巫女を見み初そめた父は、貴族の養女として体てい裁さいを整えて仮妻にした。彼女が望んでそうなったかどうかは、確かめようがない。だが神殿に仕える巫女が、上主、その当時は曉宮か、それに望まれて拒きよ否ひする術すべはないだろう」

　綾津島に根を下ろす国には必ず、二柱の大祖神を奉たてまつるための神殿がある。

　神殿は必ず都の北側に位置し、それを建築し、存続の費用をまかなうのは上主である。

　だが神殿は常宮と違ちがい、上主の所有ではなく神の所有とされる。よって神殿は諸事において独立しており、そこに仕える神職や巫女もまた、上主の臣下の扱あつかいではない。

　神殿の巫女となれば、神職が神に伺うかがいを立てて選び出した、霊れい力りよくの高い乙おと女めだ。それを仮妻にしたというのも驚きだが、そうやって熱望させるほどに、刀火の母は上主の心を捉とらえたのだろう。刀火の美貌が母譲りであるとすれば、さもありなんだが。

「横暴な振る舞まいだが、父上主は誠心誠意、母を慈いつくしみ大切にした。父上主がことにわたしに目をかけるのも、わたしの中に、母の面おも影かげを見るからだろう」

「それならば、お母上様はお幸せだったのではないの？」

「ただ、父上主に愛されるだけであれば、幸せだったかもしれない。だが母は身ごもってしまった。そしてわたしが生まれた。生まれた赤子の瞳ひとみの色を見た母は、酷ひどく怯おびえ狂きよう乱らんした。巫女であった女だ。赤子の中にあるものに、感づいたのかもしれない。以降、わたしは母とは別の場所で育てられた。母に抱だかれた記き憶おくはない。だが七つの年に、母という者に会ってみたくなった。わたしは密ひそかに宮裏に忍しのび込み、母に会った。会った瞬しゆん間かん、わたしにはその女が母とはわからなかったが、向こうはわかったらしい。『化け物』と悲鳴をあげて、逃にげ出した。そしてそのまま蓮はす見み池いけに飛びこんで、果てた。それで終わりだ。侍女などは事の顚てん末まつを情じよう緒ちよたっぷりに語るが、目まの当たりにしたわたしから言わせれば、なんともあっけなかった」

　淡たん々たんと語られるには痛々しすぎる過去だったが、そうやって語る以外に方法はないのだろう。

　雅近の耳にも聞こえているだろうが、彼は諦あきらめたように、知らぬふりをして黙々と蔓を取り除いている。

　幼い頃ころから、彼はそうやって、己おのれが抱かかえるものを薄うす々うす感じてきたはず。

　十七歳の千樹とて、成る絵をものする力と、描えがきたい衝しよう動どうが魔ま物ものに近いものだと突つきつけられれば、自身の気味悪さに困こん惑わくし、怯えている。それが幼子の身であったならと思うと、胸を絞しぼられるような痛みを感じる。

　七歳の彼は、その時なにを感じたのか。化け物と呼ばれ、この世からすら逃げ出した母親を目の当たりにしても、呆ぼう然ぜんと、泣くこともできず、ただ立ち尽つくしていたのかもしれない。

　作業が終わったらしく刀火は立ちあがり、太た刀ちを腰の鞘さやに戻もどしたが、手は棘で傷つき、指先や手の甲こうに血が滲にじみ、赤い筋が細く流れていた。彼は美しい無表情のまま、雪の景色の彼方かなたを見み据すえ、血の流れる指先を口元に近づけて軽く舐なめる。

　常にこうやって平然と振る舞っている彼の胸の内には、なにがあるのか。

　刀火は先刻、綾峰に向かって、曉宮を喜んで譲ると言っていたが、あれは本心からの言葉に聞こえた。そんな言葉を口にするからには、それなりの思いが彼の中にはあるはず。

　彼は魔ま王おうの種を抱えて生き延びようとしてはいるが、けして曉宮の地位に執しゆう着ちやくしているわけではない。確かに彼は以前、上主となることを義務だ、とだけ言っていた。逆に彼の口ぶりからすると、曉宮であること自体、彼は望んでいないのかもしれない。しかしそれは彼が生まれながらに背負った義務であるから、その地位にあり、そしてそれに相応ふさわしくあろうとしているだけかもしれない。

　もし刀火自身が、自分の他ほかに曉宮に相応しいと認める者が出現すれば、彼は、本当に身分を捨て、ふり返りもせずに荒こう野やへ旅立ちそうな気がする。

「あなたは、自分が曉宮に相応しくないとでも思ってるの？」

　問うと、

「相応しいと言えるか？」

　と、質問で返された。

　緑の瞳を持つ上主は、名君となる素質があるという。だがそれも確証はない話で、過去の例から鑑かんがみるにそうなるだろうという推測に過ぎない。そう考えると、国を滅ほろぼすかもしれない魔王の種を抱えた者が曉宮、次期上主としてあり続けるのは国にとってどうなのか。

　屛風びようぶ絵えが封ふう印いんされ、魔王の種を持つ者を魔王に育てる鬼おには封じられた。だが今もまだ、なぜか刀火の中にある魔王の種は、蠢うごめく。

　こんな危あやういものを抱える人間が、果たして、曉宮として相応しいか。そう問われれば、千樹とて迷う。

「あなた様以外に、曉宮に相応しい方はいないですよ。何を今いま更さら、仰おつしやっておいでで？」

　雅近も作業を終えたらしい。太刀を腰に戻しつつ立ちあがり、傷ついた己の手をひらひらと痛そうに振ふりながら、冗じよう談だんめかして肩かたをすくめる。

「おまえは必ず、そう言う」

「当然です。俺はあなた様が曉宮であるからこそお仕えしていて、あなた様以外の曉宮様にお仕えする気はないですからね」

　刀火は微かすかに笑い、そして気まぐれのように、物思いに沈しずんだ千樹の冷たい髪かみに触ふれ、雅近に聞こえないような微かな声で囁ささやいた。

「おまえは答えないな、千樹。お利口で、慎しん重ちよう。そして正直者だ」

　見み透すかしたような言葉に返事出来なかったのは、本心から、迷ったからだ。曉宮として、魔王の種を抱えるものが相応しいか、否いなか。

　刀火は馬の背にまたがると、手を差し出す。

「乗れ」

　馬の背に乗ると、切断された棘とげ蔓つる紅べにが雪面に散らばっているのが目に入った。深しん紅くの硬かたい、花のようにも見える小さな実が点々と、血の滴しずくのごとく落ちている。

　──誰だれかが流した、血の涙なみだのようだ。

　血の涙を流すのは、枷かせで縛いましめられる罪人か。







　真夜中を過ぎる前に、曉宮に辿たどり着いた。

　侍じ女じよたちは、刀火に連れられて戻ってきた千樹を見て、心から気の毒そうな顔をした。三夜が嫌いやで逃げ出した千樹を、刀火が連れ帰ったかのように見えたらしい。

　三夜の衣装は蘇す芳おうと白の二枚の袿うちきと、下の薄うす衣ぎは深紅。一番上に羽織る袿の裾すそには、蘇芳の色味を引き立てるように、金と銀の蔓つる草くさの模様が刺し繡しゆうされている。さらに髪全体に、色とりどりの小さな珠たまを絡からませ、飾かざられた。それは七色の光の中をくぐり抜ぬけた痕こん跡せきのよう。

　昨夜ゆうべよりも鮮あざやかな色を纏まとい、千樹は刀火の前に出た。

「今夜もいいね、千樹姫ひめ。鮮やかで、脱ぬがし甲が斐いのある衣装だな」

　廂ひさしに控ひかえる雅近が、軽口を叩たたく。さすがに昨夜の騒そう動どうの後なので、七夜の香こうは、簀すの子こへ出してあったが、すきま風で微かに甘い香かおりはする。

「いつもながらの生々しいご冗談、ありがとうございます。むらむらと、絞しめ殺したくなりますが、我が慢まんします。けれど……なんだか三夜の雰ふん囲い気きではないですけど」

「いやいや、早々に退散するで、お気になさるなよ、姫君」

　からからと笑って手を振ったのは、うんざりした刀火の顔も知らぬげに、にこにこしている幻繕だ。

「わたしの七夜を邪じや魔まして、それほど楽しいか？　御法？」

　冷え切った口調と視線を向けられると、幻繕はにやりとした。

「よくもまあ、どの口が言うのじゃ、宮よ。聞きましたぞ、曉宮に絵師を抱える件。千樹姫も名乗りをあげられ、絵師として抱えれば、七夜は中止すると？　やはり本気で仮妻を置くおつもりなど、ないということ。仮妻云うん々ぬんは、姫君を抱えておくための方便だったのでございましょう。なぜそのようなことを」

「御法のような、鬱うつ陶とうしい輩やからを寄せ付けないためだ」

「しかしなぜに、それを止められると？　そこは宮らしくないご判断じゃな。無む理り矢や理りにでも姫君を、仮妻になさるかと思ったが」

「姫君に、身売りをさせる気かとすごまれた。それだけのことだ」

「ほぉ、なるほど。なるほど。姫君、絵師として抱えられるようにと、祈いのっておりますぞ。わしとて姫君の描く絵が、どのように使えるのか、興味がありましてな」

　室の隅すみにある円座わろうだに座りながら、千樹は眉まゆをひそめる。

「幻繕様も、わたしを道具扱いしたいらしいですね。けれど、なんでこんな夜よ更ふけにいらしたのですか？」

「雪中で宮が拾われた言葉がらみは、綾峰様が怪あやしいと昼間に聞かされておったでな。綾峰様に動きがあったかと、確かく認にんに来たのみじゃよ。宮の読みが当たって、雪の中で拾った『描く魔ま力りよく』と『予言』の言葉は、綾峰様の声であったとお聞きし、さらに鬼の腕うでを盗ぬすんだあげくに、何者かに渡わたしてしまったことも聞いた」

「幻繕様のほうは、なにか収しゆう穫かくがありましたか？」

「特にはない。ただ宮の異変が、あれきり起こっておらぬのが、幸いじゃて」

　言うと幻繕は立ちあがり、懐ふところを探さぐると参さんを取り出した。それを指に挟はさむと、「参・親しん」と鋭するどく唱え、宙に投げあげた。紙人形は天てん井じよう近くでくるりと回転し、すうっと空気に溶とけるように消えた。

「見張りはつけさせてもらいますぞ、宮よ。いつ何なん時どき、異変があるやもしれませんでな」

「事後承しよう諾だくだな。だが、かまわない。好きにしろ。御法。鬼の腕の気配は、探れたか？」

「駄だ目めじゃな。どんな法術をもってしても、さっぱりわからぬ。宮はどうじゃ」

「同様だ。わたしでも探れない、気配はない」

「宮に影えい響きようを及およぼすほどに強い魔力がありながら、なぜに、これほど気配を消せるか。謎なぞじゃ。このようなこと経験がない。一ひと筋すじ縄なわでは、いかぬかも知れぬて」

　脇きよう息そくにもたれて頰ほお杖づえをついていた刀火は、そこでちらりと笑って自分の師を見あげる。

「だからわたしに、見張りの参をつけたか。それほどわたしが危ういか？」

「おお、危ういであろうなぁ。まあ、かりそめの三夜、お楽しみなされ。姫様とともに、双六すごろくでも、加か留る多たでもしてのぉ」

　幻繕がひょこひょこと出て行く後ろ姿を見送って、千樹はわずかな焦あせりを感じる。

　──なぜ、鬼の腕が見つからないの？

　屛風絵の向こう側にいた鬼の気配すら、刀火は、法術など使わなくとも感じ取っていた。

　なのに今、成る絵を通して刀火に影響を及ぼすほどに魔力を強めた鬼の腕の気配が、なぜ誰にもわからないのか。どうやって鬼の腕はその魔力を増し、そして隠かくれ果おおせているのか。

　一筋縄ではいかないと、幻繕は言った。

　確かにそのとおりなのだろう。だから幻繕は参を使って、刀火に監かん視しをつけた。

　原因も理由もわからず、解決方法もわからない。それで刀火の魔ま王おうの種が蠢くようなことになれば、また幻繕は刀火に刃やいばを向けるだろう。

「やっぱり御法は、殺しておいた方がいいのじゃないですかねぇ、宮様」

　相変わらず恐おそろしいことをけろりと言って、雅近は頭の後ろに手を組んで天井を見あげる。

「こちらに刃を向ける覚かく悟ごになるまで、御法はわたしの味方だ。役に立つ」

「厄やつ介かいな御お味方で」

「昔からだ」

　刀火はすらりと立ちあがり、寝しん所じよに踏ふみこんだ。

「疲つかれたので、寝ねる。二人は好きなようにしろ」

　ばさりと御み簾すが下ろされた寝所を見て、千樹は啞あ然ぜんとした。

　──三夜の仮妻を、完全放置。

　実際は形だけだから、いいのかもしれない。しかしこんな格好をしている自分が、間ま抜ぬけに思える。雅近をふり返ると、彼も困ったような顔をしたが、すぐに嬉うれしげに目め尻じりを下げる。

「好きにしろってさ、千樹姫。とりあえず、袿を脱がしていい？」

「双六がいいです」

「袿を」

「双六です！　探してきてください！」

　腹立ち紛まぎれにびしっと指を突つきつけると、その勢いに恐れをなしたように、雅近は半笑いで「探してきますよ、姫君」と言って、出て行った。

　御簾の下りた寝所を見やり、千樹は誰にも聞こえないようにため息をつく。

　早々に寝ると宣言した刀火は、いつもよりも憂ゆう鬱うつげだった。それは東山で綾峰と対たい峙じし、その流れで母のことを千樹に語ったのが原因だと思えた。だからといって慰なぐさめるのも白々しいし、あえて触れるのもよくない。だけど放置しておくこともできない。

　あれこれ考えていたが名案は浮うかばず、そのことに苛いら々いらし、自分が刀火のことについて苛々していることに腹が立ってくる。いつもは散々嫌いや味みを繰くり出してくる彼なのだから、こんな時こそ八つ当たりでもしてくれればいい。なぜ千樹が悶もん々もんとしなくてはならないのかと、むかむかして、とうとう千樹は足音も荒あらく寝所に近づき御簾をめくりあげると、怒ど鳴なりつけた。

「ちょっと！　わざわざこんな姿をさせられているわたしを、放置なの!?　わたしが馬ば鹿かみたいじゃない」

　結局、こんなことしか言えない。

　こちらに背を向けて横になったまま、刀火はうるさげに答える。

「どうして欲しいと？　また灰でも被かぶりたいのか？　それともそんな格好をしているからには、本気で可愛かわいがって欲しいという意味か？」

「可愛がっ……なんてこと言うの!?　わたしが希望してるのは、双六よ！」

　真っ赤になりながらも、腹立ち紛れに夜具を引っぺがす。さすがに刀火もうんざりしたように起き上がった。

「おまえは、なぜそう、やることが野や蛮ばんなのだ」

「双六してよ」

　赤面しているので甚はなはだ迫はく力りよくには欠けたが、それでも千樹は胸を張って要求した。

「まあ、いい。つきあってやる。眠ねむらなければ、声を聞かずに済むだろう」

　その呟つぶやきを聞きとがめ、千樹は眉まゆ根ねを寄せる。

「声？　眠らなければってことは、夢の中でなにかの声が聞こえるの？」

　不安が胸をよぎる。行方ゆくえの知れない鬼おにの片かた腕うでの力が強くなっているのならば、刀火の夢の中に囁ささやきかけることくらいはやりそうだ。それで刀火にどんな影響があるのか。

「おまえが気にすることではない。それよりも、双六でいいのか？　今なら、可愛がってやれないこともないが」

「心の底から双六がいいです！」

　顔中口にして喚わめくと、刀火は声を殺して笑いながら立ちあがった。

　その夜、刀火は明け方まで双六につきあってくれたし、雅近はわりと楽しんだらしく、生き生きしていた。千樹は刀火と雅近に勝つことに執しゆう念ねんを燃やし、二人を三度連続で出し抜ぬいて一番あがりを果たしたときに、狂きよう喜きの声をあげ、二人に白い目で見られてしまったが、勝利したので満足だった。







　双六三ざん昧まいで三夜はつつがなく終わり、三夜にして初めて、衣ころもを汚よごさず朝を迎むかえた。

　侍じ女じよたちは想像の余地がなくて、さぞがっかりしたことだろうと千樹は内心ほくそ笑えんだが、朝あさ餉げの膳ぜんに向かおうとしていると、澄すまして室を出て行った侍女たちの話し声が聞こえた。

「昨夜は、なにもなさらなかったのねぇ。つまらないわ」

「なに言ってるの、室の中から姫ひめ様の笑い声だか泣き声だかが聞こえて、しかも高月様のお声まで聞こえたらしいわよ」

　当然だろう、なにもやましいことはないと、千樹は朝餉の膳に向かって箸はしを手にしたが、

「高月様は廂ひさしで控ひかえていらしたのに、真っ最中に中に踏みこまれたの？　それでお三人で、なにをなさった!?」

　下世話な方向に話が転がる気配に、千樹の汁しる椀わんに伸のばした手が止まる。

「いゃあねぇ、あなた。それはそれ、お三人で楽しみようがあるのではないの？」

「まあ！　お三人のお楽しみって、なにをどうするのかしら!?」

　三人で楽しんだのは双六ですと、簀すの子こに飛び出して喚きたくなったが、侍女たちはきゃあきゃあとはしゃぎながら宮から出て行ってしまった。

　とりあえず、なにをやっても、この曉宮での七夜は変態行こう為いに結びつけられるらしいと悟さとり、千樹は肩かたを落としながら朝餉に手をつけた。

　そうして朝餉を済ませ、茶を一服飲んでいると、雅近がやってきた。祭司寮りようから使いがあり、千樹が呼ばれているらしい。

　二日後に控えた、曉宮のお抱かかえ絵師選定を、どのような段取りですすめるか説明があるということだった。千樹はまた、衛え士じの一人に案内されて祭司寮に向かった。




　　　　○




　昨夜刀火は、千樹の双六につきあったおかげで、明け方にすこし眠った程度で目覚めた。

　睡すい眠みん時間が短かったので、夢の中であの怪あやしげな声を聞くこともなかった。

　千樹が祭司寮に呼ばれたと雅近から報告を受けながら、刀火は天井に視線を向ける。

　格ごう天てん井じようの格こう子しの一つに、ぴたりと張りついている白い紙人形が見えた。うっすらと白ぼけているので、おそらく、法術士の修しゆ業ぎようをしていない者には見えないのだろうが、それは間ま違ちがいなく、幻繕が放った参だ。天井からじっと刀火を見おろすそれは、幻繕の視線そのものの威い圧あつ感かん。

　──鬱うつ陶とうしいことだ。早く、鬼の腕うでを見つけないことには。

　眉まゆをひそめつつ、刀火は、雅近が喋しやべるのをほとんど聞き流していた。

　──だが気配が全く摑つかめないものを、どうやって探すか。

　幻繕も言っていたが、刀火に影えい響きようを及およぼすほどに力を強めている鬼の腕の気配が、なぜ摑めないのかが不思議だ。強い力を持っているものであれば、必ず法術で探さぐれるはず。それが探れないのは、なんらかの方法で、巧こう妙みように隠れているからだ。

　探し出すのは至難の業わざ。鬼の腕が、何かを仕し掛かけてくれない限り、尻尾しつぽは摑めない。唯ゆい一いつの手がかりは、千樹が描えがいた鬼の腕が見せた、奇き妙みような動きか。あれは何を意味していたのか。

「まさか、本気じゃありませんよね、曉宮様」

　咎とがめるような強い口調で雅近に言われ、刀火は正気づき、目の前に座る忠臣に目を戻もどす。

「なにがだ？」

「千樹姫を絵師として抱える機会をお与あたえになられたこと、本気ではないですよね？　姫君を納なつ得とくさせるために、やらせているだけなのでしょう？　本気で絵師として抱えようとは思っておられないでしょう？　仮妻として宮に置く方が、ずっと確実です。仮妻にしてしまえば、曉宮様の他ほかには、姫君に触ふれる権利すらないのですから」

　雅近は、千樹を絵師として抱えることに関しては反対のようだ。千樹の力を利用しようとするのであれば、仮妻として誰だれも手出し出来ないようにしておけば、便利なのは確か。

「前にも言ったはずだ。姫君に身売りさせる気はない。もし千樹が純鉄よりも良い絵を描き、賢夕も認めるならば、絵師として抱える。七夜を中止する」

「身売りさせればよろしいのでは？　姫君の誇ほこりを、斟しん酌しやくしてやる必要はないはずです。なぜ宮様は、配はい慮りよされるので」

「千樹は桜の屛風びようぶ絵えを封ふうじた。その功に報むくいるのに、なけなしの矜きよう恃じくらいは守らせてやる機会を与える。それだけだ。反対か？」

　雅近は、納得しかねるといったふうに首を振ふった。

「姫君の功は俺も認めますよ。俺も最初は、おしゃべりする筆と思ってましたが、それなりに認められるところもあるので、そこそこ人間扱あつかいはしているつもりです。だからこそです。姫君のあの力は、いずれ曉宮様の役に立つ。もし千樹姫が絵師の口伝にある千花の者になるのだとすれば、姫君は必ず、宮様の仮妻とするべきです。功あり、力に期待するからこそ、俺は姫君をこの宮に縛しばりつけるのを勧すすめます」

「口伝？　おまえも綾峰と同じか？　あのような不確かなものに、踊おどらされるとは意外だな」

「半信半疑です。ですが、わずかなりとも可能性があるならば、それをむしり取りに行くべきです。宮様が、綾峰様に妙みようなことを言われたから、なおのことそう思いますね」

「妙なこととは？」

「宮様が綾峰様を曉宮として認めれば、曉宮の地位を譲ゆずると仰おつしやった。あれも本心で仰ったわけではないですよね」

　責めるような視線と声に、雅近の怒いかりを感じる。彼は幼い頃ころから刀火に仕え、刀火の地位と命を守り続けている。それは彼に、呪のろいのように植えつけられたもの。刷り込まれた思いは、容易には消えない。周囲からの策略によって、彼はそのように仕向けられていた。そして雅近がさらに、常とは異なる執しゆう着ちやくを刀火に見せるのは、彼が幼い頃に亡なくしてしまった双ふた子ごの兄のせいもあるのだろうと、刀火は思う。

「本心だ。全すべて」

「曉宮様、そのようなことは」

「わたしの思いだ。だから、変えようもないこと。千樹には機会を与えるだけだ、それだけのこと。千樹が認められなければ、七夜は続けられ、わたしの仮妻となる。千樹次し第だいだ。綾峰のことに関しても、そうなればという可能性の話。邪じや魔まをすることは許さない、いいか雅近」

　雅近は押し黙だまった。刀火は立ちあがり、几きち帳ちようの向こうへ入った。







　六花　正と邪の花々




　祭司寮に到とう着ちやくすると、火ひ桶おけのある、ほどよく暖まった廂ひさしの間に案内され茶が出された。

　蔀しとみは一部が開かれて明るさと空気を取り入れていたが、その前に几帳が立てられているので、寒風が直接肌はだを刺さすこともない。

　ぬくぬくとした暖かさに気持ちが緩ゆるむ。空気には墨すみをすった時の、辛からいような爽さわやかな香かおりが含ふくまれているし、建物内から琵び琶わを調ちよう弦げんする音がずっと聞こえている。

　通された建物は、常宮お抱えの絵師や楽師たちが詰つめている場所のようだ。

「ああ、来たのか」

　微かすかな琵琶の音に耳を傾かたむけていると、簀子の方から純鉄が入ってきた。ゆるく巻いた紙の束を、両りよう腕うでいっぱいに抱えている。

「やはり、曉宮様のお抱え絵師に名乗り出るのは、おまえと俺しかいないらしいな」

「まあ、さもありなんよね。あの人の曉宮としては常識外れな行為の数々と、先の、魔ま王おうの種の一件が広まってるでしょうから」

　茶に口をつけた千樹の前に、純鉄は腰こしを下ろしつつ、首を傾かしげていきなり訝いぶかしげに問う。

「ところで、聞きそびれてたんだが。おまえ、本当に曉宮様と七夜の最中なのか？」

　率そつ直ちよくすぎる質問に、むせかえって茶を吹ふき出してしまう。

「なんてこと訊きくの!?」

「曉宮様がそう仰ったから、そうだろうとは思うんだが。でも、絵師になれば七夜を中止するってのはおかしな話だ。しかもおまえみたいな奴やつを、あの麗うるわしい宮様が仮妻にしたいと本気で思うはずはないし。本当のところ、どうなんだ？　七夜を過ごしているのか？」

「はは……よかったわねぇ、わたしが今のところ、形だけの七夜を過ごしてるだけで。本気の七夜を過ごしている姫君にそんなこと訊いたら、ひっぱたかれるわよ。あの人はわたしが描く成る絵の魔ま力りよくに興味があって、利用出来るかもしれないから、自分の側そばに置いておけるように、形だけ七夜を過ごしているのよ」

「やはり形だけか。納得した」

「すんなり納得するのが、ちょっと腹が立つわね」

　横目で睨にらむが、純鉄はにこにこと笑え顔がおで、謎なぞは解けたと言わんばかりのすっきり顔だ。

「なるほどな、それでか。絵師として抱えられなければ、形だけの仮妻にして、おまえの成る絵も手元に置いて利用出来る、と」

　そこまで口にして、純鉄の眉まゆ根ねが寄った。

「待てよ、それはよく考えると酷ひどい話じゃないか？　おまえにとって」

「ああ、そうなのよ！」

　いきなり盟友をみつけた気分になり、純鉄に詰め寄った。

「あの人は結構、かなり、ものすごく、酷い人よ！」

「だが曉宮様が本当に抱かかえたい絵師がおまえなのであれば、俺は最初から可能性がないのか？　曉宮様が俺を選ぶ事はないのじゃないか？」

「安心して。その点、あの人は厳しいから。曉宮の絵師として相応ふさわしいと、周囲が認め、自分が認める者でなければ、正式に絵師としては抱えないと釘くぎを刺されているもの。まあ、当然なんだけど。常宮お抱えという、正式な立場を用意するのだからね。わたしがあなたより劣おとっていたり魅み力りよくがない絵を描けば、容よう赦しやなくわたしは、仮妻扱いのままよ」

　うんざりしながら、千樹はため息をつく。

「でも純鉄は本当に、あんな酷い人のお抱え絵師になりたいの？　知っているわよね、魔王の種のこと。怖こわくないの？」

「魔王の種は封じられていると聞いたぞ。しかも常宮お抱え絵師ともなれば、禄ろくもかなりもらえるし、貴族並みの生活ができる。それにあの曉宮様のお側に仕えるのは、なかなかいいと思わないのか？　他の絵師連中は曉宮様のお姿を直接目にしていないから、腰が引けるんだ。あのお姿を見て、おまえは何も感じないか？　魔王の種を抱えておられるというが、それだからこそなのか、俺には他のどんな麗しい方々よりも、その姿に惹ひきつけられる。やってはいけないことだが、描えがいてみたくなるような、そんな感じだ」

「よくわかる。なんていうか、誘さそわれるような感じ」

　純鉄は千樹に人差し指を向けると、声を弾はずませた。

「それだ！　曉宮様には誘われるんだ。白紙の上に描き取って、捕つかまえたいような」

「そうよ！　頭に来るんだけど、なんだか誘われてしまう！」

　千樹の声も、純鉄に巻きこまれるように明るくなる。

　意地が悪くて噓うそつきで、口を開けば腹が立つことしか言わないのに、彼の物もの憂うげに脇きよう息そくに寄りかかる姿や、端たん麗れいな横顔を見ると、それを白紙の上に写しとりたい衝しよう動どうでうずうずする。

　千樹も純鉄も同じように、刀火の姿に惹きつけられるものを感じている。それは絵師が持つ、感性だろうか。描きたいという衝動を引き出すなにかが、刀火にはあるのかもしれない。

　人を惹きつけるのは、生まれながらにして国の頂点に立つ定めを背負った者の特質か。

　そう思った時、刀火の言葉がふと耳に蘇よみがえる。『相応しいと言えるか？』と問う声。

　刀火の中には危あやうい魔王の種が有り、今も原因不明で蠢うごめいている。それを抱える人物を果たして、上主に据すえていいのだろうか。

　雪の東山で刀火に、彼が上主に相応しいと思うかと問われて以来、千樹はそのことがずっと気になっている。自分自身が答えを出せないことがもどかしい。

　──迷う。正直。

　幼い頃に身に染しみて知った戦乱の恐おそろしさから、千樹は嫌いやでも慎しん重ちようになる。刀火自身すらも、己おのれが上主に最も相応しいと言っていない。

「あの誘われる感じはなんだろうなぁ」

　天てん井じよう付近に視線を彷徨さまよわせ、純鉄は空間に、なにかを思い描くような目をする。

「わからないけれど、描きたくなるのは確かよね」

　刀火が上主になるべき人物なのか、否いなか。迷いながらも、やはり描きたい衝動をかき立てる魅力は否定出来ない。

「わたしも、あの人の姿は描いた。もっと描きたいと思って、ここに来てしまったし」

「描いたのか？」

　彷徨わせていた視線を千樹に戻もどし、目を丸くして純鉄が問うので、慌あわてて手を振ふる。

「禁きん忌きのことを心配してるなら、大だい丈じよう夫ぶ。点てん睛せいをさせないように自分を抑おさえた。こんなことは、聞かされるのも嫌かもしれないけれど。邪じや道どうの者ならではかもしれないから」

「それは邪道とはまた違ちがうと思う。まだ賢夕先生はおいでにならないな……」

　ちらっと、純鉄は簀すの子この方を気にした。そして抱えていた紙束を床ゆかに置くと、その中の一枚を引っ張り出した。そして両手でそれを広げ、目顔で見ろと合図する。

「あ……綺き麗れい」

　白紙の中に描かれているのは、すらりとした黒の狩かり衣ぎぬを着た男の後ろ姿。その肩かたの線や、全体の佇まいで、それが刀火の後ろ姿なのだとわかる。

「これ、あの人ね」

「俺が描いた。昨日、曉宮様にお目にかかって、我が慢まん出来ずに昨夜ゆうべ、描いてしまった。人に似たる者の姿を描くことは禁忌だ。けれど、でも、……後ろ姿ならばまだ、点睛の危険がないだけに、かろうじて可とされているしな」

　可とされていると言いながらも、声をひそめて周囲を気にするのは、それがやはり禁忌に近いことだからだ。

　その絵はぴたりと紙の上に張りついて、線の一本も動かない。細く繊せん細さいな線せん描びよう筆ふでで描かれた流れるような衣ころもの線が、美しい。首筋の後おくれ毛も、まったく動いていないのに、風にそよいでいるような軽かろやかさがある。

　動かない。成っていない絵。しかしそれは成っていないからこそ永遠に変わらず、静せい寂じやくに満ちていて、ささくれだった心を慰なぐさめるほどに落ち着いていて優やさしい。

　成らない絵の、美しさというものがある。

　それに心を満たされ、千樹は陶とう然ぜんとするとともに、己の成る絵と心の中で比べていた。

　成る絵には動きがあり、人を魅み了りようしつつも、どこかにぞっとするような雰ふん囲い気きがあるものだ。

　成る絵は、躍やく動どうする炎ほのおの美しさを秘ひめる。

　成らない絵は、しんと静まった水面のように、静寂の美しさを秘める。

　どちらも同じ絵であり、どちらも美しいのだが、絶対的に違うもの。

　成る寸前の完成度で、美しく、まとめ上げる方法。千樹にはそれが、わからない。純鉄にはそれがわかっているが、彼は逆に、成るほどの完成度がいかなるものか、わからない。

「美しいわね。正道の絵師の絵は、人の心を慰めてくれるみたい」

　言うと、純鉄は照れたようにさっと紙を巻き戻す。

「誰だれにも言うなよ。特に賢夕先生には。先生は絵師の掟おきてを守ることに関して、ことにお厳しい方なんだ。俺が人の絵を描いたと知れば、ご自分の教育が悪かったと落らく胆たんなさるかもしれない」

「好きなのね、先生が。賢夕先生とお話ししたけれど、とても厳しそうな人なのに」

「先生は厳しいさ。でもその厳しさがあるからこそ、俺は先生を尊敬してる。あれほど自分にも他者にもお厳しい方はいらっしゃらない。馴なれ合い、優しくするのは簡単だけど、厳しくするのは大変なことだから、その姿勢を持ち続けている先生は凄すごいと思う。俺は、先生のような絵師になりたい。先生が描かれる絵を見たことがあるか？　俺は、先生が描いてくれた菊きつ花かが忘れられない。今も多分、俺の生まれた家の裏に、残ってるはずなんだ。先生の厳しさがあるからこそ、あれほど凜りんとした絵を描けるのだと思う」

「はず？　家に帰ってないの？」

「帰らないさ、誰もいないんだから。祖ば母あさんと暮らしてたけど、死んだ。真冬で、花の一本も供えてやれなかったのに、賢夕先生は祖母さんの墓の石に、菊花を描いてくださった。あの絵は、ずっと変わらずに咲さき続けてくれることが嬉うれしかった。墓石の上に簡単な屋根をこさえて、雨風はあたらないようにした。けど、もしかしたら薄うすれてるかもしれないな」

　ゆるい筒つつ状じように巻き戻した紙を、純鉄はなんとなく愛いとしげに抱え、かつて過ごした家に思いを馳はせるように、ぽそりぽそりと話した。

　成らない絵には、変わらないという優しさがあるのだろう。どんどん変わっていく現実を切り取りながらも、その一いつ瞬しゆんだけは永久に変わらない。

　成る絵は、その一瞬を切り取っても、現実と同様に容赦なく動き変わる。下へ手たをすれば、現実にまで影えい響きようを及およぼす。魔ま力りよくを秘めて美しいが、成らない絵のような優しい穏おだやかさがない。

「来たかね、千樹姫ひめ。呼び出しておいて、待たせて悪かった。上主様からのお召めしがあってな」

　渋しぶみのある声とともに、賢夕が簀子の方から室に踏ふみこんできた。純鉄ははっとしたようになり、巻紙を己の背後に押しやって頭をさげた。千樹も頭をさげたが、すぐに顔をあげる。

「いいえ。純鉄から、いろいろ話を聞けたので、退たい屈くつしませんでした。賢夕先生は、純鉄のお祖母さんのために菊花を描かれたんですね」

「寂さみしげだったから、描かせてもらったまで。それだけのこと」

　厳しい表情のままむっつりと答えるが、けして嫌な感じはない。彩遊のように始終笑え顔がおではないが、賢夕もまた、思いやりのある人なのだろうと思う。

「二人に、二日後に行われる、曉宮様お抱えの常宮絵師の選定について、伝える。これは正式な通達である、心して聞くように」

　威い厳げんに満ちて告げられた言葉に、千樹も純鉄も居住まいを正す。

「名乗りをあげた絵師は、純鉄、千樹。二名である。曉宮様と、主しゆ一いち位い絵え師したるわたし、双そう方ほうが一いつ致ちし、相応ふさわしいと認めた者を常宮絵師とする。もし曉宮様とわたしの意見が割れた場合は、二名とも不相応という判断」

　意見が一致しない場合は常宮絵師は選定されない。ここにもう一人判断する者を加え、多数決で決めようとしないところが、常宮の厳しさ。

　絵師の腕うでを的確に見み極きわめる主一位絵師と、絵師を必要とする曉宮自身と、二人の意見が最も大切で、絵師を必ず選び出すための便べん宜ぎ的な頭数として、判断を下す者を安易に増やさない。

　最も大切な二人の意見が一致しなければ、絵師も増やさない。常宮内部にある全すべての者、絵師や楽師、役人の質を保つために、安易な方向に流れないようにしてあるのだろう。

　相応しい者がいなければ、我が慢まん強づよく、相応しい者が現れるまで暫しばし待つ。そんな態度だ。

「二日後の朝より、陽ひが沈しずむまで。双方ともに曉宮の正宮で選定を受ける。正宮の室にこもり、一枚の絵を描くこと。それは曉宮様をお慰めする絵であれば、なんでもかまわない。ただし一いつ旦たん室に入れば、そこから出てはならない。双方の絵を見ることも、曉宮様と言葉を交かわすこともまかりならん。それは公正さを欠く可能性がある故ゆえ、それを破った者は、選定から外される。よいか。そして陽が沈み、合図があれば、双方が室から出て、曉宮様の御ご前ぜんへ絵を持って参上する。そこで曉宮様とわたしとが、判定を下す。了りよう承しようしたか？」

　千樹と純鉄、二人ながらに緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずくと、賢夕は二人をゆっくとり交こう互ごに見やる。

「双方、決めごとを破ることなく、心をつくして描えがくのだ。以上だ」

　純鉄と一いつ緒しよに頭をさげながら、不安になる。

　──純鉄の絵は、優しくて美しい。

　真っ直すぐな彼の気き性しようのように、野山のおおらかさに育はぐくまれた柔やわらかさが、彼の絵にはある。千樹は自分の絵に、あれほどの柔らかさやおおらかさは感じたことがない。

　そもそも取り憑つかれるように、描くものに触ふれるような高こう揚よう感かんに酔よいながら描く己の絵が、どんなふうに他人に見えるかなど考えたことがない。

　成る絵が、刀火の目にどう映っているのかすら知らない。

　もしかすると千樹の絵は、魔力を秘めた成る絵ではあっても、刀火の心を惹ひきつけることなどないのかもしれない。そうであれば千樹は、純鉄に負ける。結局、仮妻として刀火の元に侍はべることになる。

　それは絵師としては情けないことだ。人の心を惹きつけることのない、魔力を秘める絵しか描けないとなると、それは本当に、魔力を生む道具じみている。

　──わたしは、どうすればいいのだろう。

　何を描こうという思案すら、千樹にはなかった。







　祭司寮りようを出ると、衛え士じに連れられて曉宮に戻もどった。

　東の対たい屋のやで絵の道具に向かった。明後日あさつてには純鉄とともに競きそうことになるのだから、刀火の心を慰めるための絵を、思案する必要がある。

　何を描くのか。そしてどうやって、成る絵にさせずに完成度をあげられるのか。さらにどうすれば、成る絵の一歩手前で見た者を魅了出来るのか。

　毛もう氈せんの上に広げたのは、上白紙。見た目は万ばん代だい上じよう白はく紙しと変わらないが、年月を経へれば黄みがかった色になり、劣れつ化かする。しかし思案を練るには、充じゆう分ぶんすぎるほどの紙だ。

　右側に並べたのは、線描筆。硬かたい質のものから、柔らかい質のもの。細いものから太いもの。墨すみもたっぷりとすり終えた。

　──あの人が、気に入るもの。心を慰められるもの。

　それを思い描こうとするが、千樹は意外なほど、刀火のことを知らないのだと気がつく。

　あれこれと事件があって、口くち喧げん嘩かをし、側そばにいたから、それなりにわかっているつもりでいたのに、なにも知らない。

　刀火の好きな花、好きな生き物。好きな季節。好きな女性の部類。まったくと言っていいほど知らないことに愕がく然ぜんとする。しかしこれは純鉄も同じで、純鉄こそ、刀火の立場や噂うわさ話ばなしから、刀火の気に入るものや彼が慰なぐさめられるものを推察するしかない。あるいは、刀火の好みなど一いつ切さい気にせず、ただ純じゆん粋すいに自分が良いと思うものを描くか。

　──純鉄なら、自分が良いと思うものを描きそう。

　不確かな相手の好みに添そうよりは、彼は真っ直ぐ、自分がこれと思うものを描くはず。彼にはそういう真っ直ぐさがある。ならば千樹も、彼と同様にやってみようかという気になる。

　刀火に色々と問い質ただし、彼の嗜し好こうに媚こびても、結局、人を魅み了りようするものを描けなければ意味がない。

　──描きたいものを、描こう。

　細い線せん描びよう筆ふでを手にして紙に筆を下ろすと、ふと困って動きが止まった。

　動かない筆先から紙の上に、じわりと墨が広がる。

「参ったな……」

　苦く笑しようしたのは、描きたいものを描こうとして筆を紙につけた瞬しゆん間かん、自分が描こうとしているのは刀火本人の姿だと気がついたからだ。

「本人に、本人の絵を見せるのかしら？　自分大好きな人じゃない限り、心慰められたりしないわよね」

　からかうように自問してみたが、ぴんと、玻は璃りが小さくひび割れたような微かすかさで閃ひらめく。

「そうか……」

　閃いたものを心に収めると、千樹はじっと白紙を見おろす。

　──わたしの描いたものを目にして、あの人は何を感じるのだろうか。

　本心の見えにくい、彼の心の中を思う。







　そしてその日の夜は、四夜。

　いつものように侍じ女じよたちに着き替がえさせられ、刀火の室に入った。

　四夜の衣装は、薄うす衣ぎは、きららかな銀の粒つぶを織り込んだ蔦つたの地模様入りの白。重ねる袿うちきは春の小鳥のような若葉色の濃のう淡たんの二枚。髪かみには薄衣と同じ白の、背を覆おおうほどに長い柔らかな布を被かつぐ。

　今夜は刀火と千樹とともに、雅近もいた。表向き、雅近は廂ひさしの間で控ひかえていることになっていたが、侍女たちが下がると室に入る。この何気ない行こう為いが侍女の噂話の種になる。

「これはこれは、今夜もいいね、千樹姫。半ば顔が隠かくれているのが、逆にそそられるね。七夜の衣装ってのは、よく男心を研究してる」

　雅近は四夜の装いをした千樹の隣となりに座ると、感心したように顎あごを撫なでつつ、上から下まで千樹の姿を眺ながめてしきりに頷く。

「これならば俺も文句なしに、君を妻に迎むかえてあげられるよ」

「高飛車な褒ほめ言葉を、どうもありがとうございます」

　横目で睨にらむと、離はなれた場所で太た刀ちの手入れをしていた刀火が、呆あきれたような顔になる。

「形式だけとはいえ、わたしの仮妻によく言ったものだな、雅近」

「形だけの妻なんて可か哀わい相そうだからこそ、事実として、俺の妻に迎えようかと思ったんですよ？　いたわりですよ」

「言ってはなんですが、どちらも極ごく悪あく非道ぶりは似たり寄ったりです」

　千樹は立ちあがると、室の端はしに置かれていた絵の道具に近寄った。四夜の支し度たくに入る前に雅近にお願いして、東の対屋にある絵の道具をそっくりこちらに運んでもらったのだ。

　今夜も昨夜同様、ここで過ごさなくてはならないのだから、時間は有効に使うべきだろう。

　毛氈を敷しき、その上に紙を広げて文ぶん鎮ちんで四方を留める。墨をすり、線描筆を手にする。なにを描こうという目的もなかったが、なにか描きたい気がする。

　いつもそうだ。千樹の中には様々なものが飛びこんできて、飛び去っていったり、留とどまっていたり。それらがくるくると胸の中で、楽しげに面おも白しろそうに、あるいは恐おそろしげに動き回っているので、それを摑つかみだして、紙の上に写してやりたくなる。

　墨を含ふくんだ筆を滑すべらせた。自然と筆が描いたのは、枯かれて細った木の枝先。

　それを目にして、自分は、月光を浴びる雪中の森を描きたいのだと、ようやく意識する。

　東山で見た光景が、頭の中に鮮せん明めいに残っているらしい。

「落ち着いているな。明後日、自信があるのか？」

　描く千樹の様子を見て、刀火がからかうように問う。

「どうかしら」

　雅近は刀火の近くに座ると、琵び琶わを手に、手て慰なぐさみ程度に弾ひき始める。さすがは太だ政じよう大臣の嫡ちやく子しだけあり、教養は高いらしく、つま弾びく音は澄すんでいて耳に心ここ地ちよい。

　刀火は太刀の刃はを、布で丹たん念ねんに拭ふいている。

　風が常宮の杉すぎの森を吹ふき抜ぬけ、陰いん鬱うつな音を響ひびかせながら、屋根の棟むねを取り巻いては南側へ吹き抜けていく。風の音が無む駄だな会話を闇やみの彼方かなたに持ち去るように、三人はほとんど口を開かなかった。寒さと雪に閉じこめられていながら、火ひ桶おけの仄ほのかな温かさと炭の明るさが頼たのもしいので、気持ちは穏おだやかになる。

　千樹の描く、森しん閑かんとした雪の森の絵に、室の中にある物音や気配がどんどん吸い込まれていくかのように、その場には穏やかな空気が流れていた。

　白紙に、黒の細い線を流れるように描くにつれ、気持ちが昂たかぶる。この衝しよう動どうを突つき詰つめ、描きつづければ、千樹はいつか一花を成し、魔ま物ものに近づき、千花と呼ばれるのだろうか。

　不意に、背後から激しい音がしたので振ふり返った。

　刀火の手から、彼が手入れしていた太刀が床ゆかに落ちていた。彼は信じられないものを目にしたような驚きよう愕がくの表情を浮うかべ、微び動どうだにしない。その瞳ひとみの色は、緑とはっきりわかるほどに変化している。千樹は思わず身構え、雅近も琵琶を床に伏ふせると膝ひざ立だちになる。

「曉宮様……まさか……」

　呻うめく雅近の声に、刀火ははっとしたように二人に顔を向けた。

「どうしたの？　あなた」

　恐る恐る問うが、刀火はゆっくりと目を閉じ、軽く首を振る。そして暫しばらくして目を開くと、瞳の色はいつもの黒が勝つ瞳に戻っている。

「なんでもない。雅近、白さ湯ゆを……」

　命じる声は落ち着いており、不ふ穏おんな気配はなかった。とりあえずそのことに安あん堵どしたのか、雅近は白湯を取りに行くために室を出た。床に落ちた太刀を刀火は拾い上げたが、そのまま鞘さやに収め、忌いま々いましげに室の隅すみに押しやる。

「なにか、感じたのね」

　そうとしか考えられなかった。刀火はなにも言わないが、鬼おにの腕うでが彼に及およぼす影えい響きようが少しずつ強くなっている様子なのだ。前日、彼が漏もらした呟つぶやきから察するに、おそらく彼は夢の中で鬼の声を聞いている。最初は、成る絵を通してのみ影響を受けたのに、絵などなくても、刀火に向けてそろそろと触しよく手しゆを伸のばすようにして鬼の気配が近づいているのだ。

　──なんて、危あやういの。魔ま王おうの種を抱かかえるということは。

　そのことを再さい認にん識しきする。

「なんでもない」

　刀火は短くそれだけ答えると、座を立って、寝しん所じよの方へ行った。

　七夜が始まって四夜目にして、やっと静かな夜を過ごしていた。だが刀火の中にあるものは、徐じよ々じよに、蠢うごめきを大きくしているらしい。

　──鬼の腕を見つけないと。もしすぐに見つからないものならば、……とにかく、彼のなかにあるものを一時的にでも封ふうじ込めないと……。

　しかし法術には、鬼を足止めする力も、魔王の種を封じる力もない。だからこそ先の桜の屛風びようぶ絵えの事件の折、千樹が呼ばれたのだ。

　かろうじて刀火の意志の力で、魔王の種を御ぎよせる場合はあるのだろう。しかしそれはほんのわずかな力で、爆ばく発はつ的に魔の力が強まれば、刀火にはどうしようもない。

　だからこそ幻繕は、刀火に異変があった場合は、刀火の命を取るしかないと、先の桜の屛風絵の事件の時も決意したのだから。

　──けれど。

　法術で足止め出来なかった鬼を、絵の魔ま力りよくでは足止めすることはできた。

　法術は人間が発明して進歩させてきた力であるがゆえに、人間の力量の範はん疇ちゆうから出られない。だから強い魔ま性しようである、鬼や魔王の種に対しては、あまり効力がない。

　しかし絵の魔力は、この世界の理ことわりの中に存在する魔力であるが故ゆえに、鬼や魔王の種と同列の力を秘ひめる可能性がある。もしそれを自在に操あやつれれば、法術で不可能なことも、可能にできるかも知れない。

　──絵の魔力で、彼の中にあるものを封じられるだろうか。

　刀火が入っていった寝所の御み簾すを見つめながら、千樹はじっと考え込む。

　──もし可能だとしたら……絵の魔力を知りつくして操る者は、正しよう真しん正しよう銘めい、鬼や魔王と同列の魔性だ。

　それが怖こわかった。




　　　　○




　寝所に入ると、刀火は深いため息をつき、柱にもたれかかった。そっと右の耳に手をやると、先刻、不意に聞こえた囁ささやき声が耳に蘇よみがえりそうで、ぞくりとした。

　無心に太刀の刀身を見つめて手入れをしていたあの時、まるで耳元で囁かれたような現実感を持って、ひと声聞こえたのだ。

『魔王』

　と、呼ぶ声が。あまりにも生々しい声だったので、耳に吐と息いきが触ふれたような気さえした。気配もなく忍しのび寄った誰だれかが、背後から刀火の耳に声を吹きこんだようだった。

　あの声の主が何者なのか、刀火の中にある魔王の種は、すぐにわかった。小こ躍おどりするように反応し、一いつ瞬しゆん、胸がざわめいた。

　しかし鬼の声もひと声のみで、刀火自身が、己おのれの胸の中に躍おどりあがった気持ちを咄とつ嗟さに抑おさえ込めたことは幸いだった。狂きよう乱らんするような態ていにはならずにすんだ。

　──早く、鬼の腕を見つけなければ。

　目を閉じ、己の中にあるものが完かん璧ぺきに鎮しずまってくれるのを待ちながら拳こぶしを握にぎる。

　──この身で、曉宮であるという苦痛。

　己の中にあるものの危うさと恐ろしさは、誰よりも刀火自身がよく知っている。だからこそ己が次期上主に相応ふさわしいと、胸を張って言うことなど出来ない。その事実を冷静に理解しているらしい千樹は、彼が上主に相応しいかという問いに答えなかった。

　自分よりも優すぐれた資質の者があれば、刀火は喜んで廃はい宮ぐうとなってやりたい。そして己の中にあるものに抗あらがうことのみに全すべての力を注ぎ、ひっそり生きるのもいい。抗いきれなくなったときには、綾峰にも言ったように、無法の地となっている上かみ北のほく国こくへでも向かい、そこで魔物らしく荒あれ狂くるって生きるだろう。無法の地で魔王として君臨し、血に狂って生きるかもしれない。それは恐ろしい結末だ。

　それでも自分が曉宮でさえなければ、上東国は救われるはず。

　だが今、冷静に周囲を見回しても、己以外に曉宮たるべき人間はいない。周囲もそう認識して、刀火に期待をかけ、己の中にある物を完璧に律して、次期上主たれという。

　背負わされたものの重さに押しつぶされないために、刀火は己の中に渦うず巻まく感情を凍こおらせようと必死で念じる。

　──凍るがいい。わたしの中にある、なにもかも。全て。




　　　　○




　四夜が明けて朝あさ餉げを終えると、また絵を描かこうと思った。明日に備え、心と指を慣らしておきたかった。

　自分が納なつ得とくする完成度の成らざる絵を描けるのかは、わからない。寸止めのその絵が、純鉄の絵に比べて魅み力りよく的かどうかと問われれば、はっきり言って自信がない。

　それでも自ら望んで挑いどむことだから、逃にげ出すわけにもいかない。

　──あの人は、大だい丈じよう夫ぶかしら。

　朝餉の後に刀火の室を覗のぞくと、彼は禊みそぎを終えると朝餉に手もつけず、法術を駆く使しして鬼の気配を探さぐろうとしているらしかった。室の中央に座り、珠たま飾かざりを指に絡からめ、床ゆか板いたに指で幾いく度ども文字を書いては口の中で呪じゆを呟く。声をかけてはまずいと思ったのでそのまま立ち去ったが、彼自身、鬼の腕が自分におよぼす影響に焦あせりを感じているに違ちがいない。

　東の対たい屋のやの廂ひさしに道具を持ち出して、御簾を巻き上げたときだった。裏手の方から、言い争う男女の声が聞こえた。

　この宮の中で刀火と雅近以外の声が聞こえることは基本的にないはずなので、不思議に思って立ちあがり、階きざはしを下りた。雪ゆき沓ぐつで雪を踏ふみ、声のした方に向かって行くと、裏門の脇わきに見慣れた雅近の後ろ姿があった。向かい合っているのは、山やま吹ぶき色の袿うちきが愛らしい、子犬のような黒目がちな目をした少女。かつて千樹の姉、阿樹に仕えていた侍じ女じよ、柚ゆず葉のはだ。

　彼女は背の高い雅近に、必死に何事か訴うつたえているらしかったが、雅近は肩かたをすくめ、そしていきなり柚葉の肩をがっしり摑つかんだ。

「なにをっ！」

　時折見せる雅近の残ざん酷こくさを知っていたから、千樹は慌あわてて駆かけ出そうとした。だが制止の声は喉のどの奥で引っかかり、足も止まった。雅近は摑んだ肩を引き寄せて、柚葉に口づけていた。

　柚葉は目を丸くしたものの、それは一瞬で、すぐにうっとりと瞳を閉じる。

　──なな、なに!?　これは、なに!?

　目を皿にして見つめ、二人の様に釘くぎ付づけになる。

　長い口づけが終わると、雅近はなだめるように柚葉の唇くちびるに触れ、そしてにこやかに微笑ほほえみながらこちらをふり返った。

「どうぞ、千樹姫ひめ。終わったから、用事があれば聞くよ？」

　そこに千樹がいることに気がついて、柚葉は途と端たんに真っ赤になるが、それでも侍女らしく頭をさげ、焦りながらも言う。

「姫様！　お久しぶりでございます。わたしは、姫様にお目にかかりたくて」

「いや、待って。ちょっと、待ってよ」

　混乱しながら顔を引きつらせて近寄ると、千樹は半笑いで訊きく。

「あの、まず。お二人の関係は？」

「柚葉？　俺の恋こい人びとの一人だけど？」

　あっさりと答える雅近に、千樹は肩を怒いからせた。

「二人は恋人だったけど、あの屛風絵の事件の前にお別れしたんですよね!?　しかも何気なく今、恋人の一人と、酷ひどいことを言いませんでしたか!?」

「別れていたのはその通りだよ。けれどあの一件のあれこれを曉宮様から聞くうちに、柚葉のことが気になってね。顔を見に行ったら、また、ね。で、また俺の恋人の一人に」

　と、軽く片目をつぶるので、千樹はきっと柚葉をふり返った。

「それでいいの、あなた!?　こんな軽けい薄はくな、その場の雰ふん囲い気きと気分だけで恋れん愛あいしてるような人でいいの!?　しかも聞いた!?　このお方は罪悪感の欠片かけらもなく、あなたのことを恋人の一人呼ばわりしたわ！」

　雅近の鼻の頭をびしっと指さすと、柚葉は恥はじらうように袿の袖そでをいじる。

「はい、いいんです。雅近様はおやさしくて、素す敵てきです。それに」

　そこで柚葉は顔をあげ、ぽっと頰ほおを染める。

「また恋人の一人になれたのですから、あとはその中で一番になれば良いだけですもの」

　外見に似合わない強きよう靭じんな精神力に、千樹は啞あ然ぜんとした。

　──つ、強い。柚葉。

　これほど精神力が強いからこそ、柚葉は阿樹のために屛風びようぶ絵えの封ふう印いんを破るような大だい胆たんな真ま似ねも出来たのだろう。

　この数日、雅近がやたらと気にしていた逢おう瀬せの相手が柚葉だったとは衝しよう撃げきだ。

　別れたり、よりを戻もどしてみたり。そんなことが日常茶さ飯はん事じなのが貴族の恋愛と知ってはいたが、十歳の頃ころから庶しよ民みんである千樹は、心の底から叫さけびたかった。乱れてる！　と。

「ああ……、はは。そうか。そうなのね。まあ、納得してるのね。それじゃ余計な事を言って申し訳なかったわよね、お邪じや魔ま虫むしは消えるから。柚葉、一番になるのがんばって……」

　と、背後に一歩足を引いたが、柚葉がいきなり、ぱっと千樹の水干の袖を摑んだ。

「姫様お待ちください！　今日ここに来たのは、姫様をお守りするためなんです。雅近様に相談しましたら、姫様が必要と認められれば、わたしが姫様をお助け出来るかもと」

「助ける？　なにから？」

「曉宮様からです！」

　柚葉はかっと目を見開き、愛らしい彼女に不似合いな怒ど気きをみなぎらせた。

「侍女仲間から、詳くわしく聞き出しました。七夜が始まってからの、姫様の受難を。正しよう真しん正しよう銘めいド変態の曉宮様に、姫様は毎夜、とんでもない行こう為いを強しいられていらっしゃるのだと。阿樹様の妹姫様がそんな目に遭あわされているなんて、耐たえられません。わたしが姫様のお側そば仕づかえとなれば、わたしが寝しん殿でんの廂に控ひかえ、変態行為は許しません」

　見かけによらず鋼鉄の精神力を誇ほこっているらしい柚葉は、頼たよりになるかもしれないが、それよりも刀火変態説が、もはや真実のように常宮の中に流る布ふしているらしいことに呆あきれる。

　恐おそるべきは、侍女たちの情報伝達能力。刀火があらぬ噂うわさを立てられているのは気の毒だが、千樹としては愉ゆ快かい。日ひ頃ごろの意い趣しゆ返がえしに乗ってみた。

「それは嬉うれしいわ。あの方は、奇き妙みような趣味をお持ちだからね！　変へん態たいの宮みや様と、わたしは心の中でお呼びしているくらいで」

「やはり事実ですのね！　わたしが訊いても雅近様は答えてくれませんでしたが、お答えにならないということは、やはり真実だったからですね」

　見やると、雅近はにやにやと楽しそうに笑っている。案外彼も、刀火に関する噂話を面おも白しろがっているようで、否定しようと思えばできるのに、あえてしていないらしい。確かに変態の噂話で、刀火の身に危険がおよぶことはない。恐ろしく不ふ名めい誉よではあるが。

「あんなお美しいお顔をなさっているのに、変態だなんて憎にくらしいです、曉宮様ならぬ、変態宮様だなんて！」

　息巻いた柚葉の声に被かぶせるように、

「なかなか、面白い話をしているようだ」

　ひんやりと、その場の空気が凍りつくような声が、千樹の背後から聞こえてきた。

　氷のような無表情で、ゆっくりとこちらに向かって来る刀火の姿に、千樹も雅近も、威い勢せいの良かった柚葉さえも、石になったかのように動けない。本来ならば顔を伏ふせるべき柚葉だが、恐ろしさのあまり蒼そう白はくになり、顔を伏せるのを忘れている。

　三人に近づくと、刀火はゆらゆらと全身から怒いかりの気を発し、三人を睨ねめつける。

「さて、聞かせてもらおう。わたしがなんだと？」

　雅近と柚葉の視線が、助けを求めるように千樹に注がれた。この場合、刀火に最も遠えん慮りよなく口をきける千樹が説明しろというように、無言で背中を押される。

　──そんなっ！

　千樹も額に冷や汗あせが滲にじむ。悪乗りするのではなかったと後こう悔かいしたが、後の祭り。

　この場でなにを話していたか、説明しないわけにはいかないが、変態宮様などと言ったらどうなるか。いや、目つきから察するに、彼は今、自分が変態宮と呼ばれたのは耳にしている。その言い訳をしてみろと、すごんでいるのだ。恐ろしさに身み震ぶるいする。

　七夜はあと最低でも、今夜の五夜がある。

　六夜の日に絵師として認められれば良いが、最悪は六夜七夜と続く。

　それだけの夜を彼と過ごすのに、ここでとんでもないことを言って怒らせたら、彼は八つ当たりで、どんな意地悪を仕し掛かけてくるか。おそらく双六すごろくにつきあうことは、もうしてくれない。さらに怒りのあまり、本気で変態行為に走ったら、その被ひ害がいに遭うのは千樹なのだ。

　その時。

「柚葉か？」

　硬こう直ちよくした三人の背後から、訝いぶかしげに問う声がした。

　ふり返ると雪景色の中、門の外にぽつりと立ってこちらを見ているのは綾峰だった。いつも引き連れている供は、一人も連れていない。意外な人物が意外な場所に現れたことに千樹は驚おどろくが、それ以上に警けい戒かい心しんが働いて思わず身構える。

「あ、綾峰様!?　申し訳ありません、勝手に宮裏を出ました。戻ります」

　柚葉は慌てて主人に向き直ると頭をさげ、ぱっと駆け出した。

　自分の横をすり抜ぬけて走り去る侍女の後ろ姿を、綾峰は驚いたように見送っている。どうやら彼女を責めるために来たわけではなく、ここに来たら偶ぐう然ぜん、彼女と鉢はち合あわせしたらしい。

　刀火は無表情で弟おとうと御み子この横顔を見つめていたが、すぐに興を削そがれたかのように、ふいと背を向けて宮の中に足を向ける。雅近も同様に刀火に従い、綾峰に背を向けたので、綾峰は慌てたように声をあげた。

「あ……刀火様！　お待ちを！　話を」

　しかし刀火は、聞こえないふりをしてさっと宮の奥へと姿を消す。千樹もどうしようかと戸と惑まどったが、刀火に倣ならうのがよいだろうと踵きびすをかえそうとした。しかし、

「千樹姫ひめ！　お待ちください、待って！　謝罪をしたいのです、あなたにも、刀火様にも！」

　駆かけ寄ってくると、千樹の背中に告げた。

「謝罪します。姫君！　わたしは、浅はかだ。臆おく病びようで卑ひ怯きようだったと、謝罪します」

　なんのつもりかと思ったが、その声に真しん剣けんさがあった。その真しん摯しな響ひびきで引き留められ、ついふり返ってしまった。

　千樹が顔を見せると、綾峰がほっと安あん堵どした目で微笑ほほえむ。

「許して頂けますか、千樹姫。無礼な振ふる舞まいの数々、言葉」

　笑え顔がおで問われ、突とつ然ぜん、嫌けん悪お感かんがわきあがった。なぜならそれが、自分の立場と、まったく同じに思えたからだ。

　──この人は罪を犯おかして、後悔してる。まるで、わたし。

　彩遊に向かって、かつての罪を詫わびて頭をさげたときの気持ちが蘇よみがえる。あの時、彩遊は『そんなことも、あったかな？』と、誤ご魔ま化かして流してしまったが、彼がそうするしかなかったのだろうということは、今この瞬しゆん間かんよくわかる。

　詫びられても、悔くやまれても、現実は変わらないからだ。そして彩遊が千樹の罪を許すといっても、許さないといっても、千樹は結局、罪の意識を消すことはできないからだ。

　千樹は首を振った。

「いいえ。許しません」

　綾峰の表情が強こわばる。謝罪を、まさか拒きよ絶ぜつされるとは思っていなかったのだろう。彼はおそらく幼い頃から、謝ればなんでも許してもらえた恵めぐまれた場所にいたのだ。

「ごめんなさいと言えば、なんでも許されますか？」

　彩遊に詫びたとき、いっそこんなふうに彩遊に言ってもらいたかったと思った言葉を、綾峰に投げつけていた。謝っても後悔しても、どうしようもない現実をしっかりと千樹に叩たたきつけて欲しかった。罰ばつせられないことも、苦しい。同じ苦しさならば、罰して欲しかった。

　綾峰に向かって言いながら、自分の言葉が突つき刺ささるのは自分に対してだった。

　犯した罪は取り返しがつかない。知らなかった、そんなつもりではなかった、どうかしていた。そんな言い訳をしても、やったことはやったこと。千樹は禁きん忌きを犯し、彩遊の視力を奪うばった。謝罪する綾峰の姿や言葉が、己自身の姿のように見えて、無む性しように腹が立つ。腹が立つのは、自分に対してだ。

「嫌けん悪おしあざけり、罵ののしって、人の純潔を奪おうとまでした。誰だれかの命を、こそこそと狙ねらい続けた。しかも自らの手を汚よごさず、誰かに命じて。けれど反省したから許してくださいと、よくその口で言えますね」

　いくら謝罪しても、彩遊の目は戻もどらない。そんな単純な事実が、とてつもなく苦しいのだ。そのことを思いしらされるようで、腹が立つ。これは八つ当たりだ。

「しかしあなたは一昨日、わたしに言葉を。『臆病さは大切なんです。良き資質です』と、励はげましてくださった……」

　綾峰は、驚き、混乱しているようだ。千樹の言葉を、許しの言葉と受け止めてしまっていたのだろう。千樹は突き放す。

「事実だから言っただけで、あなた様を許したなどと、言っていません」

　今まさに、胸に刃やいばを突き立てられたような顔で、綾峰は千樹を見つめる。生まれて初めて謝罪を拒絶され、傷ついているのかもしれない。しかし綾峰の姿に傷ついているのは、千樹自身もそうだった。

「償つぐなえと、仰おおせなのか？」

「いいえ。そんなものは望んでいません。どうやったら償えるかなんて、わたしは知りませんから。ただ自分が償えるかもしれないと思って、自己満足でなにかやってみるだけです。それも償いのためなのか、自分のためなのか、わからないくらい」

　おもわず口にした言葉が半ばからは呟つぶやきになったのは、ずるずると自分の告白になってしまったからだった。綾峰が不思議そうな顔をする。

「それは、あなた自身のことを仰おつしやっているのか？　千樹姫」

　指し摘てきされ、ばつが悪くなり視線をそらした。

「そうなのですか？　姫君」

「……わたしも、許しを請こうてもどうしようもないことをしました。ですから、わたしは、今のあなた様に腹が立ちます。あなた様を見ていると、わたし自身を見ているようです。でも、わたしよりもあなた様の方が、まだ、救いがあります。簡単には許されないでしょうが、あなた様は取り返しのつかないことなど、やってないのですから」

　目をそらしたまま、千樹は綾峰に背を向けて宮の奥へ駆け込んだ。

「姫君」

　戸惑いながらも、千樹をいたわるような声が背にあたるが、ふり返らなかった。こんなにも理り不ふ尽じんに怒りを感じるのは、自分が情けないからだ。

　自己満足だとしても、彩遊への贖しよく罪ざいを千樹は続ける覚かく悟ごがある。

　そして己おのれの抑おさえきれない衝しよう動どうも、認めている。

　その二つに従って進むべきは、一花を成す道。それをわかっていながら、その先にある魔ま性しようの門へ入る覚悟ができないでいる自分のふがいなさ。覚悟していながら、二の足を踏ふみ、戸惑う自分が、自分でも意外で情けない。

　──あの人は、どうやって自分を受け入れている？

　息を切らして東の対たい屋のやの階きざはしを駆けあがり、簀すの子こにぺたりと座り、欄らん干かんに手をつく。乱れた呼吸を整えようとする。

　刀火は自分の中に魔ま王おうの種を抱かかえることについて、何も感じないと言っていた。けれどおそらくそれは噓うそで、彼は、否いや応おうなく抱えさせられたものについて、彼なりに感じ受け止めている。だからあんなふうに、平気な顔をしているのだろう。魔性を受け止める気持ちはどういうものなのか、今こそ知りたかった。

　──今夜は、五夜。

　雪に覆おおわれ、白いばかりの庭をじっと見み据すえていると、日の光が乱反射して目が痛む。それでも室に入る気にはならず、目を閉じ、瞼まぶたの向こう側に乱らん舞ぶする光を感じていた。







　五夜に身につける薄うす衣ぎは、絹の鮮あざやかな緋ひ色いろ。蠟ろう燭そくの明かりに照らされると、金の輝かがやきすら見せるほどのそれを直接肌はだに身につけて、その上に白の袿うちきを着てさらに、柄がら物ものの袿を羽織って重ねる。羽織った袿は、金糸銀糸と色糸で、花鳥の重じゆう厚こうな刺し繡しゆうが施ほどこされた華はなやかさ。裾すそを開いて、下の薄衣の緋色を見せれば、一層艶あでやか。そして髪かみには、小さな金の冠かんむり。冠には、金と銀の小こ粒つぶな珠たまが連なり、三方に向けて流れ落ちて髪を覆う細工がしてある。金と銀の絹を冠とともに被かずいたようで、動く度たびに金銀に光り、そしてしゃらしゃらと澄すんだ軽い音を立てる。

　その装いで千樹が刀火の前に現れたとき、室には刀火の他ほかに誰もいなかった。

「あれ、雅近様は？」

「逢おう瀬せだそうだ。柚葉の機き嫌げんを取れば、すぐに帰って来ると言って、出て行った」

「雅近様の頭は、あなたのことを心配する以外は、すべて色いろ恋こいに使われてるみたい。でも健全な恋れん愛あいよね。どこかの誰かさんみたいに、形だけの妻を娶めとろうなんて人に比べたら」

「残念だな。色恋一いつ切さいと無む縁えんの姫君になにを言われても、痛くもかゆくもない」

　刀火の前に端たん座ざしつつも、じろりと見やると、

「縁がないのはお互たがい様じゃない？　あなたも」

　と言うと、気け怠だるげに脇きよう息そくにもたれた刀火は呆あきれたように答えた。

「色恋ができないおまえとは、わけが違ちがう。わたしはあえて、しない」

「わたしも、あえてしないんだけど？」

「それを人がなんというか、知っているか？　強がりというのだ。そもそも色恋を遠ざける理由はあるのか」

「そ、それは。なきにしもあらずというか、なんというか。あなたこそ、理由なんてあるの!?　ずっと仮妻すら持てなかったくせに！」

　誤魔化すために焦あせって反はん撃げきすると、さも当然のように刀火はさらりと言った。

「魔王の子など、産ませようと思わないだけのこと」

　絶句してしまった。何を馬ば鹿かなことを言っているのかと。世よ継つぎを作ることは曉宮の義務であるのに、それをあっさりと拒きよ否ひしたのだ。上主や臣下たちが耳にしたら、卒そつ倒とうするか、蒼そう白はくになった後に激げき怒どしそうだ。

「男色だからじゃないんだ……」

　呟くと、刀火は忌いま々いましげな視線をくれる。

「本気でくびり殺されたいのか？　姫ひめ君ぎみ」

　刀火は、己の血を引く子供を産ませないために、色恋を遠ざけているのだ。そうやって彼がずっと仮妻を持たなかったのは、おそらく自分自身の魔性に対する嫌けん悪お感かんだ。

　──なにも感じていないなんて、やっぱり噓。

　それほど自分の中にあるものを嫌悪しながら、彼はどうやって自分を受け入れているのか。今日の昼間、刀火に訊きいてみたいと思ったことを、今訊くべき時だと感じて姿勢を正す。

「ねぇ、それほど自分が嫌きらい？　子供すら作る気が起きないほどに」

「自分が大好きだと言える雅近ほど、わたしはおめでたくないというだけのことだ」

　はぐらかそうとする刀火の答えに、千樹は真っ向から告げた。

「わたしも、自分が嫌いよ。彩遊先生から描えがく力を奪った自分は、許せない。でも先生のために何かをしたくて、先生の望むように、一花を成す絵師になろうと決心したし、成る絵を描きたいっていう、自分の思いも抑おさえられない。だから一花を成す絵師になろうと思うのに、それが魔性に近づくことだと言われれば、気味悪くて、二の足を踏んでる。高い場所から飛び降りようと思ってるのに、どうしても飛び降りられない時みたいに怖こわがってる。そんな自分も嫌い。一花を成して魔性に近づく覚悟を、どうやったら得られるのかわからない。あなたは、どうやって自分自身を受け入れてるの？」

　噓うそ偽いつわりない千樹の言葉に、刀火は何を返すのか。純鉄のように山やま彦びこめいた共感で、心の底を打ちあけてくれるとは思えない。だが、はぐらかし合っているよりは、千樹だけでも本当のことを口にする方が良い。

「魔性を嫌けん悪おするのは、生き物であれば当然ではないか？　暗い場所よりも、明るい場所に生き物は惹ひかれる。花や木の葉でさえ、明るい方に向かう。選べる立場であるのならば、嫌悪するものを選ぶ必要はない。わたしと違って、選べるならば」

「答えになっていない。あなたは、どうやって自分を受け入れてるの？」

「受け入れる？」

　くすっと笑った刀火の目に、怒いかりに似た剣けん吞のんなものが光った。脇息に寄りかかり頰ほお杖づえをつき、それでも刺さすような鋭するどさで千樹を見やる。

「受け入れられると、思っているのか？」

「でも受け入れているから、あなたは生きている」

「違う。死を選ぶ事は敗北だから、生きている。生きているが、受け入れているわけではない。もし受け入れているのであれば、わたしは自ら魔王となる道を選ぶ。おまえは魔性に近づくことが、気味が悪くて恐おそろしいのだろう。それほど、おまえが魔性なるものを嫌悪しているのであれば、自らが魔性に近づく必要はない。わたし自身、わたしを嫌悪するのだから当然のこと」

　冷静に紡つむぐ言葉は、怒りに満ちていた。それを感じ、その瞬しゆん間かんにはっとした。

　──わたしは、酷ひどいことを言ったんだ……！

　千樹は自分が魔性に近づくことを恐れ、受け入れがたかった。

　だが否応なく魔王の種を身内に抱いだいている刀火にしてみれば、それは、刀火の中にあるものを千樹は受け入れがたいと言っているのと同じだ。

　刀火と同じような存在になることを、千樹は受け入れがたいと言ってしまったのだ。

　それは、刀火の存在を受け入れがたいと言ったのと同じ。

　もし刀火が自らの中にあるものを受け入れていれば、千樹の言葉を鼻で笑ったかもしれない。

　しかし彼は自分自身を嫌悪し続けているからこそ、抗あらがっている。

　受け入れることなどできないものを抱え、抗い続けている者に、千樹は「あなたの存在を受け入れがたい」と言ったのも同じだ。

　己のなかにあるものを嫌悪しているとしても、他人から「おまえを嫌悪している」と言われることが、胸に痛くないわけない。己おのれが己自身を嫌悪しているからこそ、その他人の言葉が余計に突つき刺さるはず。

　やっとそのことに気がついて、千樹は血の気が引く思いがした。そんなつもりではないのに、自分は刀火を傷つけたのかもしれない。

「魔王の種を抱えるわたしは、おまえの目には化け物同様に映るか。認めよう、化け物だ。わたしは既すでに、化け物だ。おまえは選べるのだから、好きこのんで、化け物になる必要はない」

「違う、わたしはそんな意味で言ったんじゃない……あなたのことでは……」

　言い訳しようと口を開きかけたが、己の浅はかさはどうしようもない。真意は違うと言い訳しても、言い訳すればするほど空くう虚きよに聞こえそうだ。

　刀火はすらりと立ちあがり、無言で、寝しん所じよに入ると御み簾すを下ろす。

　彼の姿が見えなくなると、激しく胸が痛んで苦しくなった。胸の合わせを強く握にぎり、うつむき、唇くちびるを嚙かむ。

　意地悪で、噓つきで、人を小こ馬ば鹿かにする刀火を、千樹は好きではない。そのはずなのに、灰まみれになって笑った刀火や、嫌いや々いやながら双六すごろくにつきあっていた彼の様子を思い出すと、胸が潰つぶれそうだ。

　──あの人は、選べない。わたしは選べる。そのことを忘れていた。

　だが千樹は、刀火の存在を受け入れがたいと言ったのではない。

　自分が魔ま性しように近づくことは不気味で恐ろしくて、迷っていた。だが、魔性を抱えているという理由で、刀火を嫌悪しているわけでは絶対にない。そう思った瞬間、自分でも意外なことに気がつく。

　──わたしは、あの人の存在は受け入れてる。

　魔王の種を抱かかえている刀火を、千樹は嫌悪もせずに、守りたいとまで思う。意地悪で噓うそつきなことに腹を立てるが、彼の存在を否定する気持ちは一いつ片ぺんもない。

　自分でもその発見が驚おどろきで、そして不思議だった。

　──でも、酷いことを訊いてしまった！

　この瞬間、千樹が絶対に言わなくてはいけない言葉がある。

　思い切り息を吸い込むと、立ちあがり、

「ごめんなさい！」

　叫さけぶなり、室を飛び出した。

　簀すの子こを廻めぐり、階きざはしから雪の庭に飛び降りた。雪を踏ふんだ瞬間、足た袋びの裏がひやりとして、瞬またたく間に湿しめったが、かまわず駆かけ出す。己の愚おろかしさが我が慢まんならず、どうしようもない。

　ちらちらと雪が舞まい、厚い雲に覆おおわれた夜空は真っ暗で、白い世界も闇やみの中だ。門前の篝かがり火びだけがぼんやりと橙だいだい色いろに明るいが、その明るさを避さけるようにして、千樹は裏門へ向かって走った。内側から閉められた閂かんぬきを抜ぬくと、扉とびらを押し開けて飛び出す。

　まるで裸はだかで走っているように、肌はだが冷たい。なのに寒いとも思えず、ただ胸の中にある後こう悔かいと申し訳なさだけが、ぐらぐらと煮に立たった鍋なべのように沸ふつ騰とうする。

　己が恥はずかしくて、どうしようもない。

　とんでもないことをしてしまう時は、千樹はいつも無意識なのだという気がした。今も、そうだ。そして彩遊の視力を奪うばったときも、そうだ。そんな自分に怒りを覚える。

　雪に足を取られ、何度か雪の中に突っこんで転んだ。その度たびに袿うちきは濡ぬれ、凍こおるほどに冷たく重くなったが、起き上がっては走る。

「なにを考えている！」

　闇雲に駆けていた二の腕うでを、いきなり背後から強く摑つかまれた。

　突とつ然ぜんのことで、千樹は体の均きん衡こうを崩くずして背後に倒たおれこんだ。それを受け止めたのは、甘さの中に爽さわやかさもある、刀火の衣ころもの薫かおり。闇の中、見あげても彼の顔ははっきりと見えないのだが、声と薫りで彼だとわかった。

「その姿で外へ出るとは、死ぬ気か。中へ戻もどれ」

　追って来たらしい刀火の声に、胸の中に沸わき立っていたものがあふれ、眦まなじりから熱い滴しずくになってするすると流れた。

「わたしは……自分が魔性になるなんて、気味が悪くて不安で受け入れられない。でも、どうしてなのかしら。あなたが抱えているものは、大変だし、目覚めさせてはいけないと思うけれど、だからってそれを抱えているあなたのことが、気味悪いとは思わない。あなたがそういう存在なんだって、受け入れてるの。本当なの。だけど、わたしは言葉が足らなくて……。違ちがう、あなたの気持ちを考えている余よ裕ゆうがなくて、自分の不安ばかり口にしたから」

　刀火の、深いため息が闇の中に落ちた。

「知っている。ただああ言ったのは、おまえの不安を聞くうちに、母がわたしに言った言葉を、思い出してしまっただけだ。わたしのあれは、八つ当たりだ」

　千樹の言葉は、七歳の彼に向かって「化け物」と言った母親の声と同じに聞こえてしまったかもしれない。そのことが余計に、千樹をいたたまれなくさせた。刀火の手を振ふり払はらおうとしてもがくが、彼はさせまいと、背後から強く千樹の腰こしを抱き、腕を摑む。

「放して」

「馬ば鹿かな、常宮の中でおまえを凍とう死しさせるのか？　七夜の姫ひめを宮から追いだして凍死させたとなれば、わたしは変態どころか、仮妻殺しだ。とにかく、帰れ」

「いや」

「強ごう情じような」

　苛いら立だったように言うと、強く体を背後に引っ張られふわりと両足が浮ういた。あっさりと刀火に抱き上げられていたので、千樹はさらにもがく。

「放っておいて、わたしは」

「千樹」

　ため息のような声で、呼ばれた。

「千樹。おまえの体は冷え切っている。おとなしく帰って欲しい。これ以上、面めん倒どうをかけるな」

　心の底から困り、そして千樹を気き遣づかうような声こわ音ねに、思わず動きが止まる。

　──そうだ、面倒をかけている。

　そのことも申し訳ない。申し訳なさの洪こう水ずいで身動き出来ず、千樹は顔を覆った。

　泣くのもみっともなかったが、堪こらえきれずに、ひくりひくりとしゃくりあげた。しかしこれ以上情けない様を見せたくないので、しゃくりあげながらも訴うつたえた。

「下ろして、……帰るから、……だから。……歩く。……自分で」

「足袋で、雪の中を歩かせるわけにはいかない。風か邪ぜをひかせたら、さらに悪評が立つ」

　言い合う気力がなく、千樹はしゃくりあげつつ、唇を嚙む。

「おまえは、生きるための知ち恵えがある。利口だ。だが気持ちは子供のように、剝むき出しのままだな。わたしがそうさせたのか？　十歳の時に封ふうじ込めたものを引きずり出したせいで、おまえは、その後の七年で身につけた殻からをなくしてしまったか」

　歩き出しながら、刀火が、すこし困こん惑わくしたような声で言う。そして、

「おまえの問いに、答える。……わたしは自分を受け入れることは、到とう底ていできない。今もそうだし永えい劫ごうにそうだろう。わたしは、わたしを嫌けん悪おしている。だがわたしも、おまえと同様だ。己のことは受け入れられなくとも、おまえが真の魔性になり魔力を操あやつる化け物になったとしても、特に気にしないだろうし、おまえはそういう存在なのだと受け入れられるだろう。人とは、互たがいにそんなものだ。己のことは簡単に認めてやれないが、外側から見える他人であれば、その者を冷静に見つめて、受け入れられる。己自身でないほうが、受け入れやすい」

　真っ暗闇の中で聞こえるのは、さらさらと耳元をかすめて降る雪の音と、刀火の雪ゆき沓ぐつが雪を踏む音。そして、自分の嗚お咽えつだけ。

　そんな中でひっそりと、降りしきる雪のように静かに耳に落ちてきた刀火の言葉は、真っ白な雪がそうであるように、曖あい昧まいさや偽いつわりの色のない、真っ白な言葉。

　──答えてくれるなんて。

　沸き立っていた胸の中が、刀火の言葉になだめられる。

「……ごめんなさい。……ありがとう」

　呟つぶやくと、刀火が微笑したような気がした。暗闇の中で表情は見えないが、いつもの微笑と違う気がするのは、ただ見えないから勝手に想像してしまうせいだろうか。

　──この人は、なんと強い人だろうか。

　己の中にある魔性を心底嫌悪して受け入れられないと語りながら、受け入れられない事実に精神の均衡を崩すこともなく向き合い、抗あらがい続ける覚かく悟ごがある。それには、どれほどの覚悟と強さと慎しん重ちようさが必要か。このような資質がある人間であれば、たとえ権力を手にしたときでも、権力に溺おぼれ、残ざん虐ぎやくな支配者になることもないだろう。

　──この人は、上主に相応ふさわしい。この人に上主になって欲しい。

　答えることが出来なかった質問に、千樹は今、答えられる気がした。

　だが刀火を上主にするためには、抱える魔ま性しようを完かん璧ぺきに封じる必要がある。

　──彼を上主にするために、わたしは力になれる？

　絵師の口伝の予言のように、もし千花を手に入れた者が上主になれるのであれば、千樹が千花になれば、彼の中にある魔を完璧に封じ、彼が上主として立つ未来を約束出来るのだろうか。

　──そうであるならば、わたしは千花になる。

　千樹は刀火の存在を受け入れている。受け入れて、しかるべきだと思う。自らの魔性を受け入れきれずに、抗い続け、それでもけしてその苦く悩のうをさらすような惨みじめなことはしない。

　彼のようにありたいと、千樹は思う。

　──わたしが、魔性の門へ入るとしても。

　刀火の有り様は、千樹に、一花を成し魔性の門へ踏ふみ入るための覚悟を促うながし勇気を与あたえる。

　魔性であることを嫌悪し、受け入れずとも良い。彼のように、魔性そのものを嫌悪しつつ受け入れきれずに、抗い続けながらも、その力を御ぎよし、利用する。

　それが千樹の目指すべき、一花。

　肌に貼はりつく濡れた薄うす衣ぎが、そのまま薄はく氷ひようになって千樹の全身を凍らせようとするかのように冷たい。だがその冷たさが、体の芯しんに染しみこむように、自らが進むべき道に一歩を踏み出す覚悟が染みこんでくる。

　──受け入れがたいものを自分に取り込み、それを嫌悪し抗う気持ちを持ち続けながらも、それを御す。千花の者となり、一花を成すため。曉宮を守り、上主とするために。




　　　　○




　千樹は濡れた衣を着き替がえると夜具に潜もぐりこみ、すぐに眠ねむったらしい。刀火はなかなか眠れず、目を開いて、暗闇を見つめていた。

　宮を取り巻くようにして吹ふきすぎる雪混じりの風音が、高く低く響ひびく。

　御み簾す越ごしに廂ひさしの方へ目を向けると、雅近の気配がある。一つだけ灯ともされた蠟ろう燭そくの明かりの中、ぼんやりとした影かげとなって彼の姿は確かく認にん出来た。千樹と刀火が寝しん所じよに入ってから、逢おう瀬せを済ませて帰ってきたらしい。

　千樹とのやりとりで、忌いまわしい様々なものを思い出し、腹を立て、彼女に八つ当たりした。そしてあろうことか雪の中に飛び出してしまった千樹を連れ戻すときに、思わず口にしてしまった己おのれの言葉を反はん芻すうする。言わずもがなのことを、言ってしまった。

　──受け入れていると、言ったな。

　千樹は刀火の存在を、受け入れているのだと言った。その言葉につられるように、自らも、口にしてしまった本心。それはもしかすると千樹の言葉が、嬉うれしかったからかもしれない。

　母にすら化け物と拒きよ否ひされた自分を、受け入れるといった彼女の言葉が。

　雅近は刀火の存在を受け入れているが、彼は、幼い頃ころからの刷り込みによって刀火を受け入れているに過ぎない。

　幻繕も刀火の存在を受け入れているが、彼もまた、刀火の幼い頃より教育係として側そばにいたからこその寛かん容ようさがあるからだ。

　千樹が刀火を受け入れる意味は、雅近とも幻繕とも違ちがう。

　彼女は、突とつ然ぜんに刀火と対面させられ巻きこまれたのだ。義理もなければ、長年かけて育てられた、情けも存在しない。その彼女が、刀火の存在を受け入れると言ったことが不思議だった。魔ま王おうの娘むすめとして生まれ、戦いくさをくぐり抜ぬけ、今度は魔性の門へ近づこうとするような、変わった姫ひめ君ぎみであるからこそ、刀火のような存在に対して寛容で、受け入れる度胸があるのか。

　──どこか似ている気がする。

　再び思い出したのは、幼い頃に抱だいて眠った仔こ猫ねこの温ぬくもり。隣となりの夜具から感じる、ほんのりとした体温で確かめる千樹の存在感は、あの仔猫を懐ふところに抱いていた気持ちを思い出させる。

　無意識に手を伸のばす。隣の夜具の上に流れている千樹の髪かみに触ふれようとしたが、その寸前にはっとして手を引っ込めた。なぜ髪に触れたいような気になったのか、己でも不可解だ。

　千樹は刀火の日常のみならず、刀火の有り様までも乱してくれる。灰をぶちまけたり、雪の中に飛び出したり、驚おどろくことばかり。

　もし彼女が、姫君らしい姫君で、微笑みながら座っているだけであったら、退たい屈くつで仕方がなかっただろう。この七夜を過ごすのですら、退屈すぎて苦痛だったはず。千樹が相手であれば、全すべてが乱される。だが不思議と面おも白しろい。

　千樹を道具として便利に使うためには、仮妻として曉宮に置くことが最も良いと考えていた。

　だがそうなった時、千樹はどうなるのか。

　彼女は気力をなくし、衰すい弱じやくした仔猫のようになってしまうだろうか。楽しみもなく、笑うこともなく、漫まん然ぜんと呼吸するだけになってしまうのだろうか。

　──そんな有り様を、千樹が望むはずはない。

　姉姫の阿樹が妹姫に望んだように、自由で気ままに、自分の好きな絵を描えがいて生きることが、千樹には似合っている。

　しかし刀火は今、そんな千樹を自分の穏おだやかならざる道に引き入れようとしている。彼女が、役に立つからという、それだけの理由で。

　──わたしは、それを望んでいるのか？

　今まで考えたこともなかった疑問だった。そんな疑問を抱いたことに、刀火は苦く笑しようする。

　──乱されているな。この散らかし魔に、心の底を引っかき回され、散らかされている。

　その時、

『魔王』

　耳元に、直接息を吹きこまれるような確かさで声が聞こえた。目を見開き息を吞のみ、刀火は夜具の上に飛び起きた。片手で、顔を覆おおう。

「またか……」

　昨日と同様に、今確かに声が聞こえた。さらに、

『魔王。のう、魔王』

　耳に息を吹きこまれる感覚に耐えきれず、両手で耳を塞ふさぐ。

　──去れ！

　渾こん身しんの力で心の中で抗うと、生暖かい気配がすっと去る。

　そのまま暫しばし動けず、肩かたで息をしていた。

　──強くなっている。確実に、鬼おにの腕うでの力が。

　悪お寒かんがする。じっとしていると、ぽうっと、天てん井じようあたりに小さな白い輝かがやきが灯り、それがふわふわと刀火の夜具の足元へ下りる。その明るさに促されるように顔をあげると、白いぼんやりとした光の中心には、幻繕の置いていった参さんがぴんと立っていた。

『宮』

　と、白い光から幻繕の声がした。

『いかがなされた。気配が、乱れておる』

　深い息をつき、刀火はいつものように平然とした声を返す。

「なんでもない。無礼だぞ、御法。七夜の寝所で」

『なれば、よろしいがの……。すぐに駆かけつけられるほどに、お近くにおりますぞ、わしは』

　不信感を残しつつ、すうっと幻繕の声は遠ざかり、参はくるりと回転すると再び天井に上がって貼りつき、姿を消す。

「曉宮様。どうされましたか」

　御簾越しに、雅近の声がした。刀火の気配を察し、やってきたようだ。

「なんでもない。下がっていろ」

　と答えるが、雅近は許しもなく御簾を引きあげて顔を見せた。そして刀火の姿を認めると、眉まゆをひそめて囁ささやく。

「俺にまで噓うそをつく必要はないでしょう、宮様。あなた様の瞳ひとみ、美しい緑です、今」

「たいしたことはない。今は、まだ。だが……早く見つけなければ、いつまで御しきれるか、わたしもわからない」

「魔王の種が、目覚めそうだということなのですか？」

　驚きと恐きよう怖ふが、雅近の表情に表れる。

「完全に魔王の種が目覚めるほどの力は感じないが、千樹に襲おそいかかった程度の狂きよう乱らんはありうるかもしれない。だが、それが長く続くか、あるいは、人前で起こればことだ。わたしの中の魔王の種は、屛風びようぶ絵えが封ふうじられても、蠢うごめき続けていると知られれば、父上主はどうするか」

「鬼の腕のありかは、手がかりもありません。すぐには見つからないでしょう。とりあえずは、どうにかして、あなた様を抑おさえる方法はないのですか？　長く続かないように、人前で起こらないように」

「御法が見つけてくれるだろうな」

　刀火は、鼻で笑った。

「人前で狂乱するような態ていになれば、真っ先に駆けつけ、遠えん慮りよなく首を刎はねてくれるはず。近くに控ひかえているそうだ」

「そうではなく……」

　雅近は言いかけるが、深いため息をつく。

「法術で封じきれるものではない、ということなのですね」

「そうだ」

　雅近の瞳が底光りする。

「ならば、もう一つの魔ま力りよくは有効でしょうか？」

「もう一つの魔力？」

　雅近の視線の先には、目を閉じた千樹の頰ほおがあった。涙なみだの跡あとが白く光っている。

「絵の魔力か？」

「絵の魔力に期待するからこそ、宮様は千樹姫を手元に置くことを考えられたのでしょう」

「使う本人が、使い方も効力も知らない魔力だ。ただ可能性として、手元に置いているだけ」

　答えた後、雅近を下がらせた。

　刀火は深い息をつき千樹を見やる。白い頰だ。意識していなかったが、千樹は少女で、刀火と比べれば、まるで人形のように脆もろそうな体つきをしている。

　千樹の存在は、ただの可能性だ。しかしその可能性を探さぐる前に、刀火はのっぴきならない状態に陥おちいるかもしれないのだ。

　──わたしは、今のわたしで、いられるのだろうか。

　幼い頃から、いつもそれに怯おびえていた。そして今、己おのれの影かげが意思を持ち、ゆらりと伸び上がって刀火自身の背後に忍しのび寄るような不気味さがある。耳に聞こえた『魔王』と呼ぶ囁きを思い出し背筋に感じる悪寒は、恐怖か。その時、冷え切っていた刀火の手に、そっと温かいものが触れた。驚いて見やると、薄うす闇やみの中で千樹が目を開き、横たわったまま刀火を見あげていた。

「起きていたのか？」

「目が覚めた。雅近様の声で」

　そこで千樹は言葉を切り、迷った風に沈ちん黙もくした後で、続けた。

「絵の魔ま性しようは鬼や魔王の種と同じ、この世にある魔性。同列の魔性のような気がする。だとすればわたしは、狂乱するあなたを、封じられるかもしれない」

「魔性を操あやつる魔性となるか？　受け入れがたかったのではないか？」

「そうよ、受け入れられない。あなたと同じよ。だから受け入れられないものを、この身に取り込んで、抗あらがい続けながら、それを操ってやりたい。それがわたしの成す一花。わたしは魔性を使う」

　その言葉に、思わす刀火は笑った。

　──なんと恐おそろしい覚かく悟ごをする姫ひめ君ぎみだ。

　千樹はむっとしたような顔をして手を放すと、起き上がった。

「なにがおかしいの、あなた？」

「わたしの道行きに、同じような道連れが、しかも己から選んでくる者がいるとは思わなかった」

　暗くら闇やみの中、刀火は千樹の髪かみにそっと触ふれた。絹のように心ここ地ちよい手て触ざわり。

「恐ろしい姫君。わたしに何事かがあれば、おまえが頼たよりになるだろう」

　その言葉は本心だった。可能性があるとするならば、彼女しかいない。

　千樹は戸と惑まどったように目を泳がせていたが、すぐにこくりと頷うなずく。

　魔性を取り込み操ってみせると恐ろしい宣言をした姫君なのに、頷いた姿は頼りなげに見えるほどに、少女らしい姿だった。

　そのちぐはぐさに、刀火は当とう惑わくする。

　──おそろしく強きよう靭じんな姫君が、ひょんなことで心乱して泣き出してしまう。

　どう扱あつかうべきか、刀火にはわからない。ただ単純に道具扱い出来ないことだけは、やっと理解していた。







　七花　縛め成りし御子




「まあ」

「今度は、びしょ濡ぬれ」

　五夜が明け、千樹が東の対たい屋のやへ行くと、今朝も二人の侍じ女じよたちは、呆あきれ顔だった。

　しかしいつものように、妄もう想そうを膨ふくらませてはしゃぎたいのを堪こらえているような気配はなく、どこかしんみりしている。

「姫ひめ様がどれほど怪あやしげな姿で七夜を終えられるのか、楽しみにしてましたのに。今日、絵師になられるのでしょう？」

「認められればの話で、認められなければ七夜は続行ですけれど」

「姫様なら、認められますわよ。国を滅ほろぼす屛風絵を、封ふう印いんされたのでしょう？」

「絵に魔力があっても、人を魅み了りようするかどうかは別物です。結局、魔力はあるけれど、ぞっとする絵しか描えがけなければ、わたしは選ばれません」

　苦く笑しようしながら言うと、袿うちきをたたんでいた侍女が顔をあげた。

「姫様は仮妻として曉宮様のお側そばに侍はべるより、絵師として曉宮様にお仕えしたいのですか？」

「うん。そう」

　と気軽に答えてしまったのは、七夜が始まって以来、丁てい寧ねいに接してくれているようでもありながら、どこか砕くだけた調子の侍女たちに、気を許していたからだ。

「変わってらっしゃるわねぇ。あのお美しい宮様のお側に侍って、にこにこ笑っていれば三食昼ひる寝ね付き。やるべき事は、己の退たい屈くつを紛まぎらす遊びを探すくらいの、良いご身分になれるのに」

「一日一食でもいいから、自由に歩き回れるほうがいい。退屈なんかしている暇ひまがないくらい、色々なことを見たいし、やりたい」

　幼い頃ころ、窮きゆう屈くつで恐ろしい常宮で過ごしていたからこそ、そんな庶しよ民みん的な生活が幸福に思える。ひもじくても寒くても、千樹が彩遊と一いつ緒しよに過ごしてきた七年間は楽しさに満ちていた。

　着き替がえを手伝いながら、侍女は千樹の潑はつ剌らつとした表情に気がついたらしく、優やさしく微笑ほほえむ。

「まあ、ご自分のなりたいようになられるのが、一番ですものね。もし姫様が絵師となられたら、わたくしたちと同じ、貴人にお仕えする身になりますわね。そしたらお仲間ですから、色々、秘密を話してくださいましね」

　そこで侍女は、きらりと鋭するどい目をして、声をひそめて千樹の耳に口を寄せる。

「実際のところ、曉宮様はあのお美しい顔で、どんな変態的な行こう為いをなされるのか、じっくり」

　思わず吹ふき出すと、二人の侍女も声を出して笑う。彼女たちは結局の所、面おも白しろがって刀火の噂うわさをあれこれしているだけで、自分たちの妄想が事実だとは思っていないらしい。

　昼過ぎて、曉宮の正せい宮ぐうへと向かった。

　既すでに、賢夕と純鉄が待っていた。室の奥に座る刀火と、傍かたわらに控える雅近。

　千樹は純鉄と並び、腰こしを下ろす。

　刀火は常の法術士の衣装から狩かり衣ぎぬに身なりを替かえ、髪も結ゆっていた。いつもと変わらない穏おだやかな彼の瞳ひとみの色を目にして、千樹は内心ほっとしていた。

　日々、刀火は鬼おにの腕うでの影えい響きようを受けている。昨夜ゆうべ、彼が寝しん所じよの中で漏もらした『わたしに何事かがあれば、おまえが頼りになるだろう』という言葉は、彼自身の不安の現れだろう。

　本来ならばこんなことをしている場合ではない。だが鬼の腕の気配は全く摑つかめず、手て詰づまりの状態なので、動こうにも動けない。

　──今日も一日、彼が、いつもの彼であればいいけれど。

　そう思った時、刀火が一いつ瞬しゆんだけ、どこかに痛みが走ったように眉まゆをひそめた。しかしその表情はすぐに消え、

「揃そろったようだ。選定をはじめよ」

　と、命じた。賢夕は深く頭を下げ、千樹と純鉄二人に向き直った。

「万ばん代だい上じよう白はく紙しと岩絵の具、墨すみ、筆がそれぞれ同じもの、同じ数だけある。双そう方ほうがいまからこれを、そちらの廂ひさしの間に分かれて持ち込み、そこで自由に描きなさい」

　前庭に面した東西の端はしの廂の間が、それぞれ四方に御み簾すを垂らして囲われていた。そこに分かれて入り、描くということだろう。

　賢夕はしっかりと二人の目を見る。

「終わりを告げられるまで、けして御簾の中から出てはならない。それが唯ゆい一いつの、決まりだ。判定者たる曉宮様やわたしに、接せつ触しよくしてはならないからだ。公正を期すために」

　わかりました、と二人が同時に答えて頭をさげると、賢夕が刀火に目配せする。

「はじめよ。双方がわたしの前に来るのは、陽ひが陰かげってからとする。それまで、わたしに顔を見せることはならない」

　刀火の宣言が、はじまりの合図だった。

　千樹は純鉄と視線を交かわし、互たがいに笑った。道具を抱かかえると立ちあがり、それぞれの御簾の内側へ入る。

　紙を広げ、墨をする。岩絵の具を小皿にとりわけ、溶よう燭しよく台だいで膠にかわを溶とかし、準備を始める。

　──成らないためには、完成させなければいい。だけど未完のものが、果たして人の気持ちを惹ひきつけるかしら？

　どうしたら成る絵を描けるのかわからない人と同じように、千樹もまた、成らさずに絵を完かん璧ぺきに仕上げる方法などわからない。純鉄が自然とこなせることが千樹には困難で、千樹が簡単にこなせることが、純鉄には困難だ。

　それはもはや、性質の違ちがいとしか言えない。

　──性質。でもそれが自分の性質ならば、変えることは困難。完成させてしまえば、わたしの絵はおそらく、成る。ならば単純にやってみるしかない。

　覚悟を決めて、千樹は筆を手にした。

　細く強い質の線せん描びよう筆ふでに、わずかに墨を含ふくませて万代上白紙の上にさっと滑すべらせる。ぞくりと、嬉うれしさがこみあげる。描きたいものを描くとき、やはり興奮する。

　筆が滑る。刀火と雅近、賢夕は、室の中に静かに座っている。彼らも一日、こうやって絵師につきあうのが決まりなのだろう。

　御簾に囲われた東西の廂の間にいる絵師の息づかいと、時折筆を置き持ち替かえる、わずかな音。衣きぬ擦ずれの音。

　見守る選定者たちの静けさと、香こうの薫かおり。それらは儀ぎ式しきめいた段取りだ。

　常宮の中にあるあれこれには、すべて儀式めいた手順と決まりがある。

　絵師の選定もまた、清らかなるべき儀式の一つではあるのだろう。だから絵師たちは、絵が完成するまで御簾の外へ出ることは許されない。選定者たちも、その場に留とどまる。

　儀式であるが故ゆえに、乱してはならない決まり事がある。本来の意味はうやむやになっても、形式を踏とう襲しゆうすることに意味があり、その踏襲を止めてしまった時には、いずれなんらかの影響があるはずのもの。それが儀式。

　儀式の空気が、千樹の神経をさらに昂たかぶらせる。

　細い線を幾いく筋も、微び細さいに描く。頃ころ合あいとみると線描筆を置き、彩いろ筆ふでに持ち替えた。

　時間は、瞬またたく間に過ぎるようだった。

　彩筆に含ませるのは、砕かれた彩さい石せきから作られる、きららかな輝かがやきとぬめりのある色。赤と白と、わずかに黄と。微び妙みように混ぜ合わせ色にする。できあがるのは、ほんのりと温かみのある象牙色。

　その色を塗ぬり、また別の色を作る。今度は黒。闇やみの黒。別の彩筆に黒の色を載のせたとき、

「……曉宮様」

　突とつ然ぜん、賢夕のかすれた声が聞こえた。緊きん張ちようを含む声に、千樹はふり向く。

　御み簾す越ごしに見えた光景に、息が止まる。

　両手を背後の床ゆかについて身をそらし、賢夕が目を見開いている。彼の前には刀火がいた。

　刀火は片かた膝ひざをついてかがみこみ、賢夕の胸むなぐらを摑み、もう一方の手に太た刀ちを構えていた。切っ先は、賢夕の腹の辺りに突つきつけられている。無表情だが、瞳は盛夏の頃の木の葉のように鮮あざやかな緑。

　──異変だ！

　室の空気が凍こおりつき、雅近も、御簾越しの千樹も動けない。見えないが、もう一方の御簾のの中にいる純鉄も、動けないはず。

　刀火の呼吸の音だけが聞こえるが、それは、必死で何かを抑おさえ込もうとするように苦しげだ。

　どうすればよいのか、千樹は混乱し、闇雲に周囲に視線を走らせた。

　前の時は、千樹の描いた鬼の腕の絵に反応したようだった。しかし今、千樹が描いているものは鬼とは関係ない。ならば彼は、何に反応しているのか。

　単純に、鬼の腕の力が強くなり、あらぬ場所から彼に影響しているのか。

　何もわからない。だがわかっていることは、ただ一つ。この様子は、昨夜のちょっとした異変とはわけが違う。彼は自分自身を抑え込めないかもしれない。

　しかもこの場には、雅近のみならず、賢夕も純鉄もいるのだ。その二人の前で、刀火がさらに狂きよう乱らんすればどうなるか。

　──彼を鎮しずめないと！

　思わず御簾から飛び出し叫さけぶ。

「その人を放しなさい!!」

　刀火が獣けものの不気味さで首こうべを巡めぐらし千樹を見たが、その底光りする瞳が、千樹の視線とかち合うと、わずかに揺ゆれる。その瞬しゆん間かん、彼は賢夕を突き放して太刀を遠くの床に投げ捨てた。両手で頭を抱え、その場にうずくまると厳しい声で命じた。

「誰だれもわたしに近づくな！　宮の外へ行け！」

「何を仰おおせで!?　そうはいきませんよ！」

　やっと驚きよう愕がくから覚めたらしい雅近が駆かけ寄り、背後から、刀火の両りよう肩かたに触ふれようとするが、激しく振ふり払はらわれる。

「触さわるな！」

　賢夕は座りこんだまま、呆ぼう然ぜんとしている。

「曉宮様……。これは……」

　また、いきなり刀火が動き、床に転がる太刀に手を伸のばそうとした。

　それを見て取った雅近が太刀を摑み、庭に向かって投げた。

　すると刀火は雅近に体当たりして突き倒たおすと、馬乗りになった。さらに同時に雅近の腰にある太刀を引き抜ぬき、それを雅近の首筋に当て、にやりとする。

　その時、真っ白い吹雪ふぶきが、いきなり室の中に吹ふきこんでくると視界を奪うばった。ぱちぱちと頰ほおにあたるそれは雪ではなく、紙人形の参さんだと悟さとった時、階きざはしを駆けあがる足音を聞いた。

「宮！」

　舞まい踊おどっていた参がゆっくりと床に落ち、空間を斬きり裂さくように、幻繕の声がした。幻繕は簀すの子こに立ち、腰にある太刀の柄つかに手をかけ身構えていた。

　刀火は雅近の太刀を手に、ゆらりと立ちあがり幻繕を上うわ目め遣づかいに睨ねめつける。冠かんむりは床に落ち、結った髪かみもほどけて肩かたに流れ落ちていた。

　雅近は首元にうっすらと血を滲にじませて衿えりを赤く汚よごしていたが、たいした傷ではないらしく、すぐに跳はね起きる。

「なんということじゃ。これほど急激に変化するとは、近場で見張っていて良かったわい」

　幻繕は刀火の周囲に参を放つのみならず、何事かあれば、すぐに駆けつけられる場所に控ひかえていたのだろう。それほどに危機感を募つのらせていたらしい。

「なにがあった。いや、ここに、なにがある？」

　油断なく周囲に視線を走らせる幻繕だったが、それに向かって刀火が斬りかかった。幻繕は、太刀を抜き様にかわして膝ひざをつく。そして舌打ち。

「探さぐっている暇ひまはない。致いたし方なし、宮よ。悪く思うでない」

　厳しい幻繕の表情に、雅近が怒ど鳴なりつけた。

「御法、やめろ！」

　雅近が幻繕に組みつこうとするが、幻繕はそれを脇わきに飛んでかわす。しかしその場所に刀火の斬ざん撃げきが襲おそい、幻繕の袖そでの端がぱっと断たち切れた。

　このままでは幻繕が死ぬか、刀火が死ぬか。

　──彼を鎮めないと、封ふうじないと！　今すぐ！　でも誰が、どうすれば!?

　考えている暇はない。体が震ふるえる。

　どうにかしなければいけないのに、幻繕にすら、魔ま王おうの種を抑え込む力などない。

　そして雅近と千樹にこそ、なんの対処方法もない。雅近は刀は使えても、怪かい異いに関しての知識も能力もない。千樹とて桜の屛風びようぶ絵えを封じたとはいえ、そこにあった絵に立ち向かっただけ。魔ま性しようそのものの生き物に、立ち向かったことなどない。そもそも市し井せいの絵札売りでしかなかった千樹に、なにができるのか。しかしその瞬間。

　──絵札!?　そうだ！

　鋭するどく閃ひらめく。

　絵札は望みにあった絵で、できばえがよければよい分だけの効力を発するもの。そしてこれもまた絵の魔ま力りよくを利用すること。鬼おにの出現を押しとどめる魔力を、絵は持つことができる。であれば、絵札といえど、魔王の種を一時なりとも封じる可能性はありはしないか。

　──どこに描えがく!?　紙の絵札？　駄だ目め、引き剝はがされる。衣ころも？　柔やわらかすぎて、描けない。

　千樹は自分がこもっていた御み簾すの一つをむしり取り、放ほうり出してあった線描筆を手に取る。たっぷりと墨すみを吸わせ、三本まとめて手にすると叫ぶ。

「幻繕様、雅近様、その人を押さえて！　一時でいい、押さえて」

　幻繕はちらっと千樹を見やり、雅近も焦あせった表情ながらも振り返る。その間も刀火は、太刀を構え、幻繕に斬りかかろうとする。

「考えがあるか、姫ひめ君ぎみ！　ならば！」

　幻繕は首の珠たま飾かざりを抜き取り、引きちぎった。ばらばらと珠が床に落ちて弾はずむと、印を結んで呪じゆを唱える。「珠しゆ・障しよう」の鋭い呪の声とともに、床の上に落ちて弾んだ珠が、一いつ斉せいにかっと明るく輝く。その輝きに目がくらみ、刀火の動きが一いつ瞬しゆん鈍にぶった。
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　その隙すきに、雅近が刀火の背に組みつく。追い打ちをかけるように、幻繕は参の束を懐ふところから摑つかみだして投げ、「参・縛ばく」と唱える。と、参は一斉に刀火の全身に襲いかかり、雅近共々、縛いましめるかのように体の動きを奪った。

　足をもつれさせ、刀火と雅近が床に倒れて、刀火の手にある太刀が手を離はなれて床を滑すべる。

　──どこに描く!?　縛めは！

　千樹は刀火と雅近に駆け寄った。刀火の側そばに膝をついた瞬間、絵を描くべき場所を悟る。

　──直接描けばいい！

　そして、

「衣を脱ぬがして、早く！」

　雅近に告げると、自分も刀火の狩かり衣ぎぬの肩に手をかけた。振り払われるが、しゃにむにしがみつき、狩衣を肩から引き下ろす。雅近も、とりあえずとばかりに、千樹と共に刀火の衣に手をかけた。

「無礼ぞ！　雅近！」

　鮮やかな緑の瞳ひとみで刀火が吠ほえたが、これは彼自身の意思の声か、それとも魔王の種が言わしめる言葉か。

「無礼は承知！　曉宮様、動きめさるなよ！」

　必死の形相で、雅近が答える。

　幻繕も駆け寄り、刀火の腰こしを膝で押さえつけ、さらに首筋に太た刀ちを押し当て怒鳴る。

「宮、鎮まれ！」

　刃やいばが刀火の珠飾りに触れて切れ、澄すんだ音を立て、珠が一斉に床ゆかに跳ねて転がった。

　本来の刀火の力であれば、雅近や幻繕をはねのけるのも可能なはず。しかしこうやって抑え込めているということは、刀火自身もまた、己おのれの中にあるものを抑え込もうとし、自らの内側で葛かつ藤とうしているからだ。彼の意思が、彼自身の思考と体をわずかなりとも抑よく制せいしている内に、なんとかしなければならない。

　やっと見えた刀火の肩けん胛こう骨こつと、右みぎ肩かたから二の腕うでにかけての肌はだ。肩胛骨から胸、二の腕にかけて、肌の色が青ざめた薄うす緑みどり色に染まっている気がした。その場所が魔王の種の核かく心しんかもしれない。彼の中で暴れているものは、彼の胸の中にあるようだ。

　千樹は肩胛骨から肩にかけて、筆を滑らせた。ひと筆に描いたのは、山野の旅人の足に絡からまり食い込む、棘とげの蔓つる。棘とげ蔓つる紅べに。

　東山の雪の中で見た、枷かせとなる植物。

　これは縛めの象しよう徴ちようとされ、凶きよう事じの起こった家の戸口に貼はる絵札の絵。その家から悪あしきものが這はい出てくるのを封じる意味を持つ。そうであるならば、これが刀火の中にあるものを縛め、封じる役目を果たしてくれはしないだろうかと期待した。

　刀火の右肩と腕の力が、明らかに弱まる。続けて千樹は、刀火の衣を一気に引き剝がし背中をさらし、筆を滑らせる。見る見る抵てい抗こうの力が弱まる。

　墨がかすれる筆を放り出し、もう一方の手に握にぎっていた新しい筆を手にする。続けて、左腕、左肩へと筆を動かす。

　絵札を描く。

　ただし、紙の札に描くのでは心こころ許もとない。となれば直接その人の身に、描きつけてやればよい。

　細く鋭い棘が、しなやかな蔓を取り巻き、その蔓は刀火の肌の上で、その人自身を縛めるように、螺ら旋せんを描きながら伸びていく。嫌いやな感じの冷や汗あせが、千樹の背中を滑る。

　墨のかすれはじめた筆をまた放り出し、最後の一本を手にする。

　──どうか、鎮まれ。

　念じながら、丹たん念ねんに鋭い棘を描く。

　幻繕が深い息をつき、刀火の首筋に押し当てていた太刀を引く。

　刀火はうつ伏ぶせのまま、荒あらい息をしていた。肩と背中の肌が、ゆっくりと波打つ。

「曉宮様？」

　恐おそる恐る、雅近が問う。するとくぐもった声で、刀火が答えた。

「……続けろ、千樹」

「言われなくても、するわ。雅近様、わたしが廂ひさしに準備していた岩絵の具。皿。筆。全部こちらに持って来てください」

　雅近が機き敏びんに動くと、ちらりと刀火が顔をあげて千樹を見た。疲つかれたような表情だった。瞳の色は、常よりも緑が濃こいが、一見して黒と言える程度まで落ち着いている。

「描いているのは……縛めか」

「そうよ。とりあえず、あなたを押さえつけなくちゃ」

　筆先に集中しながら答えると、微かすかに笑った気配が伝わる。

「おまえのような姫君に、縛められるとは。わたしが」

「日ひ頃ごろの恨うらみつらみ込めてあげるから、おとなしくしてて」

　冗じよう談だんめかして答えたが、緊きん張ちようする声こわ音ねは隠かくせない。

　賢夕が、そろりと立ちあがり、呆ぼう然ぜんとこの有り様を見ている。

「賢夕……先生……」

　御簾の中から、純鉄の怯おびえた声がした。賢夕はそちらを見ずに、ただ、千樹の筆の動きを目で追いながら、喉のどに絡む声でかろうじて答える。

「純鉄、そこから、出るな。今は……選定の……最中……出てはならぬのが、決まり」

　千樹の傍かたわらに、雅近が岩絵の具を溶とかした小皿を並べる。それらの色を目の端はしで確かく認にんし、刀火の肌に色を載せた。

　岩絵の具は、彩さい石せきと呼ばれる、とりどりの色を発する石を砕くだいて作った粉。それを膠にかわで溶かして肌に載せると、刀火の肌の上に、石の煌きらめきを秘ひめた色しき彩さいが映はえる。貴人の肌らしく、傷きずも爛ただれもないすべらかな肌は、万ばん代だい上じよう白はく紙しと同様に、色彩が浮うきたつ。

　刀火のうなじから、両りよう肩かたと両りよう腕うで。そして背中の中央まで、細かな棘を生やしたしなやかな金の蔓が、彼の背を抱だき込むようにして描き出される。冬の寒さに青ざめ震ふるえながら、全すべてのものにしぶとく絡みつく必死の色が金だ。棘の根元には時折、小さな赤い花のような実。この小さな赤を生かすために、枯かれきった金の蔓はあらゆるものに絡みつき、どこかへ運ばれ、芽め吹ぶき、再び生木の精気や妖よう気きを吸い込もうとする。ぬめるように濃い赤。

　動いているのは、千樹のみ。

　その他全員が固かた唾ずを吞のみ、その光景を凝ぎよう視しする。

　赤の色を含ふくませた筆を、刀火の背から離すと、千樹は長い息を吐つきながら刀火から身を引く。

　──終わった。多分、これで、いい。

　座りこむと、床に放ほうり出した手から筆が離れ、転々と転がり、床に赤の軌き跡せきを残す。

　刀火が動いた。彼が起き上がると、賢夕がおののいたように一歩、足を引く。幻繕と雅近は、そろりと身を乗り出し、刀火の様子をうかがう。御簾の向こうでは純鉄が息を殺している。

「鎮しずまったか、宮？」

　幻繕が底光りする瞳で訊きく。

「胸むな騒さわぎのような、わずかな衝しよう動どうはある。……だが、楽に抑え込める程度だ」

　言うと、乱れた髪かみを顔から払はらいのけ、片かた膝ひざを立てて座ると疲れたようにため息をつく。その様子を目にすると、雅近は力が抜ぬけたようにその場に腰を下ろして、天てん井じようを仰あおぐ。

「勘かん弁べんしてください、曉宮様。俺の神経が持ちませんよ」

　上半身の肌をさらし、背と肩と二の腕に、鋭するどい棘の金色の蔓をまとわりつかせるその姿は、高貴な兇きよう賊ぞくめいている。魔ま王おうそのもののような、恐ろしげでいながら、妖あやしげで魅み惑わく的な様だった。彼の肌の上にある蔓は時折ぞろりと動き、赤い実がぬめりを帯びて光る。彼の肌の上で、絵が成っている。彼自身と同化しながらも、彼を縛める枷。

　──なんという姿だろうか。怖こわくて、綺き麗れい。

　その姿から目が離せなかった。この姿を紙の上に写すことを考えると、興奮を覚える。

　描えがきたくてたまらない。ぷつりと切れた恐きよう怖ふと緊きん張ちよう感かんのせいで、呆然としながら、ただ刀火の姿を見つめる。

　──こんなものを見たくて、わたし、ここにいるんだ。

　不可思議で恐ろしくて、綺麗だ。

「曉宮様。これは、いったい……。宮様は」

　賢夕が呻うめくと、雅近が据すわった目をして、取り戻もどした己の太刀の柄つかに手を伸のばす。

「止やめよ、雅近」

　刀火の声に、雅近は声をひそめて答えた。

「賢夕、純鉄に見られましたよ。宮様が今、いかなる状態かを。生かしておけましょうか」

「止めよ」

　強く命じると、刀火は青ざめた賢夕を見み据すえる。

「見てのとおりだ、賢夕。わたしの中にある魔王の種、先の屛風びようぶ絵えを封ふうじたことで、問題なしと言われていた。だが実際は、わたしの中にあるものはまだ、蠢うごめいている。このことが知られれば今度こそ、父上主はわたしに厳しい処しよ遇ぐうをするはず。だがわたしも死にたくはない。早急にこうなった原因を探さぐり、元を断たつ。それまでこのこと、黙だまっておけるか？」

「わたしは、上主様にお仕えする身なれば……」

「取引をしよう」

　うっすらと、刀火は笑う。

「この選定の儀ぎは、祭司寮りようの管理の下もとおこなわれているのだから結果を報告する必要がある。ならば、どうだ？　わたしは曉宮の絵師として、純鉄を抱かかえると決する。おまえも純鉄を選ぶ他ほかはないだろう。千樹の絵は完成してもいない。しかも彼女自身が決まりを破り、御み簾すを出た。純鉄は御簾を出ていない。このまま絵を描き完成させれば、この選定で我々の前に上がるのは純鉄の絵のみ。おまえはそれを選ぶしかない。わたしも、それを選ぶ」

　千樹は呆然としながらも、刀火の言葉を聞いていた。

　──ああ、そうだ。御簾から出てはならないと言われていた。

　賢夕が、眉まゆを吊つり上げた。

「このような有り様になって、選定などと！　やり直しをするのが当然！」

「賢夕。今ここでは、何も起こらなかった。粛しゆく々しゆくと、選定は終わるのだ、なんの問題もなく。だから選定をやり直す理由はない」

「しかし、それでは」

「何も起こらなかったことにしなくては、ならない。選定をやり直す理由は、明かせない。そうするためには今、滞とどこおりなく選定が終わったこととし、絵師を決するしかない。常宮絵師を増やす機会は、そう多くないぞ賢夕」

　そそのかすように、刀火は言う。その言葉に、賢夕ははっとしたようになり、純鉄がいるはずの御簾へ向けて、視線を流す。

「常宮絵師の数は決まっている。誰だれかが失職しなければ、新たに加われる絵師はいない。だがわたしが望んだこの機会で、一人、絵師を増やすことができる。もし次に誰かが失職する機会を待つとするならば、次はいつだ。五年、いや、今の絵師たちはさほど年配ではないから、十五年は先か？　おまえとてもっと早くに機会があれば、常宮絵師になれたというのに、絵師として正式に抱えられたのはいくつの時だ？　三十か？」

　ぐっと、賢夕は唇くちびるを嚙かみしめ、拳こぶしを握にぎる。

「選定は滞りなく行われ、純鉄が曉宮が抱える絵師として決した。それを通すならば、ここであったこと目にしたこと、けして他言は許されない。純鉄を常宮絵師の身分にし、それで終わりにするか。もしくは選定をやり直す理由を申し立て、わたしの異変を明らかにし、わたしの身を危あやうくし、結局は新しい常宮絵師も誕生させずに終わるか。おまえの決心一つで決まると言われれば、どうする。おまえはわたしを、追い詰つめ殺すことを選ぶか？」

　刀火の言葉が終わると、雅近と幻繕も、息をひそめるようにして賢夕の反応を待つ。

「賢夕先生」

　困こん惑わくしきった純鉄の声が、御簾の向こうから弱々しく響ひびく。賢夕が呻く。

「わたしは、この出来事を隠す隠さないによって、選を決するのは良しとはいたしませぬ」

　決然とした言葉に、刀火は目を細める。

「それは、どういう意味だ」

　そこで賢夕は顔をあげ、きっと正面から刀火を睨ねめつける。

「千樹姫ひめは、御簾を出た。決まりを守らなかったのです。ですから姫君は選から洩もれるのは必定。ということは選ぶべき絵師は純鉄しかおらず、そして純鉄の描く絵は、わたしの目に適かなうはず。でなければわたしは純鉄を、最も信しん頼らいの置ける弟で子しとしていない」

　苦しげな賢夕の言葉に、御簾の向こうから純鉄が甲かん高だかい声をあげた。

「しかし賢夕先生。それでは千樹があまりにも！」

「理由がなんであれ、決まり事は、決まり事。千樹姫は選定の決まりを守らなかった。となれば、純鉄が選ばれるのは当然……。なんとも遺い憾かんだ。しかし、それは決まりなのだ。曉宮様の一件を隠かくす隠さないの問題ではなく、根本的に千樹姫は選から洩れたのだから、純鉄が選ばれるのが本筋なのだ。しかし……もし千樹姫が異議を申し立てるのであれば、その異議はくまれるべき。異議があるのであれば、選定のやり直しをするべき」

　結局は、千樹の決断ということらしい。

　今ここで、千樹が異議を申し立てれば、賢夕は、選定のやり直しを強きよう硬こうに主張すると言っている。だがそれは純鉄の機会を奪うばい、そして刀火の身を追い詰つめる結果になる。

　──ああ、でも。生きるって事は、こういうこと。何もかも望みのとおり、うまくいくなんて思う方が間ま違ちがい。

　くすっと、千樹は笑ってしまった。落らく胆たんしている自分が、おかしい。

　幼い頃ころから望みが叶うことなど希まれだったくせに、望みが叶わないとわかると落胆する。

　けれど千樹は落胆しても、今この状じよう況きようで、自分が選ぶべき選せん択たく肢しはわかるのだ。

「賢夕先生。わたしは御簾を出ました。絵も描けてません。もし描いたとしても、純鉄に勝まさる絵が描ける保証もないし、実際、成らない絵では純鉄の方が優すぐれています。だから、わたしは納得します。選定は滞りなく終わり、選ばれたのは純鉄。そのことに納なつ得とくします」

「本当に納得しているのか、姫」

　食ってかかるように賢夕は問うが、意外なほど気持ちは穏おだやかに、千樹は頷うなずく。

「してます。本心から」

　絵師として抱えられないということには、落胆していた。それが競きそうことすらなく、決してしまうのは少し残念だ。

　だが現実はそれを許してくれなかった。刀火の異変は、刀火自身にも、どうしようもないこと。ままならないものを抱えている人に、おまえのままならない現実が、自分の誇ほこりを保つ機会を奪ったのだと責めるほどの傲ごう慢まんさが、千樹にはない。

　──しかも、いいものを見たじゃない。

　刀火の、悪あく辣らつな、脅おどしとも言えるような賢夕への言葉と、それを口にする彼の、妖しくも魅惑的な、魔王そのもののような恐おそろしくも美しい姿。このような、日常では目にできないものを目にするために千樹はここに来た。だから満足すべきだ。

　刀火を失っては、矜きよう恃じだの意地だの言っても、もともこもない。

　──この人の、この姿。描く。それでいい、それが、いい。

　決然と、千樹は告げた。

「わたしは、納得しています。本心です」

　千樹の表情になにを見て取ったのか、

「選定は……、滞りなく行われました。曉宮様が抱えられる絵師は、純鉄と決しました」

　疲つかれたように賢夕は呟つぶやく。

「賢夕先生、俺は」

　御簾の向こうから焦あせったように純鉄が言うが、賢夕は首を振ふる。

「決したのだ、純鉄。おまえは常宮絵師。曉宮様に、お仕えせよ」

　ぱたりと、筆が床ゆかに落ちる音が、御簾の向こうから聞こえた。

　真っ正面から勝負しようとしていた純鉄は、この決着がどれほど衝しよう撃げきだろうか。常宮絵師になったにしても、けして嬉うれしいはずはない。

　──ごめんね、純鉄。

　千樹は心の底から、彼に詫わびようと思う。

　雅近と幻繕が安あん堵どの息をつく。

　刀火は床に放り出された線せん描びよう筆ふで、彩いろ筆ふで、さらに、あちこちに散った墨すみと岩絵の具の色しき彩さいを目で追い、それから顔をあげ、視線を真っ直すぐに向けると淡たん々たんと告げた。

「決した。気に病やむことはない。悪辣なる者は、わたしだ。皆みな、わたしに従っただけだ」

　斜しや陽ようが、雪面に反射して室の中にきららかな橙だいだい色いろの光をまき散らしていたが、それはすぐに色あせ、東の空から藍あい色いろの夜が滲にじみ出してきた。







　その夜は、六夜。

　昼間の選定の決着を聞いた侍じ女じよたちは、残念だったと千樹を慰なぐさめてくれたが、千樹は意外にもすっきりしていた。籠かごの鳥になることは、もう致いたし方ない。しかし昼間に見た刀火の姿に満足し、籠の鳥になって曉宮に燻くすぶることになろうとも、けして自分が望む様々なものが見られないわけではないのだと、自分を納得させていたからだ。

　絵師として抱かかえられることはなく、魔ま力りよくを操あやつる単なる道具という扱あつかいで、仮妻になっても構わない。そう扱われたとしても、千樹が一花を成す試みを止やめるわけではない。

　六夜の衣装は、星の輝かがやきのような細かな銀糸を織り込んだ薄うす衣ぎに、純白の袿。さらに上に重ねるのは、縹なはだ色いろの絹に、雪の結けつ晶しようを模した銀の模様が散った袿うちき。薄衣と同様の布を被かつぎ、それを細い銀の冠かんむりで留める。

　歩く度たびに銀の輝きがちらちらと光り、雪の精せい霊れいのように儚はかなげで、触ふれれば溶とけそうな淡あわい存在感になる。それでいながら、透すける裾すそが色いろ香かを醸かもす。

　その姿で刀火の室に戻もどると、刀火は几き帳ちようの傍かたわらに座り、雅近の手で、上半身に晒さらしを巻かれている最中だった。肌はだに描えがかれた絵を保護し、隠すための晒しだ。

　幻繕も側そばで、その様子を見守っている。

「落ち着いているみたい。良かった」

　正面に座ると、刀火は眉をひそめた。

「しかしこのまま、というのも具合が悪い。禊みそぎも湯ゆ浴あみもできない」

「禊ぎの時も、湯浴みの時も、縛しばり上げてから、川や湯ゆ殿どのに俺が放りこんでさしあげるしかないでしょうね。そしてその後にまた、千樹姫に描いてもらうんですよ、これを」

　言いながら雅近は、刀火の肌に晒しを巻いている。

「そんな面めん倒どうなことはできないだろう。原因を探さぐらねばならない、早急に」

　肩かたから背中、胸にかけて晒しを巻き終わると、雅近が衣ころもを刀火の肩に着せかけた。すると晒しは衣の下に隠れ、見えなくなった。刀火は自ら衣装の乱れを直す。

「昨日までは声が聞こえる程度であったものが、なぜ今日、狂きよう乱らんするほどになったのか。さっぱりわからぬわい。鬼おにの気配なぞ、微み塵じんもないのに。宮はどうじゃ」

　難しい顔をした幻繕に、

「御法の言うとおり気配はない。だがなぜか、側にいて、息づかいが聞こえるような感覚だ」

　ため息混じりに、幻繕は立ちあがる。

「まあ、なんにしても魔ま王おうの種は、姫君の絵で封ふうじられておる。今のところ安心じゃ。鬼の腕うで、早急に探しますぞ。じゃが、今夜はここまでじゃ。さすがに年寄りには、あの騒そう動どうはこたえるわい。では、宮よ。わしは休む」

　と言い残すと、ひょこひょこと室を出て行った。すると刀火は、雅近に顔を向ける。

「おまえも下がれ、雅近」

「いえ、俺はお側そばにいますよ。昼間のあの様子では、心配で放っておけませんからね」

「下がれ。わたしは千樹と話がある」

「俺がいては、不都合ですか？　まさか、宮様がその気になられたとか？　まさか」

　雅近は、不ふ審しんげに眉まゆをひそめる。

「どうでもいい、下がれ。これ以上言わせるな」

「承知しました。では、西の対たい屋のやへでも、引っ込んでいましょう」

　やれやれと肩をすくめると、雅近も出て行った。

　雅近まで追い払はらった刀火に、千樹はきょとんとした。

「どうしたの、本当に。雅近様にも聞かせられないような質問、わたしにしたいの？　雅近様すら引くような質問なら、わたしも答えるのは控ひかえるかもしれないけれど。なに？」

「わたしがどんな質問をすると思っているのだ、いったい」

「どんな質問って、やっぱり変態的な？」

「すっかり変態扱いだが、忘れているようだから教えておく。それは侍女たちの妄もう想そうで、それに乗ったおまえが、わたしを変態呼ばわりしたのではなかったか？　おまえは、わたしの変態行こう為いでも見たのか？」

　疲れたように呟くと、脇きよう息そくを引き寄せてゆったり構える。

「じゃ、なに？」

「おまえは常宮絵師になり損そこねた。六夜が済んで、明日は七夜。七夜が済めばわたしの仮妻だ。それでいいのか？　おまえがいなければ、わたしを抑おさえる方法がないと判断した御法に、首を落とされていたはず。だがこの縛いましめのおかげで、わたしは自分の中のものを抑えられ、命拾いした。その礼だ、許しをやる。今夜ここを逃にげだし、彩遊の屋や敷しきへ帰れ。連れ戻すことはないと、約束してやる。七夜が終わる前に逃げてしまえば、わたしの仮妻にならずとも済む」

「でもわたしが逃げ帰ったら、今あなたを縛めている封ふう印いんはどうするの？」

「これが消えるまでには、鬼の腕を見つける。おまえが気にすることではない。帰るがいい」

　帰れの言葉に、千樹は絶句する。

　──帰れって……？

　刀火の役に立てたと思っていただけに、帰れと言われたことは意外で、そしてなぜか突つき放されたような気がした。すこしだけ、胸の奥に小さな棘とげが刺ささったような痛みが走る。

　だが千樹は、刀火の側で彼の姿を見つめ彼を描くと決めたし、その衝しよう動どうは胸に蠢うごめく。仮妻にならなければ側にいられないというならば、千樹の選ぶ道は一つ。

「帰らない。ここにいる、仮妻になる」

　すると刀火が冷たい流し目をくれる。

「どうした。わたしのことを好きにでもなったのか」

「茶ちや化かさないで。帰らないわ。決めたのよ、わたしは」

　腹が立つ。帰れと言われることが、なぜだか、どうしようもなく腹が立つことが不思議だ。

「帰ればいいと言っている」

「逃げ帰るつもりはない。覚かく悟ごしてきたの、そのくらい」

「実際にわたしの仮妻にされ、曉宮に押しこめられることが確定したぞ。それでもか」

「ええ、そう言ってるわよ。たとえ形ばかりの仮妻になって、ここに押しこめられても、ここにはあなたがいる。あなたの姿ならば、ここで眺ながめられる。今、あなた以上に描きたいと思えるものはないって、今日の昼間も思ったのよ。だから、形ばかりのあなたの仮妻になる」

　そこで千樹は、懐ふところを探った。取り出したのは何回も折りたたんだ万ばん代だい上じよう白はく紙しで、それを広げると、ぱしりと突きつけるように刀火の正面の床に置く。

「わたしが昼間、選定の時に、描いてたものよ」

　紙の上に描かれているのは、膝ひざを立て、白紙の奥の方へ顔を向けてゆるりと座っている、刀火の姿。幻の霧きりの中にいるように、足先や指先はぼんやりと白紙の中に溶けて消え、描かれていない。意図して、描くまいとしているのだが、どこか不安定で未完成だと思わせる。

「完成した絵を描いたら、わたしの絵は成ってしまう。だからわざと、完成させないように工く夫ふうしようとしたけれど、小細工は駄だ目めね。結局、二柱の大祖神様も万龍も、わたしの浅あさ知ぢ恵えなんてお見通しで、ぴしゃりと頭を叩たたかれたような気がするもの。だからわたしは結局これを描ききってあなたの前に出しても、選ばれることなどなかったはず。でもね、これを描こうと決めてわかったことがある。そして今日の昼間に、あなたの姿を目にして、さらに確信した。わたしが今描きたいのはあなたで、今は、あなたを描く事が一番面おも白しろい。だからいいの。わたしは仮妻になる、形ばかり」

　描かれた刀火の顔は、奥の方を見ているし、前まえ髪がみが落ちかかっているので目は描かれていない。だが口元に、わずかな微笑があった。それはあざけりの微笑でもなく、策略の微笑でもなく、ただ純じゆん粋すいに、日だまりに咲さく花を目にした時に、ふと洩もれるような微笑。

　彼にはこんな微笑もあるのだと、千樹はその目で見て知ったからこそ、写しとりたかった。

　──この人の様々な姿を、わたしは見つめて、描く。捕つかまえて、形にする。

　それが今、千樹が望むことで、それが自分の一花を成す道に繫つながると確信する。魔ま性しようの門へと続く道の一歩が、魔性の門へ向かう勇気を与あたえてくれた人の姿を描ききること。

　そしていずれは一花を成す力で、その人を助けたい。

「描くわ、今のあなたの姿も、すぐに」

「蠢く魔性を御ぎよすために枷かせをはめられ縛められた、浅ましい姿もか？」

「だからこそ描くの。あなたが嫌いやがろうが、恥はずかしがろうが、わたしが描きたいと思う魅み惑わく的な姿ならば描く。ただ、そうね。純鉄には申し訳なかった。本気で競きそおうとしてくれていたのに、あんな選ばれ方をしてしまったら納なつ得とくいかないはず」

　刀火は無言で千樹の絵を見つめていたが、千樹の言葉に顔をあげる。

「それは、問題ない」

　と言うと腕を伸のばし、自分の背後、几き帳ちようの陰かげに置かれていた一枚の紙を滑すべらせて、千樹の前に持って来た。

「純鉄が、選定で描えがいたものだ。先ほど届けられた」

　そこに描かれているのは、真っ白い雪原と皓こう々こうと明るい丸い月。そして画面の左ひだり端はし、ゆるい起き伏ふくの丘おかの上にぽつりと立つ、若々しい牝め鹿じかの姿。牝鹿の影かげは月明かりで背後に長く延び、冷えた空気が感じられた。牝鹿の瞳ひとみは真っ黒く、それでも勝ち気そうにちょっと吊つり上がったようにも見えて、なかなか逞たくましそうな面つら構がまえでもある。そしてなぜか牝鹿の首には、藤ふじ色いろの髪かみ帯おびがゆるくまといついている。千樹がいつも身につけているのと似た色だ。

「なんだか、ふてぶてしい感じの鹿しかねぇ。可愛かわいいんだけど、ふてぶてしい」

「誰だれかに似ていると思わないか？」

「誰かって、人間？」

　鹿を見つめてみるが、この生き物が人間と結びつかない。

「わからなければ、いい。人間己のことは、やはりわからぬということだろう」

「どういうことなの？」

「気にするな。話が逸それた。この絵とおまえの絵を比べれば、わたしは、こちらの牝鹿の方が好ましい。おそらく賢夕も、そう言うだろう。この鹿の絵は美しいだけでなく、逞しさと、面白みがある。好ましいという点でいけば、こちらの絵の方が好ましい。だから結局、純鉄はわたしのお抱かかえ絵師になる結果だったはず。それは純鉄にも賢夕にも伝えてやるつもりだ」

「なんだ、そうか」

　千樹は、思わず笑い出す。

　──本当に残念。だけど、それが真実だから当然のこと。

　胸につかえていたものが、すっと消える。

「刀火様」

　閉めきられた蔀しとみの向こう側からいきなり声がしたので、刀火は眉をひそめ、千樹もふり返る。

　雪がはらはらと吹ふきこんでいるはずの、冷え切った簀すの子こから聞こえた声は、意外なことに、上主の二に之の御み子こ、刀火の弟御子である綾峰のもの。千樹は昨日の彼とのやりとりを思い出して、我知らず顔が強こわばる。刀火はただ不快げな目の色だ。

「刀火様」

　刀火が返事をしないので、またもや綾峰が呼びかけてきた。

「何用だ？　またわたしの妻を奪うばいにでも来たか？　七夜の宮に許しもなく踏ふみこんでくるとは無礼。衛え士じを呼べば、無礼のかどで衛士府の仮かり牢ろうに入れるように命じることも出来る」

「かまいません。昼間であれば、あなたはわたしを無視して、去ってしまう。夜、こもられているこの時しかお話を聞いて頂けないと思い、覚悟して参りました」

　怯おびえを抑えこみ、自分を奮い立たせるかのように綾峰は告げる。その決然とした雰ふん囲い気きになにを感じているのか、刀火は沈ちん黙もくしたまま。すると綾峰が再び口を開く。

「あなたがわたしに仰おつしやったことを、ずっと考えていました。わたしが曉宮たるに相応ふさわしいとあなたが認めれば、あなたは曉宮を譲ゆずると仰った。それは事実だろうか、と。それがもし事実であればわたしは、あなたがわたしの前に伏ふし、『あなたこそが曉宮に相応しい』と言わせ、この宮を明け渡わたす様を見たいと思いました」

　すうっと、刀火の目が面白がるように細まる。

「正直だな綾峰。しかしあれほどの無様な行いを暴あばかれれば、とり澄すましてもおられまい」

　怯ひるむように、あるいは悔くやしげに、蔀の向こうで綾峰は沈黙した。だがいきり立って反論することがないのは、刀火の言葉を、綾峰が事実だと受け止めているからなのだろう。

「わたしは、あなたがひれ伏す様を見たい。ですがあなたがつけた条件は、ひどくずるい。あなたが認めるということは、誰の評価でもなく、あなたの評価ということ。あなたと縁えん遠どおいわたしが、あなたが何を気に入り、なにをもって曉宮に相応しいと考えるのか、知りようもない」

　少なからず、千樹は驚おどろいた。綾峰は甘いばかりの御子様ではあるが、鈍にぶい人間ではなさそうだ。刀火は口元でうっすら笑う。

「わたしのものを手放す条件は、わたしが決める。ずるいと言われようが、わたしが決める。当然のこと」

「ならばわたしは、あなたのお心を知り尽つくさねばならないのです。なのでわたしは、あなたの弟御子として、これからあなたのお側そばに仕え、あなたの心を知り、あなたをひれ伏せさせるためには、どのような人間にならねばならないか探さぐります。父上主にも、お許しを頂きました。弟御子が曉宮をお助けするのは良きことと、お喜びです」

「また新手の嫌がらせを思いついたものだな、綾峰」

　心底嫌そうな声こわ音ねにも怯まず、綾峰は続ける。

「お仕えします。兄君」

「勝手にすればいいが、すぐに逃にげ出すように仕向ける。おまえの顔を毎日見るなど、鬱うつ陶とうしい。そして兄君と呼ぶのは止やめろ。気持ちが悪い」

「いいえ、わたしはわたしの望みを叶かなえるために、逃げることなくお仕えし続けます。兄君。そしていずれわたしは曉宮となって、あなたから全すべてを譲り受けます。地位も、宮も、雅近も……そして、あなたの仮妻も。あなたの仮妻は形ばかりでしょう。そうであれば、わたしが譲り受けても問題はない」

　最後の言葉に、刀火の顔に不快な色が走る。

「千樹姫ひめ、そこにおられますね？」

　綾峰が、呼びかけてきた。

「わたしは、あなたをわたしの仮妻としたい。あなたが千花となる者だからではなく、ただ……あなたが、慕したわしい」

　その言葉に、千樹は目を瞬またたく。

　──え……？

　刀火の目が、鋭するどく光る。

「わたしは昔から、兄君と比べられ、勇ゆう敢かんであれ大だい胆たんであれと、母からも責められた。内心怯えながらもそう振ふる舞まえば、褒ほめられた。けれど、わたしは結局、臆おく病びようなんです。けれどあなたは、臆病であることを認めて、それもまた良き資質と言ってくれた。あなたが初めてです。わたしは、あなたが欲しい。いずれ、わたしのものにしたい。それを伝えておきます。では、わたしはこれで。お邪じや魔まをいたしました」

　言いたいことだけ言い終わると、足音が階きざはしを下り、雪を踏む音が遠ざかる。

　動どう揺ようした。これほど真っ直すぐに愛情の言葉を聞いたことはなかった。特に好意を持っている相手というわけでもないが、あんなに真っ直ぐに慕わしいだの、欲しいだの言われたら、頰ほおに血が上るのはどうしようもない。

　刀火は、千樹の様子を見やったが、不ふ機き嫌げんそうに視線をそらす。それから何かを考えるように唇くちびるに人差し指をあて、じっと雪を踏む足音を聞いている。

　足音が聞こえなくなると、刀火は少しだけ顔を伏せ、ふふっと笑った。

「面おも白しろい。愛の告白を聞けるなどとは、思ってもみなかったな。しかしまだ浅はか。わたしの仮妻に、わたしの前で愛を告げるなど」

「あんな告白……、どうせ気まぐれとか気分のはず」

　と断言して自分の気持ちをなだめようとするが、刀火は流し目をくれる。

「さあ、どうかな。わたしには真しん摯しな言葉に聞こえた」

「それよりもあなた、綾峰様に言ったことは本気なの？　あなたが相応しいと認めれば、あなたは曉宮を綾峰様に譲るの？」

「わたしが認めるほどに綾峰が曉宮に相応しい者となれば、わたしは全てを譲る」

「それは……わたしも譲るの？」

「そうだ」

　その答えを聞いた瞬しゆん間かん、胸の中からこみあげたもので、思いがけず視界が滲にじんだ。自分でもよくわからないが、先刻、帰れと言われたときの何十倍もやるせなくなって、瞳が潤うるむ。

　──どうしたんだ。わたし。

　自分の中に湧わきあがってくるものに戸と惑まどい驚いたが、刀火もまた彼にしては珍めずらしく、驚いたように千樹を見つめている。

　曉宮を譲るという刀火の気持ちが、千樹にはよくわかる。

　彼は魔ま物ものを抱える己おのれ自身を嫌けん悪おしている。抗あらがっている。それは間ま違ちがいないと、彼自身も認めた。七歳の時、目の前で母に死なれた子供は、母を死に追いやった自分を嫌きらい続けている。

　だがそれもまた、刀火を形作ったもので、彼が、今の彼であるために通ってきた道。否定はしたくない。その嫌けん悪お感かんさえも、彼の一部だ。そう思えるのは、魔ま性しように近づくと知っていながらも、それを選び取った自分と重ねて自分を認めてやろうとする、自己弁護なのかもしれない。

「譲るのね。でも、答えておく」

　滲む視界で刀火を見つめ、口を開く。

「あなたはわたしに、あなたが曉宮に相応しいと思うかと、前に訊きいたわよね。答えるわ、あなたは曉宮に相応しい。次期上主になるべき人よ」

　目を瞬き、刀火は千樹を見つめ続けている。

「あなたは噓うそつきで意地悪で、したたか。けれど自分の恐おそろしさも、危あやうさも知っていて、己を嫌悪しながら、自分の中のものに抗っている。権力を手に入れたとき、己の恐ろしさを知っていることがどれ程ほど大事か。それは魔ま王おうの種を抱かかえていない人だって、同じ。権力を手に入れた自分の恐ろしさを理解出来ない人は、危うく恐ろしい。でもあなたは、自分の怖こわさを知ってる。だからわたしは、あなたに上主になって欲しい。わたしは一花を成し、絵の魔ま力りよくを知り尽くし自在に操あやつりたいと決心してるから、ここであなたの側で、一花を成す道を模も索さくする。ついでに、あなたが上主になって国を治めるために、わたしが手に入れた力が必要であれば、それをあなたのために使う。そうしなければ、あなたが追い詰つめられたり殺されたりするなら、そうする。わたしが、あなたを描えがくことに飽あきたと思うまでは、そうする」
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「わたしが上主に相応しい？」

　呆あきれたように笑った刀火の顔は、しかしどこか嬉うれしげだった。

「千花を手に入れた者は、綾津島の主となるのだったか？」

　茶ちや化かすように言うと、刀火はいきなり、千樹の手首を握にぎって引き寄せた。

　勢いで被かぶった薄うす布ぬのが外れて床ゆかに落ちるが、驚く間もなく、刀火の膝ひざの上に引き寄せられ、息がかかるほど近くで顔を覗のぞきこまれていた。緑を秘ひめた黒い瞳ひとみが睫まつげに縁ふち取どられ、真っ直ぐ見つめてくる。唇に、刀火の吐と息いきの温ぬくもりが触ふれる。

「綾峰が曉宮となれば、形ばかりの仮妻は綾峰のものになるしかない。その前に、真実わたしのものにしようか？　そうすればおまえだけは、この手に残るかもしれない」

「曉宮は譲っておいて、手に入れれば綾津島の主となる千花かもしれない者を、手元に残すの？　ずるいわ。詐さ欺ぎね」

　刀火は指先で千樹の頰を撫なで、苦く笑しようする。

「予言など信じていない。手元に残したい。ただ、そう思ったと言ったら？」

　たちの悪い冗じよう談だんだ。彼はさっき平然と、千樹を人形かなにかのように簡単に、綾峰に譲ると言ったのだから。

　だが見つめられると、胸の中で心臓が跳はねる。彼は大噓つきなのだから、今の言葉も本気と取る方が間違っている。それなのに刀火から視線を外すことが出来ない。

　この美しい瞳の人を上主にしたいと願った瞬間から、胸の奥底で燻くすぶっていたなにか。それが今、じりじりと音を立てて燃えだしたような胸むな苦ぐるしさ。この気持ちは、何だろうか？

　なぜだか、どうにも切なくてたまらない。千樹を自分のものにしようかと囁ささやいたその人は、真性の噓つきで、全ての言葉を疑ってかからなくてはならない人なのだ。

「それは、噓よね」

　言葉にして確かく認にんすると、胸が絞しぼられるように痛む。

　刀火はほんの瞬きの間、表情をなくした。まるで今さっき自分が口にした言葉の意味に、今、初めて気がついたようにも見えた。だがそれは見み間ま違ちがえかと疑うほどの一いつ瞬しゆんで、すぐに微笑する。陰かげのある微笑に、どきりとした。彼自身、自分の言葉に戸惑っているような曖あい昧まいな微笑。

「噓だ。すべて、噓」

　と、告げながら彼の手は千樹の髪かみを何度か撫でる。

　──噓、か。噓なのね。

　噓だと言いながらもなぜ彼がこんな風に髪に触れるのか、理由など考えられないほどにやるせない。

　いきなり刀火は、ぱっと千樹を突つき放した。

「明日の七夜は、延期する」

「……延期って、どういうこと。中止じゃなくて？　じゃ、いつ……？」

　目を瞬く千樹から視線をそらし、刀火は立ちあがる。

「再開するつもりはない。おまえは、仮妻にしない」

　意味がわからず、千樹は啞あ然ぜんとした。

　刀火は背を見せて、室の奥へと歩いていく。

　──中止じゃなくて、延期。けれど再開しない？

　千樹の視線すら拒きよ否ひしているような、刀火の背中。室の四方に置かれた蠟ろう燭そくに照らされ、千樹の影は、床にいくつも落ちて不安定に揺ゆれる。

　刀火のなかにある魔王の種は蠢うごめき続け、千樹の封ふう印いんで抑おさえこまれているのみ。

　魔王の種を目覚めさせようとする鬼おにの片かた腕うでの行方ゆくえはわからず、なぜ、その腕が強い力を持ち、そして強い力を持ちながらも隠かくれ果おおせているのかもわからない。

　そんななかでも千樹はやっと、己の歩むべき一花を成す道を踏ふみ出す決意をしたのに、刀火はおかしな事を口走った。

　──それは出て行けという意味？

　七夜は延期。そして再開するつもりはなく、千樹を仮妻にもしない、と。そうであるならば、彼は、千樹の扱あつかいをどうするつもりなのだろうか。彼の真意が、わからない。

　曉宮を取り巻くように、風が鳴っている。外は激しい、雪か。







　あとがき




　こんにちは。三川みりです。

「封鬼花伝」の一巻目では、千樹と刀火の出会いの物語を書きました。

　しかし、なかなか切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようでの出会いだったので、二人とも気持ち的に目め一いつ杯ぱい、そこはかとなく余よ裕ゆうがない、ヒロインとヒーローではありました。

　今回は落ち着いた状況からの出発なので、それなりにお互たがいが、やっと目に入るかな、という感じです。

　今回は千樹がヒロインらしく、お姫ひめ様さまらしく、おめかしできました。

　綺き麗れいな着物が着られて良かったねぇ、と親心的には思うのですが、そのおめかしの条件が条件なので、さて、本人的には良かったかは疑問なところです。

　あと今回の千樹は、ちょっとヒロインらしく、もててたりしてます。

　こちらも好意を抱いだいてくれる相手が相手なので、本人は微び妙みようでしょうが。しかし彼がまさかの参戦で、千樹もわたしもびっくりです。二巻目ということで、登場人物達が、ぼつぼつとわたしの中で動き始めてくれた結果かな、と。

　担当様。いつもいつも、色々と手をかけてもらえて感謝するばかりです。頼たよってばかりで、ほんとうに申し訳ないですが、なるべくお役に立てるように精しよう進じんいたしますので、これからもよろしくお願いいたします。

　イラストを描えがいてくださる、由羅カイリ様。今回もラフを拝見させて頂いただけで、その美麗さにため息でした。表紙の千樹と刀火、そして口絵の雪遊び、チビ刀火とチビ雅近の後ろ姿！　口絵のためのイメージラフも、楽しくて素す敵てきでした！　登場人物達が動いている気配を感じ、成る絵とはおそらくこんな気配の絵が成るのだろうな、と改めて刺し激げきを受けました。ほんとうにありがとうございます。

　読者の皆みな様さま。この本を手にとって頂き、ありがとうございます。せっかく手にとって頂けたので、少しでも楽しんでもらえたらいいなと思います。皆様の気が向き、また、お目にかかる機会があれば幸せです。
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